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見学と懇親の会 ( 橋 の あ る キ ャ バ レ ー で 映 画 と シ ョ ウ を 観 る つ ど い )

援の納治; 会，冬の忘年会は本会恒例の行事でありますが，今年は新しい企画で会員の集いを持つことに必りまし

た。斯界の大 家 も新進気鋭の背年も席を同じくして，和やかに歓談の- t J Jを過すのは. 突に楽しく，又意義深いこと

でありますが. 従来はともすると，新う言った会に出席される ;j が一部に限定されていた嫌いがあるようでありま

す。もとより本会は等しく会員凡ての交流と建築界の| 向上発展の為のものであり，月 100 円の会費で雑誌- rmだけと

言うのでは，文字i溢り形あって災伴わざると言えましょう。本会は本年を期して一大発展を望むためにも，かかる傾

向を先づ改めねばならないのです。 此の伎の ;:1ー耐に於ても出米る限り数多くの会員の参加を期待することが，第一の

目棋になった訳であります。 r新しい企画 J と巾しましたが，それを簡単に御説明いたしましょう。

先づ第一に会貨を極ブJ 凶i くすることであります。 過去の経験によりますと，たとえ良い企画でありましても，相応

の経費がかさんで，一部の方々殊t c . ; i '，' ' " 、届の会員に参加し て頂き難くなっていたようであります。この度は何とかし

て 300 円程度に止 めたいという小委員の 一致した意見にもとずき計画されました。幸い石本建築事務所の有田氏の御

尽力を得まして， 1司氏設計になる落成尚も無い美人磁を会場に選び，又美人盛供iにおかれても伏くお引受け下され

お蔭で笑のある li H函とすることが出来たのであります。

次に時刻j の問題であります。夜空に満天星を仰いでの集いでありますならば. まことに申し分のない訳であります

が，催し物の関係もあり，又美人座の営業 R二差支えがあってはなりませんので，止むを得ず土曜日の午後と言う ζ と

になり，官庁関係以外の会員の方々には時間に無理な点があろうかと存じますが，其の点御許しを乞う次第でありま

す。 暑い日中と 言いましても，冷房を完備されておりますので. ー歩会場に入りますと夜分と変らぬ気分を味って頂

けるものと思います。

ピー J レを飲んで歓談と言うだけでは如何に会貨が隙くても或は思案なさる方もありましよう。この度i は見学会と sj と

ｔｉ ｬｬｩ 会とを ｊｾ ねてＮと 言う よりもむしろ主な目的として行うことになります。簡裁なプヲ γ と尚皮の機能とを具えた新

しいキャバレーを， ld11氏頗い解説を聞いて頂く釈でありまして，殊に斯ういった建物を初めてという方々には絶好の

機会と l担せましょう。モスコー大学の映画は関西末公 ll I l のもので解説も付きますので. 大いに興味深いプイノレムであ

ります。

又，美人 l必の街Iff:&: によりまして街l自慢のショウの一部も見せて頂く予定になっておりまして，それに伴う伴奏の

訂深刻1)¥終， 1¥1日 lリJ Wi 誕γ) ; も是非御研究T J i きたくれじます。 1:1;1山， f.主 iJ "可のサーピ λ も美人州の首11媛I功を頂くととにな っ

てをりますし， ｘ 本会再 Ｑ ，むの Ｉｪ 々の ｩｾｬｗｦ［ 色、で ， ビールの iUl mもmけまして， 7{; lど災 !貨に j! i : い賀 川で， Ａｩｾ 年と， ｾｬ ｬｪ＠ I!;( ω  

ー・ときを充分淡しんで lfi けるものとめじます。

随分宣伝めいたUf ; になりまして，まことに恐*ui でありますが， 当 1.1 * 州側の不 fj JiI io) 点もあろうかとれじますが，

・人 "Cも多数の会Hの併以が， iil1IJ 高い fTせの ー1:ll l 1米l J).γ ドさいますようお闘い 111 _1 " . げる次第でありますn 終りに臨みま

L て， このほの1 t : il 固に際しまして，御多忙な Il Llを'，IPJ かれて父沙共他の術l尽力を lfl きました。 川本総築事務所の布川

ｊｾ ，＠ 人［目立附姥築音 ＱＱ の τ ＮＧｪＧｬ 判 ｊｾＮ ｾｲｩ びに会場サービス ｊ ｴＱ也 Ｑｬｔ しみない ￭￥ｬｬ I，;/，} ) をぴiきました尖人附に対しまして，心から術l

} しの己栄; を 111 L げる 次 第 で あ り ま す 。 ( 会 勢 小 委1'¥会土丘三品祈j 、紀)

惨 と き

惨 と こ ろ

砂 会 費

砂 申 込 締 切

催 し 物

8 月 6 日 ( 土) 午 後 2時- 4 時 半

ー干ヤ パ 1- . - ー美 人 座 ( 大阪 ・Ih ・八幡筋，伽l家筋 l出人 ど・l村似1)

:， !i () 1'1 Ｈピーノｾ ，附11¥l .-77 ツノ只: 1也託貸お台すr)

11 J  1  :j  IJ :t • Cに公費を j添え '( 111 込み十い 0 ・{H. 1  -J' Ｇ ，ￍＺｾ人 ＨＧ ＭＮ ｩ 印刷 ｊ ;.1，)  ，こi全1. f. '_時 It 矧 1:1 li i，1:. 1，〆

Jj) りま F から向l訪、核糊いま t (，

映 画 最 新 着 総:え然色「剥学の殿堂モスコ一大学」ロシア必J : ! i • 1:1 .j.: j面解説 6 巻{ 約5U)} )

ショウ 美人凶ー翻i 自慢もの 校待等 ｬ につ きまして ｉ ＧￌＮ当日をお Ｚ 民 ｌ みに， ＱＱＱＧ 期待 ｔｾ ｜ Ｇ ， ｟，

キャバレー及ゲンスホール 美 人 座 新 築 工 事 概 要

揚 所

鮫計監理

施 工

工 期

大 阪 市

株式会社

l直 日

ｉ 対 ｉ ＩＨｾ 八幡筋

石本建築事務所

特，' . 1111 州 30"1' 2  Jj 1  1I 

竣 功 !日l 年 6 月 13 1:1

工事績要

情 進

建築面積 377. 60坪 延 面 積 649. 64坪

ダ γ シ γ 〆 ノロ γ 戸'，bifl 'i 92. 00Jt 

'告: )お 200) 市

鉄骨鉄筋コ γ タリート造 ・耐火構造 3 階建，

一部地階付

会 初 委 貝 長 E長 木 正

3  



ミ好家芦 際 !冴

開 催高 野 山 納 涼 見 学 会

( 家 族 同 伴 歓 迎 )

和歌山支部年中行事のーとして毎年挙行されている高野山一泊の納涼会は今年も問支部主催 の Fに下記婆領で開催

されます。 此催は女 中 さん 附の一般宿のサ { ピス と異い，広い御堂を開放された気がねなし に寝こるんで未知の人と

も鋭く語り合い 山 内見学したり師盆に参拝したりク y タ F のない誠に寛いだ会で毎年参加者から好評を博しておりま

す。今年は体育館建物と立竪荒神の児学が例年にない新たな計画です。

うだる様な暑さをさけ涼味を満喫しつつ千年の霊峰に身も心もゆったりと休後出来る絶好の機会です。地元和歌山

支部所属会員は元より京阪神其他の会員並御家族御周伴多数御参加を待望いたします。

記

3 時 集 合

院

山上駅より乗合パスに て千手続編下車すぐ( 集合時協会1 i l t を掲げ出迎へる)

一人につき ￥ 700. 00 なるべく申込と同時に lai けられたい一泊三食代

一切自弁の事

8 月 5 日迄に下記へ

和歌山支部所属会員各位は同支部事務所宛

京阪神方面其他会員本昔日事務所宛

関西建材会関係は朝日ピノレ協会事務所宛

行 程

花

8  FJ 6  8  (土)

葱山野高

き

と

場

所合

と

待

宿

会 費

交通費雑費

申 込

•
• 
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.
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食後自由見学食事前後肩のこらな

2 時間50分

夜 7 OJ 頃，

i事，包は

第 1 日 6 日 ( 土〉

Ａ ｉ 後 Ｓ ＱＱ ＮＧｦｾ 合出場小見 ｾｴ 後 Ｔ U.'j より体育館見学

いn[i ＨＱＺ 位 ｦ ｾ ｰ 未定Ｉを聞く予定

第 2 日 7 目 ( 目)

1・ l心:j tl! f! たJ'{. 3 .'U.¥L: .'J! ij i: fJ I' 参H (J..r lJ J パニえに C)

2. ＱＱＱＱ Ｉ Ｂｬ ｉＧ ， Ｇｾ第ぷ術， Ｑ ＱＱ Ｑ ， ｾＺ［ ｻ＠ 1-t!. ｾＧ ＿＠

3. Iたの院参H

ｮｬ 数 ｦｬ ｴＮＱｊｪ ｉ に ｪ ｽ れ ｴ Ｍ ｾ ＮＧ ［ ｾ ，＠ 'r 険制散 1"1 山 行動とす

。人目t 雑 i此:i t :';' ti rl !  liij ! i 時- 7 時 、I'..j 包 30分間隔) i: Jt i  

後 Ｑ Ｕ 時 Ｍ Ｑ Ｙ 時 、 ｾ ， ｪ 与 。

ｩ｜Ｇ ｬ 午 前日 Ｑｏ ｾ Ｑ Ｕ 時 迄 40分間隔 5&半

。所 要 時 間 ぷ h l よ 正:j ! l l f ' 山ケープノL 上j乙 2 時間半

。往復篭単純 ￥ 520.  00  

。 解 散ｻ 長持 ｗ ＺＨｌＺ ＼ｉＧ ｊ ｾｬ の Ｑ Ｑ ＱＱ へ ｉ Ａ 'I I'iJ) j斡 Jk l. ま れ。

懇親H免務会

会協築建本日主漫後日本質築協会和歌山支部1t量宝E

関 西 建 材 会 員 に 告 ぐ

市

建 築 基 準 法 及 関 係 法 規 一 覧 表 明 図 解 図 表〉再 刊 予 告

述築基準法は之に基く命令，条令，其他多くの関係法令がありー絞殺昔1'，計画に当りこれ等関係法規を知

悉するのに非常な手数を要し誠に煩雑である。

本会はそれ等の煩しさを省き一見して目的の関係条文を見出すため本委員会で調査研究の結果首題の一覧

表( 索引表) を作成去る 26年発行したが好評を博し忽ち先切れとなった。今回各方面の要望に応へ再検討補

予官し更に近〈政令の改正等を考慮し再版する様準備を進めている n 本替は初版より更に多くの図解と関表を

ｉ 泊頁し利 ｪ 羽者の使を凶っている何卒 ｬｾｬｉｊｕＩ 待されん事を 。

4  

本会 ｾｦｪ￬ 京会は便宜上 Ｎｩ ｌＡの Ｑ 住 ｴ 乙合流参加させて鼠く事になりました何卒御家族 Ｑ Ｐ Ｑ 伴 多 数申込み 一 ＱＺ さ ｬ ' u  

清木

島 正

鈴長ｾ＠

奥

斡

出 版 委 員 長
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設 計 村 野 蕨 吾

1954 大阪 そごう 百 貨庖 内

1. 床 の 間

2. にぢ りぐち とつく ばい

TEA CEREMONY ROOM 

川U RA NO T 090 A ，chi tec'. 

S O G O  DE PART ME NT  S T OR E  

OS AKA.  1 9 5 4  

，. T O K O  N O  MA  

2.  NI J I RI GUCHI  
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村 野 藤 喜

日本の代表的建築家であり，芸術院会員である村野藤

吾は「芸術家」と呼ばれるにふさわしい personal i t y を

持っている。 かつて有名な映画プロデユ ーサーである

M .  Nagat a は彼をはじめて公式の席で見たとき「村里子

孫苔先生は，Y $ 台に立って貨いたいんだ。」と同席の人に

25った。彼 l' i 議設さと情熱とを美しい調和において持つ

稀な人である 。

村理子同町、渡辺節建築事務所の chief desi gner の時代よ

り uni qu巴な存在であった。 この時代に徹底的に習得し

た西欧古典建築に対する i缶詰は，その後，彼が自分の名

で独立した事務所を緩 'g してからも ， 決して無駄には

ならなかったの 何故なれば，その造認は彼の moder n

archi  tectu re への妨・事? となるどころか ， それに深さと

巾を与えて来たからである の

村野藤否の持つ建築表現の f vocabul arYJ は i mmとい

ってもよいぐらいであるが， しかしど の言葉が自分の

i dea を表現するに適当であるかを選択するに は極め て

慎重である。村野作品の場合，マ γ ネリズムは最もi W{ し

く拒否され真の ori gi naIit y の域に透するまで設計が絞

られるのが7首である。そのような彼のいぎ方は早稲 IE大

学を卒業して ( 1919年) 大阪に任地を求めて米た !¥jj にも

現れている 。 r東京の灰土の中に，文化的な何 があ るだ

ろ う か ? 古い文化を持つ大目立には ，その土から wる古

い瓦にさえ文化がある」という見識を持って，大阪に乗

り込んだ。そしてそれ以来彼は大阪を中心にして，広く

白木の各地にその輝かしい記念物を残している η

ここに発表するこつの作品は共に最疋のものである

が，その一つである広島の平和型' t t : ; は ，尚 3互の: ti ! :1床で 1";):，

未完成である η 何故ならば独乙の信者から寄贈される予

定のステイ γ ドグラスが米だその位置に IT<{;j けられてを
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らないからである。広島平和聖堂は全位界のカトリツグ

教信者ーからの寄 贈によって創建されたものである 。 との

殺到者 lに村野藤吾を選んだ事は F リγ ヒットであっただ

ろう。カトリツグ教会建築が本来持っている種々の約束

の中で， その約束を守りながら， しかも自己の origi -

nal i ty も生かし得る建築家は恐らく日本にも非常に数

少ないからである。

との教会はコ γ タリート打放し ( exposed concret e)  

の f r ame の間にそノレタノレ煉瓦 ( mort al bri ck) を充填

した f訟を持 っている n それはナイ{ プで，イ ν チメ ート

で ＱＱ Ｎ Ｆｬ｜Ａ殺を失わないｾＹｊＱｾを持つ。そのモノレタノレ煉瓦は Ｔ

人の救涜女子労務者が handy made したも のであるの

apse の上部の domc はあるアメリカ姉人 が rdome を

つけてくれるのであれば私がその金を寄贈します」とい

う同1出によってできたものであるが，その形は村監Tの一

つの着想、を示している。 ζ の教会のm誌が出来た時造関

8  

の費用は準備されておらなかったの村野，" l . 自分が受けた

設計料の中から f ront に池を作った。

今一つの作品は， そごう百貨庖( 大阪) 一一これは

1936年の彼の mai n wor k であるーーの中に最近出来た

茶室 ( Tea Cer emony Ro o m) であるっこれは彼の独自

な解釈によった「日本的デサ. イ γ 」を示すものである。

日本には古い時代よ り次のような伝統的な物の見方があ

る。 flll ち r最もおしゃれな人は着物の表を綿布にし裂

を絹にするんこのような感覚は常に村野作品にいき波っ

ているが，特にと の茶室において明 瞭であろう 。

村野路寄は新鮮なる近代性を失わない「永遠の宵年」

である。しかしながらその近代性は流行を追って生れる

近代性ではない p 彼の経験と専門的修練とは常 R二日本に

新らしい流行一一それは「村聖子調」と呼ばれているーー

を1t っている n
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( 1954) ， 
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Kob.  Rr . "  Hol l ， Kob.  ( 1955) ， 
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Addi t i onal  const ruct i on oF M・ru刷 D. pt. 5l or. ， Nogoyo ( 1956) ， 
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T  0  g  0  
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藤
五

回

MU R A N O， T og o Me mb e r  oF Ar t s Ac a de my  on t he st age! "  Mur ar、o is pecul iar in bei ng 

oF J apan， is apparent l y possessed oF a  perso・ equi pped wi t h beaut i Ful  har mony bet ween 

nal i ty wor t hy oF an "Ar t i st "  who  is one oF humi l i ty and passi on.  

t he represent at i ve archi tects oF current  J apan.  

入n epi sode has it that  once when M.  Nagat a， A s  a  mat t er  oF fact ， Mur ano has r emai ned 

a  f amous fi l m producer， had a  chance oF see- t o be a  uni que person si nce he was  t he Chi eF 

i ng Mur ano For t he first t i me at a  meet i ng， Desi gner  in Set u Wat anabe A r chi tectural  OF Fi ce.  

t he For mer  mur muer ed， " Woul d t hat  he appear  The t hr ough acqui rement s he has mast er ed 
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duri ng ｾｨ｡ｾ＠ peri  od in ｾｨ･＠ f i el d of  Eur opean 

cl assi cal  ｡ｲ｣ｨｩｾ･｣ｴｵｲ･＠ pr oved ｭｯｳｾ＠ ｰｯｾ･ｮｾｩ｡ｬ＠

weapon when he ｩｮｩｾｩ｡ｾ･､＠ an of f i ce i ndepen-

､･ｮｾｬｹ ，＠ for such pr of ound ｡｣ｱｵｩｲ･ｭ･ｮｾｳ＠ of  his 

ｲ｡ｾｨ･ｲ＠ gave dept h ｾｯ＠ his moder n ｡ｲ｣ｨｩｾ･｣ｴｵｲ･ ，＠

far f r om hi nderi ng hi s ､･ｶｯｾｩｯｮ＠ ｾｯ＠ ｩｾＮ＠

Vocabul ar i es for Mur a no t o express ｢･｡ｵｾ ト

es of  archi l: ect ure are ｬｩｾ･ｲ｡ｬｬｹ＠ ｩｮｦｩｮｩｾ･ ，＠ and 

ｹ･ｾ＠ he is ｭｯｳｾ＠ caut i ous ｾｯ＠ pi ck up t he mos t  

｡ｰｰｲｯｰｲｩ｡ｾ･＠ wor d ｾｯ＠ expr ess his i deas ｷｩｾｨＮ＠

In his wor ks， manner i sm has ｭｯｳｾ＠ ｳｾ･ｲｮｬｹ＠

been rej ect ed， ｷｩｾｨ＠ t he desi gns revi sed and 

pol i shed ｵｮｾｩｬ＠ ｳ｡ｾｩｳｦ｡｣ｴｯｲｹ＠ ｯｲｩｧｩｮ｡ｬｩｾｹ＠ has been 

observed.  Suc h ｭ･ｮｾ｡＠ 1  ｡ｴｴｩｾｵ､･＠ of  his s howed 

ｩｾｳ･ｬｦ＠ when he c ame t o Os al<a'l  ｡ｦｾ･ｲ＠ gr adua-

ｾｩｯｮ＠ f r om Wa s e da  Uni versi l: y. (1918) .  11: is ｾｯ＠

be ｲ･ｬ｡ｾ･､＠ t hat  his comi ng down ｾｃ＠ Os ak a 

was  ｭｯｾｩｶｩ｡ｴ･､＠ in his ｶｩ･ｷｰｯｩｮｾ＠ whi ch he ex-

pressed， " Wh al: cul l: ural  is ｬ･ｦｾ＠ in ｾｨ･＠ burnl: 

earch of  T  ok y o， whi l e in Os ak a， even an ol d 

ｾｩｬ･＠ dug ｯｵｾ＠ of  gr ounds reveal s ｣ｵｬｾｵｲ･＿Ｂ＠

Si nce he seHl ed in Os ak a， he has lef l: 

｢ｲｩｬｬｩ｡ｮｾ＠ monume nh of  his ｡ｲ｣ｨｩｾ･｣ｴｵｲ･ ，＠ cen・

ｾ･ｲｩｮｧ＠ ar ound Os ak a area， ｢ｵｾ＠ his ｡｣ｴｩｶｩｾｩ･ｳ＠

havi ng ｳｴｲ･ｾ｣ｨ･､＠ afar.  

l-1ere are s hown ｾｷｯ＠ ｲ･ｰｲ･ｳ･ｮｾ｡ｾｩｶ･＠ wor ks  

of  his ｣ｵｲｲ･ｮｾ＠ ｡ｲ｣ｨｩ ｬＺ ･｣ｾｵｲ･Ｎ＠ On e  is ｾｨ･＠ Me -

mori al  Chur c h in l-1i roshi ma， whi ch， however ， 

coul d ｮｯｾ＠ be  t er med ｣ｯｭｰｬ･ｾ･＠ in ｾｨ･＠ ｳｴｲｩ｣ｾ＠

sense of  ｾｨ･＠ wor k， f or ｾｨ･＠ ｳｾ｡ｩｮ･､＠ gl ass do-

ｮ｡ｾ･､＠ by Ge r ma n bel i cvers has nol: ｹ･ｾ＠ been 

ｩｮｳｾ｡ｬｬ･､＠ in t he pr oper  ｳｰｯｾｳＮ＠

ｉｾ＠ mus l: be ｭ･ｮｾｩｯｮ ｣ ､ ，＠ in t he above connec-

ｾｩｯｮ ，＠ ｾｨ｡ ｬＺ＠ t he ト-l i rosh. ma  Memor i al  Chur ch 

has been const ruct ed ｾｨ｡ｮｫｳ＠ ｾｯ＠ ､ｯｮ｡ｾｩｯｮ＠ f r om 

C al: hol i c f ol l owers on ｾｨ･＠ gl obal  scal e.  ｉｾ＠ ｭｵｳｾ＠

have been a  ver y  wi se deci si on， as ｩｾ＠ wil l  

pr ove in ｦｵｾｵｲ･ ，＠ ｾｨ｡ ｬＺ＠ Mur ano was  pi cked up 

as ｾｨ･＠ desi gner  of  t he Chur ch.  Ther e woul d 

be very f e w ｡ｲ｣ｨｩｾ･｣ｴｳ＠ in J apan who  coul d 

mani f es l: his o wn ori gi nal i l: y  when Chur ch con司

st ruct i on ｩｾｳ･ｬｦ＠ is ｾｩ･､＠ ｷｩｾｨ＠ numer ous  under -
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ｳｾ｡ｮ､ｩｮｧｳ＠ and promi ses of  i h o wn.  

T he  Chur ch has wal l s ｳｾ｡ｦｦ･､＠ ｷｩｾｨ＠ ｭｯｲｾ｡ｬ＠

bri ck among  ｾｨ･＠ f r ames of  exposed ｣ｯｮ｣ｲ･ｾ･＠

rei nf orci ng bars.  T he  wal l s ｰｲ･ｳ･ｮｾ＠ a  sense of  

ｾｯｵ｣ｨ＠ whi ch is ｡ｾ＠ once nai ve， inl: i mat e and 

ｹ･ｾ＠ di gni f i ed.  ｍｯｲｾ｡ｬ＠ bri ck are of  handy ma de  

down by ｾｨ･＠ f our dai l y empl oyed wo me n re-

crui l: ed f r om I: he unempl oyed l aborers.  T he  

dome  on ｾｨ･＠ apse was  ｣ｯｮｳｴｲｵ｣ｾ･､＠ as encou-

r aged by a  gener ous ｰｲｯｰｯｳｩｾｩｯｮ＠ f r om an A me -

ri can l ady who sai d she woul d donat e l: he 

requi red expenses if ｾｨ･＠ dome  is yel: ｾｯ＠ be 

f i xed.  T he  shape of  ｾｨ･＠ dome  r epr esenh one 

of  ｾｨ･＠ i deas che.ri shed by t he not ed desi gner ， 

Mur ano.  

ｉｾ＠ is 1: 0  be added I: hal: when ｾｨ･＠ Chur ch 

was  desi gned， ｾｨ･＠ gardeni ng expenses wer e 

i gnored， and Mur ano had t he f ronl: pond car-

ved ｡ｾ＠ his o wn ｡｣｣ｯｵｮｾ ，＠ ｯｵｾ＠ of  t he desi gni ng 

expenses pai d hi m.  

ａｮｯｾｨ･ｲ＠ wor k r epr oduced here is S og o De-

ｰ｡ｲｾｭ･ｮｾ＠ ｓｾｯｲ･ ，＠ Os ak a， whi ch is his mai n wor k  

in 1936.  In ｾｨ･＠ ｄ･ｰ｡ｲｾｭ･ｮｾ＠ ｓｾｯｲ･＠ is newl y 

const ruct ed a  T  ea Cer emony  R o o m， whi ch 

reveal s his own ｩｮｾ･ｲｰｲ･ ｬＺ ｡ｾｩｯｮ＠ " J apanes que 

Des i gn"  besed upon his geni us .  

In J apan， a  tradi l: i onal  ｰｯｩｮｾ＠ of  vi ew depi ct s 

one way  of  observi ng I: hi ngs， wher eby  ｭｯｳｾ＠

dandy peopl e wear  dresses ｷｩｾｨ＠ cot t on appe-

ari ng on t he surf ace and si lk ma de  obscur e in 

ｾｨ･＠ backgr ound.  Thi s wa y  of  ｾｨｩｮｫｩｮｧ＠ coul d 

al ways be ､･ｾ･｣ｴ･､＠ in Mur a no's  wor ks， ｰ｡ｲｾｩﾭ

cu larly in ｾｨ･＠ T  ea Cer emony  Room.  

Mur ano T  ogo wi l l  r emai n an ･ｾ･ｲｮ｡ｬ＠ ｹｯｵｾｨ ，＠

never  depr i ved of  f resh moder ni l: y.  l-1is moder n 

sense， howc ver， is ｾｯ＠ be ､ｩｳｾｩｮｧｵｩｳｨ･､＠ f i rml y 

f  r om ｾｨ｡ｾ＠ is ｲ･ｳｵｬｾ｡ｮｾ＠ of  f ol l owi ng f ashi ons .  

l-1 is pr of ound exper i ences and prof essi onal  

t rai ni ng wi l l  al ways bri ng aboul:， as ｾｨ･ｹ＠ have 

so far， a  ne w mode  in J apan， whi ch ma y  wel l  

be ｾ･ｲｭ･､＠ " Mur a no T  oneぺ
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前川国男一一ー不屈の建築家

百i] 川国男は村野様吾と対照される巡築家である。彼は

その主張を未だかつて変えなかったし，一歩々々とそれ

を実現した。 r l9世紀的見! 築に対する純粋な造形的な闘

いで事は足りた幸福な時代は，すでに去年の雪となりお

わった。冷厳な経済の現実，社会の緊張が新建築を単な

る造形的なそれから，多分に経済的な，技術的なそれえ

と変貌していった。J ( 国際建築誌1953年 1 月号)

彼は real i st のきびしさをもってつぎのどとく語って

いる。 rヨ F ロツバの建築が30年前に経験した t echno-

l ogi cal  approach といいますか， 貧乏からの苦労を一

度通過しないことには，日本の新らしい建築というもの

は永久に f ashi on に止まらざるを得ないでしょう。J

前川は. w . まれた環境に生れ，かつ育ったが，彼の建策

家としての生活は，先党者によくあるように決して平担

ではなかった。 彼は真の意味の humani st であるが，

閑難なる社会的環境はその不周の意志を鍛え上げて，一

人の realist ( romant i st と対照される意味である〉を

日本に作りあげた。

ここに紹介する育i J 川作品は，彼の主張を最もよく示し

たものである。彼はその国の工業と経済との水 i棋に立っ

て現実的な解決を行い，立派に成功した。

この作品から所謂「日本的デザイ γ (J AP ANE S QUE

DESI GN)J を求めることは見当選いであろう。何故なら

ば，前川は現代建築をその国の言茶で表現するよりも，

「世界共通話」で表現することに，その立場をもっ建築

家であるからだ。第二次世界大戦中においても同粋主義
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(Super  Nat i onal i sm) と結んだ「日本的デザイ γ 」が い工学 (T echnol ogy) を駆使して県知事と県民の要求

主題となったことがあった。との場合の「日本的デザイ を満足させたのである。

γ 」は今日アメリカに影響しているそれよりも，異質で 前川は MI DO と呼ばれる優秀な staff を主宰し級友

かっ，程度の低いものではあったが，との時にも彼は日 の横山不学 (Fugaku とは 日本語で学ばないという意味

頃の主張を変えることなく，つぎのように語っている。 であるが，彼はその正反対である。〉と構造的な問題で緊

「日本のあの自慢の巡洋艦が日本的であるといわれる意 密、な共同作業を行っている。 彼等は， この卓越した近

味に於てのみ皆様のいう 日本的はあり得るのです。J 代建築の先覚者を 中心に して 常に日本の建築界をリ ー

第二次世界大戦后J先場 と化 した械浜の市街に立ってそ ドしている。 前川は そ の 年 齢 よ り も 造 か に 若 し か つ

の県知事はその荒廃した土地に気力を失った市民と共に vi gorous であり，常に正しい怠見を民ぬく勇気に溢れ

いかに立ち上るかと心を悩 まし た。これを救うものは何 ている。彼と 面会した人は，その斑智のたくましさに先づ

かと考えた果に，この神奈川県立音楽堂及び図書館の設 打たれるであろう。しかし彼と長〈交際している友人は

立を県民の要望として企創した。前川はこの競技設計に 皆変らない友情を讃えている。今后の彼の作品 ( wor k)

第一位で人選したの彼は平均以下の工費の中で，最も高 に日本の建築界は注目を注いでいる。
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P E R S ONA L  HI ST O R Y  

ｍｯｳｾ･ｲ＠ oF Archi tecture.  The Tokyo ImperIal  Uni ver si ty， 1928 

Regi st ered Archi tect .  J epan 

Member  of  The Archi tecturel  Insti tute oF J epen.  

Mc mber  oF The J apen Archi t ect  Associ at i on.  

J epenese Del egete to The CI AM ( Congr; s ｉｮ ｾ･ｮ ･＠ .io md  de 

l' Archi t ec '，ure 門oderne)

A d d問 8 8 :

Home ;  316， Kemi - Oseki  3- chome， Shi nagawe- ku， T okyo 

Of f i ce;  6， Honshio-cho， 5hi nj uku- ku， T  okyo 

Da t e  of  B i rt h : 門oy 14. 1905 

Pl ace of  Bi r t h:  Ni i gat a C はy，J epen 

Pr of ess i onal  Ca reer :  

Apri l  1926 . . . . .Apri l  1930 

wor ked in Le Corbusi 町、 O Ff i ce in Pari s 

mei n wor ks;  House oF Medame Sevoy in Pari s.  

Pdvi l lon Sui sse ｡ｾ＠ Ci l e 

Uni versi tei re in Peri s.  

Cent rosoyus i  n 門O S C Q U，etc.  

Augus:  1930... .. . 5ep' .  1935 

wor ked in Ant oni n  Raymond・s Of f i ce in Tokyo 

mein  wor ks;  French ｾｭ｢｡ ｳｳｹ＠ at  T okyo.  

Ce nedi en E. mbcssy ct  T okyo.  

T he  T ruscon  C o..  CHi c e  in  T okyo etc.  

Oct .  1935 

stcrted A rchi 回 cturcl Of f i ce under  his own nome 

mci n works (ofter t he Wor  11); 

The Kei o Uni....er 'i i ty Hospi t ol. 19 4 9  

T he  Ni hon 50go 8. nk， 1952 

The 5，. f f  House for  The At omi c 80mb  

Ccsucl t y Commi 目 。 。 叫 Hi roshi m:!S， 19.53  

Kcnogcwo Concer t  Hol l  &- Li brory， 

Yokohc mo， 19 .5Lゐ

Th.  Intern. t i on. 1 House ( Rockf ell.r F .)  

ot Tokyo ( under const ruct i on)  

The Okoy c mo Prefecturcl  Of f i ce ( under 

｣ｯ 悶‘ ｲｵ｣ｾｩｯｮＩ etc.  

C' i t at i ons :  

1)  3rd Pri z.  ;  T he T okyo Ci l y H. II ， ( 1933)  

2)  1s t "  T he Hi nomot o- K. i k. n， T okyo ( 1936 )  

3)  1st &- 3r d"  T he Showo- 5ei ko Ｕ ｾ ･･ ｬ＠ Mill  C o. ， 

トペoukd. n ( 1937)  

4)  2 n d "  Th.  Ni tt. i  House， 8. ngkok ( 1942)  

5)  1s t "  Kcncgcwc Concer t  Hcl l  &- Li br cry  

( 1932)  

6)  3 r d "  The Memori ol  C hurch.  Hi roshimc  

( 1946)  

7)  1 s t "  T h.  O k. yom.  Pref・ct ur.1 Of f ic. ， 

Ok. y. me ( 1933)  

6 )  1s t "  T h.  Di.t Li br. ry， T okyo ( 193' ゐ}
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MAYEKAWA Kunio - Dauntl 郎 Architect

May ek awa Kuni o is an archi t ed in not abl e 

contrast  to Mur ano T  ogo.  

I-l e  has never  shi f ted away  f rom his i nser-

ti ons， whi ch he real i zed st ep by step. 川 T he

happy days f eat ured by  a  si mpl e f i ght agai nst  

t he ecl edi c 19th cent ury' s styl e archi t edure 

have gone f orever， just l ike t he last year' s 

snow.  The stern and gri m real i ti es of  t he 

economi c condi t i on of  t he worl d t oday are 

urgi ng t he moder n archi t ect ure to st and mor e 

del i beratel y on t he t echnol ogi cal  basi s support 司

ed by t he t oday' s economy. "  ( 1くokusai Ken-

chi kuーめん J an.  1953) .  

Wi t h t he st erness of  a  real i st ， he says， 

" Moder n archi t ect ure of  J apan will remai n u  

mer e “ F A SI-l I ON" ， unl ess we  t ake a  f i rm st and 

on t he t echnol ogi cal  appr oach of  desi gn at this 

moment  of  t he total  devast at i on of  our  coun-

try and ami dst  t he agony and povert y of  our 

peopl e， just as t he moder n archi t eds di d in 

Eur ope 3 0  years ago， i mmedi at el y af ter t he 

Wor l d Wa r  1."  

んへayekawa was  born and br ed in f avorabl e 

ci rcumst ances.  I-l is life as an archi tect ， howe-

ver， was  never  flat and smoot h as in t he in-

st ances of  his predecessors.  I-l e  is in t he t rue 

sense of  t he wor d， a  humani st ， but  t he harsh 

soci al  surroundi ngs have hel ped his daunt l ess 

will t emper ed whi ch has brought  about  a  typi -

cal  real i st ( in cont rast  to a  romant i st )  in 

J apan.  

I-l is wor ks， herewi t h represent ed， most  tan-

gi bl y revea 1  his assert i ons.  I-l e  has devot ed to 

sol ve t he mat t ers i nvol ved on real i sti c basi s 

wi t h success based upon t he i ndustri al  and 

economi c l evel  of  thi s count ry.  

It woul d be most  unproper  to at t empt  to 

scent  “ J apanesque Desi gn"  f r om his wor ks， 

for he has st uck to t he pri nci pl e of  expressi ng 
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moder n archi t edure in t he i nternat i onal  

expressi on rather t han in t he l i mi ted l ocal  

expressl on.  

Duri ng t he Wor l d Wa r  11，“ J apanesque De-

si gn" was  advocat ed and ancour aged in cl ose 

tie wi t h super  nat i onal i sm.  The “ J apanesque 

Desi gn"  t hen encour aged was  of  di f f erent  and 

l ower  nat ure t han ｴｨｾｴ＠ is exerci si ng i nf l uence 

to Amer i can archi tecture.  In t hese st orms and 

stresses， he st uck to his own i deas， sayi ng， 

" T he  thi ngs J apanese t hey advocat e coul d onl y 

be f ound， for i nstance， in a  J apanese crui ser， 

bui l t on t he basi s of  our  cont empor ar y i ndustry， 

but  not  in so- cal l ed “ Desi gn J aponi ca". ' 1 

T he  Gover nor  of  Kanagawa f i ndi ng hi msel f  

ami dst  t he rui ns and debri s of  Yokohama af t er 

t he Wa r  squeezed out  his brai ns how to cheer  

up t he ci t i zens， qui te di scouraged on t he wast e 

l and， and deci ded that  Pr ef edur al  Concer t  

I-l all and Li brary be const ruct ed to ent ert ai n 

t he hopes of  t he Yokohama peopl e.  Mayekawa' s  

desi gn occupi ed t he first rank among t he con-

test  ent rees.  I-l is bl uepri nt i ng ful fi l l ed ci ti zens'  

requi rement s to t he max i mum ext ent ， mast eri ng 

t he hi ghest  t echnol ogy and at t he l ower  con-

struct i on expenses t han average !  

May ek awa  presi des over  t he staff  cal l ed 

MI D O， and is in cl ose col l aborat i on wi t h 

his cl assmat e Y O K O Y A MA  Fugaku ( Fugaku 

meanl ng “ Not  to st udy"  in t he J apanese 

l anguage whi ch is furthest  f r om t he ment al  

t endency of  Yokoyama)  in t he quest i ons of  

const rudi onal  t echnol ogy.  They  actual l y do-

mi nat e the J apanese archi tecture.  Ma y e k a wa  is 

younger  t han his age and vi gorous， full of  

cour age to see h:s opi ni ons real i zed.  N o  one 

posi t i ve can see hi m wi t hout  I: ei ng i mpressed 

by his undaunt ed i ntel l i gence.  An d  yet  his ol d 

f ri ends unani mousl y admi r e his consi st ent  

f ri endshi p.  I-l is wor ks are spot ー l i ghted by  all 

t he archi tects of  all t he ne w J apan.  



The charoct er 国 ーic oF hi s wor ks 町 e

kr.own  as cdopt i ng l he preFabl i cdt ed 

syst em under  al l cwed present  J apcnese 

i ndustrial l eve1. Pre- こdst concr ete st uds ， 

grcni t e t erdzo ext erior wel l  boards dnd 

Bri se Sol ei l  made oF ｴ･ｲ ｲ ￰Ｍ｣ｯｾｴ＠ dre 

used 

1. 音 涼i Ｇｾ ￭ｾ＠ r精 函 門USI C HAL L， S OUT H V I E W 2 関 舎 館 夜 景 NI GHT V I E WOF  Ll BBARY  
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J apanese Ar chi t ect ur e - Dl d and New 

8ei ng i sol at ed f r om cont i nent al  Asi a， J apan in t he past  had i nt ermi t t ent  i nt ercourse wi t h 

C hina.  Wi t hout  a  wor ki ng  knowl edge oF thi s hi stori cal  background， it  would  be di FFi cult  t o 

compr ehend t he very essence oF J apanese archi t ect ure and gardeni ng・ Howev er ，such Forei gn 

i nFl uences t hat  t ook hol d i  n  J apan have been compl et el y assi mi l at ed and t r ansFor med i nto For ms 

charact eri zi ng t he J apanes e nat i onal i ty .  It is a! most  i mpossi bl e t o summar i ze t he hi story oF J apanes e 

archi t ect ure cover i ng mor e t han t wo t housand years in a  short  thesi s .  For  thi s reason our  associ a-

t i on wi shes t o cont r i but e t he Fol l owi ng t wo authori tat i ve books t o t he  li brary oF y our inst itut e ，.  in 

order  t hat  t hrough t hem t he t radi t i on oF J apanes e archi t ect ure can be t raced best  and ma y  beneFi t  

t hose member s  oF your  organi zat i on who are i nt erest ed in  t his subj ect .  

P roF.  H i det o Ki s hi da:  Kyot o Palace 

Dr.  Sut emi  Hor i guchi :  T he Iくat sura Imperi al  Vi l l a 

A s  an excel l ent  pi ece oF wor k deal i ng syst emat i cal l y on t he t radi t i on and t echni que oF J apanes e 

archi t ect ure and gar deni ng， t he Fol l owi ng book wri t t en by T  et suro Yoshi da， a  represent at i ve archi t ect  

oF moder n J apanes e archi t ect ure， is r ec ommended:  

J apani sche A 叶、i tektur ( 1952， Ernst  Wωmu t h， T  ul i ngen)  

It is i nt erest i ng t o not e t hat  our  o wn pr ot ot ypes have exerci sed an essent i al  rol e in i nFl uenci ng 

moder n archi t ect ure as a  resul t oF wor k done in t hat  di rect i on by earnest  st udent s oF moder n  

archi t ect ure wh o  have i nt erpret ed J apan' s t radi t i onal  archi t ect ure Fr om di FFerent  angles.  T he  

pri nci pl es oF s ome oF t hese pr ot ot ypes are appl i cabl e t o moder n archi tectural  desi gni ng maki ng use 

。F i ron f r ames， rei nForced concret e const ruct i on and ot her  civil engi neer i ng mat er i als.  Thes e pro-

t ot ypes can be summar i z ed i nto t he Fol l owi ng t hree cat egori es:  

1. In J apanese archi t ect ure it is t he skel et on const ruct i on wi t h t he ai d oF wood whi ch creat es 

cont rast  agai nst  t he masonr y wor k.  In  J apanese arc hi t ect ures t he c ons huct i on mat er i als  

t hemsel ves a  re an i ntegral  part  oF t he aest het i c appear ance and t heir ori gi nal  beaut y is 

const ant l y t he obj ect  oF cri ti cal  j udgment  by di scri mi nat i ng connoi ssuers .  

2.  T he  member s  and parts wer e apparent l y st andardi zed in vi ew oF t he manual  wor kmanshi p 

i nvol ved.  

3.  Archi t ect ure and gardeni ng wer e so i nseparabl y uni t ed wi t h each ot her  t hat  ever y pi ece 

oF archi t ect ure was  in i tsel F a  pi ece oF t he l andscape gardeni ng.  

T he  Eur opean styl e oF archi t ect ure was  i nt roduced i nto J apan duri ng t he Mei j i  Era ( 1868・

1912) ， and al t hough t he de吋 ni ng，supervi si on and mai nt enance aFt er conshuct i on wer e done by t he 

west er n proFessi onal s at  t he begi nni ng， J apanese archi t ect s gradual l y began t o repl ace thei r pre-

decessors.  Fr equent  ear t hquakes in J apan aFForded opport uni t i es t o depar t  f r om i ndi scri mi ndt e 

Fol l owi ng oF t he convent i onal  Forei gn styl e archi t ect ure， and l ed t o t he devel opment  oF eart h-

quake司 prooF bui l di l) gs ・
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T he  Secessi on campai gn whi ch dawned on t he J apanese archi tectural  wor l d readi l y aHr act ed 

devot ed f ol l owers.  It was  at this st age t hat  s ome conf l i ds wer e obser ved bet ween t he ol d con-

vent i onal  school  and t he Secessi on f ol l owers.  

It is to be recal l ed t hat  al t hough t he convent i onal  archi t edure had not  at that  t i me made mucト.

of  a  start ， t he rapi d i ndustri al i zat i on of  t he Mei j i  Ref or mat i on was  under way whi ch was  to bri ng 

in its wake a  bi gger conf l i d bet ween t he school s.  Wha t  8auhaus and L e  Corbusi er  assert ed 

caught t he i magi nat i on of  t he younger  generat i on of  archi t eds and was  suppor t ed over whel mi ngl y 

t hroughout  t he nat i on.  Young archi tects of  t hat  t i me are now in thei r mi ddl e ages;  however  t he 

si tuat i on concerni ng archi t edural  desi gni ng has r emai ned unchanged.  Thus  in a  comparat i vel y short  

of  years J apan was  abl e to assi mi l ate t he essence of  what  Eur ope had to of f er af t er cent uri e5 

of  devel opment .  O f  course， as is so t rue in any c ounhy， t here are t hose who have adher ed t o 

t he convent i ons of  t he l ocal i ty by  bei ng fai thful  to t radi t i on and c ompl etel y di vorci ng t hemsel ves 

f r om f orei gn i nf l uences.  Howev er， no ma He r  ho w fai thful  an archi tect  ma y  be of  Wes t er n archi -

t edur e， he can never  i gnore t he ways  of  t he l ocal i ty or t he nat i on in whos e envi ron he l ives. 

Wor l d Wa r  11 br ought  about  a  veri tabl e bl ackout  in t he fi el d of  archi t edure.  Af t er  t he Wa r， 

however ， a  bri sk i nt erchange of  cul tural  wor k bet ween Amer i ca and J apan resul t ed in a  domi nant  

posi t i on for t he J apanese tradi t i onal  styl e of  archi t ect ure， parti cul arl y on t he We s t  Coas t  of  t he 

Uni t ed St at es.  A t  t he s ame t i me J apan was  abl e to l earn muc h f r om moder n archi t edural  

achi evement s o f  Amer i ca.  

T he  pi dur es we  have sel ect ed for present at i on herewi t h to your  i nsti tute represent  t he moder n 

wor ks of  not ed l ocal  archi t eds who are still act i vel y engaged in t he prof essi on.  Amo n g  t he 

pi dur es r epr oduced are t hree whi ch have been offi ci al l y ci ted as represent at i ve wor ks  of  195斗.

On e  of  t he pi ctures is t hat  of  an Amer i can archi t ect  who is pl ayi ng an i mpor t ant  rol e here in 

J apan.  S ome  of  t hese pi ctures are pr esent ed t o s how how t he tradi t i onal  J apanese archi tectural  

f acets have been assi mi l at ed i nto moder n archi t ect ure.  

In cl osi ng thi s arti cl e， we  woul d l i ke to mak e  a  l i ttle ref l ect i on wi t h regard to t he f ut ure of  

J apan' s archi tectural  work.  Our  cheri shed wi sh is t hat  to t he younger  generat i on of  J apan shoul d 

be rel a. yed t he observat i on of  Mr .  F.  L.  Wr i ght ， desi gner of  t he Imperi al  Hot el  in Tok y o， who 

phi l osophi zed t hat  t he East  shoul d shake hands wi t h t he We s t  and bri ng about  a  har moni ous mi ngl i ng 

。f thei r respect i ve tradi t i ons.  It is hoped， t oo， t hat  in l he l i ght of  J apan' s hi stori cal  past  whi ch 

s aw t he assi mi l at i on of  Chi nese cul ture， cont i nued ef f ort s wil l  be ma de  to di gest  and devel op 

Wes t er n archi t ect ure to har moni ze wi t h her o wn  nat i onal  tradi ti ons.  

T he  edi tori al  boar d of  T he  Archi t ect ural  Associ at i on of  J apan 

R OY A L  ARCHI T E CT URAL  I NSTI TUTE O F  C A NA DA  
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A  RURAL HOUSE IN J APAN 日本 の 都市 は殆んど灰になっ た が田舎には 尚伝統 的な民家が妓って｜Ｎ［｣。ニの写真の民家は第二次世界大戦の終った時に 撤修し たものである。 合ｾ Ｚの 局方 ＱＰ キロＮＭある宵 ト 地主 山 ｦＺｽ Ｑｻである。
入ロのｾ ［ＺＺｉＺ 広 ト ｩ 聞 でありＮそこの低い窓 ＺＡ ｊ 削 ｈ きイの 廻 りな ｉｖｉ［Ｚ ， ＼ＺＮ，る為であ， ｾｯ 19日十 紀v) ＱＱＮ ω 喧 ｬ 築と Ｎｕ 吋 ｬ ＮＨ 。 尚ニ のま ｖｪｈｱｖｾｾｬ､ ｬ 助制 Ｑ 、 ｲ｢ 聖Ｚか ， Ｎｉ ｴ に明兇 ｊ れ［Ｚ， ｟ ( i i [ 辺}



日 本 の 建 築 一 過 去 と 現 在

日本は，アジア大陸と離れておりますものの，過去に

おいて，中国と間断的に交流しておりました。 この実際

の歴史的背景を知らなければ，日本の建築と庭園のtl 髄

を理解することは困難でありましよう 。 しかしながら，

日本にもたらしたかかる外国の影響は，日本の国民的様

式のなかに，完全に同化され移植されてまいりました。

この二千年以上にわたる日本建築の歴史を短文にまとめ

あげることはほとんど不可能であります。 このために，

当協会は，つぎの権威あるこ舎を武協妥に寄贈いたした

く存じ ます。これによって，日本建築の伝統がよく調べ

られ，この問題に関心をもっておられる食協会会員の皆

様に喜んでいただけるかと存じます。

岸田日出刀教授若 「京 都 御 所」

堀 口 捨 己 博 士 若 「桂 離 宮」

日本の建築 ・庭園の伝統と技術について体系的にとり

あつかった力作として ，現在日本の代表的建築家，吉田

鉄郎氏によるつぎの本をおすすめいたします。

J apani she Archi t ekt ur  ( 1952， Er nst  Wa s mut h 

Tul i ngen)  

興味あることには，われわれの プロトタイ プが，近代

建築を影響づけるに本質的な役割を果してきたことであ

ります。それは，日本の伝統的建築を種々の角度から探

究してきた近代建築の熱心な研究者がその方面で、活動さ

れた結果によるものであります。 これらのプロトタイプ

のうちにある諸原則は，鉄骨構造，鉄筋コ γ グリ ート 構

造や，その他の土建材料を用いて設計する近代建築にも

適切なものであり ます。 これらのプロトタイプはっきrの

三つの範騰に要約されましょう。

1. 日本建築では，木造の骨組構造であって ，それは

石造建築 と対照をなすも のである。日本建築では，

構造材料そのものが，美観と離れがたい要素であっ

て，その独自の美は常に鑑賞の対象をなすものであ

ること。

2.  部材要素はあきらかに，手工業的方法の立場から

規格化されたこと。

3. 建築と庭園とは互に不離不即の関係にあるので，

建築のどの部分もおのずから造園術の一部であった

」と。

建築の欧風縁式は， 明治時代 ( 1868- 1912) に日本に

紹介され，設計，監督およひ. 施行後の保全についても，

はじめは西欧の専問家がやっておりましたけれども，だ

んだんと日本の建築家はその先輩逮と交代してまいりま

した。 日本に度々起る地震によって，因製的な外国の建

築様式にやたらに追従する態度か ら脱却する機会が生れ

耐震建築が発展 してまいりました。

日本建築界にれい明をもたらした分離派運動は，急速

に熱心な追随者をつくりました。伝統様式派と分隊派と

の閲の斗いがみられたのも実はこの時期でありました。

伝統様式建築は，その当時，まだ充分根をおろ しては

おりませんで したけれ ど，明治維新後の急速な工業化が

おきて，その工業化が進むにつれ，両派の閣の斗いが激

化していったことは想起すべきことがらであります。パ

ウハウスやノレ ・コノレピジユの主張は若い世代の建築家連

の心をとらえ，圧倒的に国中で支持されましえ。その折

の若い建築家達は現在では壮年となっておりますが，建

築設計部門で、の地位はいまも変らず保持してい ます。か

ように比較的短年月のうちに，日本は欧洲が数世紀にわ

たって発展してきた要素を同化することがで、きたのてーあ

ります。 もちろん，どこの国においてもそうであります

が，外来の影響から離れて完全に自国の伝統に宏、災であ

り，それを守ってし、る人々がおります。 しかしながら，

いかに西欧建築家的であるといっても彼をどりまく風土

性とか，国民性とかを無視することは決してできえない

ことであります。

第 2 次大戦は，建築の分野に全くの空白をもたらしま

した。 しかしながら，戦後の日米文化活動の活滋なる交

流は，建築面で日本の伝統的様式がとくにアメリカの西

部海岸地帯において重要な地位を占める結果となりまし

た。同時に，日本はアメリカの近代建築の成果から多く

のものを学ぶことができたのであります。

4時

11協会に寄贈するために選びました写真は，いまなお

現職で活躍 している著名な建築家の現代的作品を示して

います。復写した写真のうち 3 点は1954年の代表的作品

として公表されているものであります。そのうちの一つ

は，アメリカの建築家の手になるもので，彼はいま日 本

で重要な役割を演じています。これらの写真のうち，あ

るものは，いかに伝統的な日本建築の面が近代建築に同

化されてきたかを示しています。

終りにのぞみ， 日本の建築作品の将来について少 し反

省 してみたいものであります。われわれの心からの希い

は 「東洋と西洋は握手 して ，おのおのの尊敬すべき伝統

の調和ある交流をもたらすべきだ」 という F . L ライ ト

氏一一東京の帝国ホテノレの設計者ーー の哲学を若い世代

にリレ ーできればと思って いることでゐります。 また，

中国文化を同化してきた日本の歴史的な過去に照してみ

ても，絶えざる努力こそが，国民的伝統と調和するよう

に西欧建築を消化させ， 発展させるものであると思いま

す。 日本建築協会編集部

* カナダ建築協会
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第 1 図 都 市 住宅の表門 と塀. 京都

ｰｾ は 街 路 に 面 し て いる。それを 入る と 小さ い 前 庭

があり，飛石と 植木で偶成されている。 J，i l t j，航 、土

壁のもので瓦をのせてトる。( 写J : ( m右宝刊行会)

f' I G.  1  a N T R A N C E  Q .l. T E ・f ' I ! : N C E O P  c l Y..， R E Sト

O I! NC E .  K Y OT O.  

E N'TR A N C E  O A γ E  19 f' ' ' CI NG T H E  S T R E E T  W A Y.  

ε N γ E R I N G  T H I・O A Y E 15 A  S MA L L  F' R O N T  G A R O E N  

ｃｏｍｐｏｾＢｏ＠ O P  a Y O NlI s  A Nコ P L A N γ I N G . γ H E F E N Ca: 

.. 
1& A  'TH 1 N  M U D  W A L L  W 1 T H  C L A y y l L E  K A W A R A "  

。N "r O ?  

第 2 図 京都大徳苛孤r ! 唯志2主席の一隅，十七世紀

写真は室内の庇団側を示す。 様は二段に下ってい

る。 ニの側11. 完全に開放されていて，細い無目に

よって 水平のさ"" ( 段上帯はこの写真に見えない〉

に分たれている。 上のニ帯には紙隙子が四枚つつru

て込 まれ.Iit 下帯はiJ H1i l <されている。 ( 写真 彰国

社)

.. 
. . 10.  2  O N o: C O R NI!: R  O P' 0 ... 1γ o K U J I "  K Y。γ 。.

1 7 γ H  C 冨N T U R Y .

P  I C T U RIl I L L U・Y 興 A ' n: I Nγ E R l o R  O P  G A R O E N  

5 1 0 1 1 . γ HE  V . R A N O A  '8 a T E P E D  l N T W O  L E V E L 9 .  

g a. r de n.. 

I  5  10 

包= = 三禽= コ= コ

.xale  cf l ut  

第 3 図 円本住宅の典型的プラン

F' I G.  3 γ Y P I C A L  J A P A N E S E  R E S l o E NこE P L A N .  
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SOME ASPECTS OF JAPANESE ARCHl lECTURE 

by  MOR I T A  Kei i t i  

O bvi ous ly  il: is i mposs ible  1: 0  descri be thoroughl y  I: he enl: ire rang e  

of  J apanese A rchitecl: ure  in such a  shor l: paper .  

11: is onl y f r om t he si xth cenl: ury I: ha l: wor ks  of  ar l: whi ch ma y  

be cal l ed Ar chi l: ecl: ure wer e creat ed in I: he several  i sl ands sca l:t er ed 

in I: he sea east  of  t he Asi an cont i nenl:. A I: t hat  I: i me J apan l earned 

thi s ar l: f r om Chi na， a  count ry al ready ci vi l i zed;  and si nce tha l: 

I: i me， it is t rue， J apan has cont i nued 1: 0  be  i nf l uenced cont i nuousl y 

by Chi na.  Bul: J apanese archi tecl: ure is nol: an of f shoot  of  C hinese 

archi l: ecl: ure as many  West er ner s  bel i eve.  In a  natural  envi r onmenl: 

characl: eri zed by a  moi s l: cl i mal: e  caused by mons oon weat her ， 

J apanese archi t ecl: ure has f ol l owed il: s  o wn  course.  11: has cr eat ed 

and mai nt ai ned il: s  o wn  tradi l: i ons whi ch has been I:r ansf erred inl: o  

our  o wn  day.  Her e we  ma y  I: ell aboul: s ome of  I: he mai n 

characl: eri s l: ics of  J apanese archi tecl: ure.  

11: is qui l: e  nal: ural  I: hat  I: he characl: eri s l: ics of  J apanese archi l: ect ure 

are kepl: in t he dwel l i ng house.  W e  begi n t he di scussi on of  its 

archi tectural  charact er  wi t h I: he I: r eat menl: of  il: s  space.  T o  c ompar e， 

in Eur ope， each r oom- space whi ch c ompos es  a  dwel l i ng house is 

i ndependenl: of  each ot her  accordi ng 1: 0  I: hei r  funcl: i on， absol ut el y 

separal: ed by sol i d wal l s and capabl e of  bei ng shul: of f  me c hani cal l y 

wi t h l ock and key.  In  J apan， howev er， each f uncl: i onal  space， 

di f f erent i al: ed for  sl eepi ng， di ni ng， cooki ng， and sani l: ary provi si ons， 

are never  encl osed by sol i d wal l s， bul: are only  casuall y  separ a l: ed.  

T he  spaces can easi l y be made  f reel y i nt erpenel:r abl e.  W e  al so 

k now t hat ， in t he moder n archi l: ecl: ure of  I: he  Wes t er n wor l d， such 

i nt erpenet ral: i on of  archi tecl: ural  spaces are spl endi dl y real i zed by  

I: he geni us of  F  rank しl oyd Wr i ght .  J apanes e archi l: ect ure， howev er ， 

has soughl: for thi s f r om l ong age in il: s  o wn  manner .  

Such di f f erences in t he I:r eal: ment  of  space ma y  be of  course 

expl ai ned by  t he facl: I: hal: I: he mode  of  l i vi ng of  bol: h  wor l ds is 

not  t he same.  Howev er ， f undamenl: al 1: 0  t he concepl: i on of  J apanese 

domes l: ic archi t ecl: ure is t he i dea of “ In" and “ O ut." 

In Eur ope， one 1巴aves I: he sl:r eet ， ent ers i nto I: he house， and 

I: urns down a  corri dor.  Then， havi ng crossed over  t he door  sill of  

a  r oom， one f eel s al: ease at las l: havi ng r eached a  pri val: e  space 

and achi evi ng an “ In" feel i ng・ Bul: in J apan， a  person ent er i ng t he 

mai n gat eway of  his dwel l i ng and t aki ng of f  his shoes is al ready 

di sti ncl: ly consci ous of  an “ In" feel i ng.  T he  gar den， even if onl y 

an  area of  t went y or  I: hir l: y  square yards ar ound a  humbl e d柚 el l i ng，

is symbol i cal l y an archi l: ectural  space.  T he  " I n"  feel i ng of  each 

of  I: he r ooms and of  I: he house as a  whol e exl: ends inl: o  t he 

gar den， I: he whol e bei ng encl osed wi l: h  a  f ence and gat e.  



Thus  t he t r eat ment  oF t he space as a  means  oF arti sti c expres-

si on in J apanese domest i c archi t ect ure is very compl ex.  A n  i nteri o 

r oom consi sts oF a  compl et e space yet ， at t he s ame t i me， by 

t aki ng away  t he movabl e part i t i on， it al ways mai nt ai ns a  space 

rel at i on to adj oi ni ng rooms.  Fi g.  2  s hows  a  gar den si de oF a  guest -

's r oom bel ongi ng to t he abode oF t he hi gh pri est  oF t he Buddhi st  

T  empl e Dai t oku- j i  in t he ci ty oF Kyot o.  Thi s si de oF t he rect an-

gul ar r oom is compl et el y opened to t he ext eri or and separat ed 

physi ca l¥y， but  not  separat ed symbol i ca l¥y， Fr o m t he gar den by a  

depr essed wooden ver andah and by movabl e t ransl ucent  paper  

screens.  Thes e screens， al t hough t hey separat e t wo spaces， do 

not  i sol ate t he i nteri or space， not  excl ude t he space oF gar den 

Fr c m it. 

Forei gners who have been guest s in t he pri vat e house oF any 

J apanese ma y  wonder  about  its const i t uent  r ooms whi ch are so 

s mal¥ and st andardi zed.  Namel y， t he Fl oor area is gener a l¥y  about  

ni ne t o t went y square yards， and thi s squar e or rect angul ar Fl ocr 

consi sts oF Four and a  hal F， six or ei ght  sheet s oF thi ck pl i abl e 

maHi ng ( t at ami )  " hos e st andard si ze is about  3'  x  6'.  T he  cei l i ng 

hei ght  is about  ei ght  Feet.  ( Fi g .  3) .  

Thi s whol¥y  si mpl e cubi c r oom， iF it wer e a  pri nci pal  r oom oF 

t he house， has， as a  rul e， on one si de， a¥covcs  ca l¥ed t oko anJ  

t ana whi ch serve an aesthet i cal  purpose.  Anot her  si de whi ch j oi ns 

it ， gener a l¥y  t he sout h si de， is t hr own open t o gar den， wi t h a  

nar r ow wooden ver andah i nt erposed.  T he  thi rd si de opens int o 

anot her  r oom or corri dor.  T he  separat i on bet ween thi s r oom and 

anot her  one or t he corri dor is carri ed ou十 by t wo or Four panel s 

oF l i ght paper e-:l sl i di ng screen whi ch Fi l¥ t he openi ng ext endi ng to 

mor e t han hal F t he wi dt h oF thi s si de， and are al ways readi l y 

opened.  T he  gar den ext eri or is pr ovi ded wi t h l i ght sl i di ng sashe3 

wi t h t ransl ucent  paper  pane pl aced at  t he i nner edge oF t he 

verandah.  Mor eov er ， t he out er  bor der  oF t he ver andah is gener a l¥y  

Furni shed wi t h sl i di ng doors now- a 司 days havi ng gl ass panes.  T he  

cei l i ng consi sts oF thi n wooden boar ds whi ch .  s how a  st rai ght  grai n 

or  ot her  beaut i Ful  natural  paHer ns.  Thes e boar ds rest on thi n stri ps 

oF wood whi ch are arranged para l¥el t o t he l ong si de oF t he r oom.  

( Fi g.  4 ，5  and 6) .  

Thi s r oom- cube is const ruct ed very si mpl y wi t h a  Fr a me  wor k oF 

squar e post s and hori zontal  member s  whi ch connect  t hese at  t he t op 

and t he b o Ho m， t he great er  number  oF post s bei ng l ocat ed in t he 

i nteri or wa l¥s.  Thes e hori zont al  structural  member s  are put  beyonC: 

t he cei l i ng and Fl oor， and can not  be seen.  But  t he post s， al¥ bei ng 

exposed t o t he e y e， are decorat i ve as wel¥ as shuct ur a l. M ul¥i ons 

and si l¥s  oF t he openi ngs whi ch are laid Fro m post  t o post ， c ompos e 

l i near di vi s ions oF t he space hori zont a l¥y. A I¥ t he wood used s hows  

J!l 4 図 客室の床の間，京都. i長井厚ニ作

この床の 11日は卜鐙の: t . : 11I 1のー側にある。 トコ It 普

通より側広 < ，タナには二段の棚と地袋が短の干; こ

配置されている。 トコとタナ Itfl l 住で分たれている。

{ 写真雄弁)

，. I G.  . γ o ) ( o N O)，4"' ' '  O F  G U E :l γ R O O M  

"r H ls  T O K O "  Is  L O: : A'Il r o  A γ O N宮 S I : J E O F' I。

M A T‘ O Ua: S T  R: O O M.  

"r H  ' S T O K O "  ｉｾ＠ W I OE R  T H A N  0 :・G I NA. " Y ONE .  

W A K I γ 。κ 。H A V E C A D I NI:，S  P E R P竃 N O I C U L A R

" ' 0 2  S HI: L V E S .  

γ 01<0 "  A N O  WA K l  T O K O・・ I s  S I: ? E R A"r &: O D Y  

S Q U A肉 E C O L U MN .  

第 5 図 ある客室の内部. ，高官官，藤井厚二作

トコと 7 ナIt 同じ個。 トコおよぶその墜にかけら

れた鍋物 It 側窓によって照ら占れてトる。棚はない

が，低い地袋と三校陣子の大企なｾがある。 ｃＧｩ 兵

隊) 1' )

，. 10.  1:1 I N γ u l 。肉。F G U' ES T  R O O"'4 .  K Y O T。ー
.. 

'1" O K O・・ ，A，N O  S H E L F  O N  T H E  a l O E  A R E  I! Q U A L  

w l o γ H . γ HIl' p l C T U肉 E H A N GI! D  O N  T H1i W A L L  I s  

I L L Ulo4 l NAγ 1!: D  B Y  5 1 011: W 刷 。σ w

第 6 図 関室の内郡. 京都. i事弁厚二作

形式ばらない居間の床の間のヴアリエ - v ヨンの

ー例。 i H僚にI t 胴丸の竹が用いられ，天井の一部

には制竹に支えられた立が用いられている。背後の

慢には鍋物がかけられる L. 地袋の上IこIH' l 物をi置

くニともで，j - る。( 写真 説} t - )

F I G.  o  R O O，，"， I Nγ E l o R .  K Y Oγ 。

E X A MP L E  O F  V A R 1 A T l o N O F γ 。) ( o NOM" " IN  

I N F O R MA L  R O O M.  

P O R  " O T O S H T  G A K E "  U S E D  R O U N O  B A MB O O .  

F O R  P A R γ O F  T H E  C I! I L I NG U S E D  T H A T C H  W I T H  

B A M8 0 0 .  

γ H E  P  f C T U RI ! & C A N  B E  H A N G E D  O N γ H E  B A C K  

W A L L  A N O  O N  GI 3 U) ( UR O"  C A N  P L A C E  T H E  

p 。γ S ^ N O  E T C .  
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第 7 図・東京にあるー郎宅の表とI l if 陛， 1929，古 111

五十λ 作

二階ts都市住吉リ狭い周曲した前庭は敷石 砂串l

敷， 竹むらで生気付けられている。( 写真 建築文

イヒ)

F' I G.  7  F' R O N T  v l e: w  A N o  A P P R O A C H γ o  R E S l o u -

N CE. I N 'TOK Y O.  

2  s γ O R Y  R E S  l OE N C' I ! 刷 T HB: C I T Y .  N A R R O W  

I I E No l NG P' f t ON Y  G A関o e: N 1 8  A C T l v A T I E D B Y  U S  l N G  

。F ' S T C NI! S .  A. N o  G R A V E L  P A V E Me: N γ A N O  B A M B O O  

P L " NT l l・""

第 8 図 経緯宮の坪庇と 玄関， 京 都 十 七 位紀

さる 宮家によって建 てられ，今は虫室の所有にな

っている この地物は 日本の住宅建策の取 もすばらし

いものの一つである。 敷石，階段，正前. 軒，屋椴

はすべて細か< 1 旦に適い領事lを保っている。 'J{ に，

ニのO! 物は 日本のi l ! 築家 にとって絶えさ' るインスピ

レ- i / ヨ ンの源である。 ( 写真 座右宝刊行会)

pI G. ・E N T R A N ce: A N o  G A R Oe: N  O F  K A"rS U R A  

I MP E R I A L  V 1 L L A" ， K Y O T O  

A N  E X C E L L E N T  p l E C E  O P  W O R K  D EA L 1 NG  S Y S -

γ E MA T I C A L L Y  O N γ H E γ R A O I T I O N  A N D  'TE C H N 1 Q ue: 

O F  J A P A' NE S E  A S C HI γ E" C T U R E  A NO  G A R D E N I N G  

T H E S E  H O U S E S  A R E  T H E  S O U R C E S  O F'  C O N γ I N O U S  
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ｩｾｳ＠ ｮ｡ｾｵｲ｡ｬ＠ surf ace and is ｮｯｾ＠ ｰ｡ｩｮｾ･､＠ or vdt ni shed.  

T he  ｭｯｳｾ＠ ｩｭｰｯｲｾ｡ｮｾ＠ si de of  ｾｨ･＠ ｩｮｾ･ｲｩｯｲ＠ is  ｾｨ｡ｾ＠ of  ｾｨ･＠ al coves.  

T he  al coves are di vi ded by  a  col umn and a  ｬｩｧｨｾ＠ spur  "， all ｩｮｾｯ＠

ｾｷｯ＠ ｰ ｡ｲ ｾｳ＠ whi c h  are call ed ｾｯｫｯ＠ and 竺竺・ T he ｰｲｯｰｯｲｾｩｯｮ＠ of  ｾｨｩｳ＠

di vi si on  is ｮｯｾ＠ f i xed and eac h  ma y  vary ｾｨｲ･･＠ ｾｯ＠ six ｦ･･ｾ＠ in ｷｩ､ｾｨ ，＠

ｾｨ ･＠ ､･ｰｾｨ＠ varyi ng f r om ｾｷｯ＠ ｾｯ＠ ｾｨｲ･･＠ ｦ･･ｾＮ＠ T he  f l oor of  ｾｏｉ く ｯ is 

ｳｬ ｩｧｨｾｬｹ＠ ･ｬ･ｶ｡ｾ･､＠ f r om ｾｨ･＠ mai n f l oor of  ｾｨ･＠ ro o m and is ma de  of  

pol 凶 ed wood pl anks or ｳｯｭ･ｾ ｩｭ ･ｳ＠ of 三竺ami . O n  ｾｨ･＠ sur face of  

ｩｾｳ＠ i nner wal l  is hung a  l ong ｶ･ ｲｾｩ ｣｡ ｬ＠ ｾ｡｢ｬ･｡ｵ＠ of  ｰ｡ｩｮｾｩｮｧ＠ or of  

cal l i graphy.  O n  ｩｾｳ＠ rai sed f l oor are arr anged f l owers in a  ｰｯｾｾ･ｲｹ＠

vase or  ｯｾｨ･ｲ＠ obj eds .  A s  for ｾｨ･＠ al cove， ｾｨ･＠ fl oor  is also of  

pol i shed  wooden pl ans， and here ｡ｾ＠ ｾｨ･＠ ｨ ･ｩｧ ｨｾ＠ of  pr oper  propor-

ｾｩｯｮ ，＠ a  wooden shel f  or  shelves are hung ｨｯｲｩｺｯｮｾ｡ｬｬｹＮ＠ O ne  usual ly 

pl aces on ｾｨｩｳ＠ shelf a  porc elain， ｭ･ｾ｡ｬＭｷｯｲｫ＠ or ｯｾｨ･ｲ＠ ｯ｢ｪ･ｾ＠ ､Ｇ｡ｲｾＮ＠

ｓｯｭ･ｾｩｭ ･ｳ＠ ｾｨ･＠ b o Ho m or  ｾｏｰ＠ of  ｾｨｩ ｳ＠ _!:_竺土al cove ｣ｯｮｾ｡ｩｮ･ｳ＠ s ma ll 

｢ｵｩｬｾＭｩｮ＠ ｢ｯｸＭ｣ｬｯｳ･ｾｳＮ＠ Indeed， ｾｨ･＠ al coves are no mor e ｾｨ･＠ space of  

ｭ｡ｾ ･ ｲｩ ｡ ｬ＠ lif e， ｢ｵｾ＠ a  sacr ed space ､･､ｩ｣｡ｾ･､＠ ｾｯ＠ ｾｨ･＠ Mu ses .  T he  

central  col umn is caref ul l y chosen in ｣ｯｮｳｩ､･ｲ｡ｾｩｯｮ＠ of  ｩｾ ｳ＠ surf ace 

ｾ･ｸｾｵｲ･ ，＠ col or， pol ish  and even ｩｾｳ＠ f ragrance.  T he  ｨ･ｩｧｨｾ＠ of  ｾｨ･＠

al cove openi ng ｭｵ ｳｾ＠ be har moni ous ｷｩｾｨ＠ ｩｾｳ＠ ｷｩ､ｾｨＮ＠ T he  ｾｨｩ｣ｫｮ･ｳｳ＠

and ､･ｰｾｨ＠ of 十he shel f ， ･ｾ｣Ｎ ，＠ -- - ｾｨ･＠ ｭｩｮｵｾ･ｳｾ＠ care is ｾ｡ｫ･ｮ＠ SO ｾｨ ｡ｾ＠

ｾｨ･＠ ｰｲｯｰｯｲｾｩｯｮ＠ and di mensi ons of  each member  are caref ul l y ｲ･ｬ｡ｾ･､＠

ｾｯ＠ each ｯｾｨ･ｲＮ＠

I-l ere， in ｾｨｩ ｳ＠ uni que space， ｡ｲ｣ｨｩｾ･､ｵｲ･＠ ｰ｡ｩｮｾｩｮｧ ，＠ mi nor  ｡ｲｾｳ＠ such 

as pot t ery， and ｮ ｡ｾ ｵｲ･＠ ｲ･ｰｲ･ｳ･ｮｾ･､＠ by 引ower s pl ay a  peacef ul ， 

very peaceful ｣ｯｮ｣･ｲｾｯＮ＠ U si ng humbl e ｭ｡ｾ･ｲｩ｡ｬｳ ，＠ ｾｨ･＠ ｲ･｡ｬｩｺ｡ｾｩｯｮ＠ of  a  

smal l  ｢ｵｾ＠ per f ed uni verse of  ｢ ･｡ ｵｾｹ＠ in ｾｨｩｳ＠ space is a  dai l y mat t er  

of  concern ｾｯ＠ ever y J apanese house- wi f e.  

I nasmuch as all wood in ｾｨ･＠ ｩｮｾ･ｲｩｯｲ＠ is used in ｩｾｳ＠ ｮ｡ｾｵｲ｡ｬ＠ ｳｾ｡ｾ･ ，＠

wood dressi ng is  per f or med  so ｭｩｮｵｾ･ｬｹ＠ and ､･ｬｩ｣｡ｾ･ｬｹ＠ f r om pl ani ng 

ｾｯ＠ ｪｯｩｮｾｩｮｧ ，＠ ｾｨ ｡ ｾ＠ ｩｾ＠ ma y  be compar ed ｷｩｾｨ＠ ｾｨ･＠ mar bl e ｣ｵｾｾｩｮｧ＠ oF 

cl assi cal  Gr eek  ｡ｲ｣ｨｩｾ･､ｵｲ･ Ｎ＠ T he  ｡ｾｭｯｳｰｨ･ｲ･＠ of  ｾｨ･＠ ｩｮｾ ･ｲｩｯｲ＠ as a  

whol e makes  feel  ｳｯｭ･ｷｨ｡ｾ＠ di mmer  ｾｨ｡ｮ＠ ｾｨ｡ｾ＠ of  a  moder n W ･ｳｾ･ｲｮ＠

ｩｮｾ･ｲｩｯｲ ，＠ ｢ｵｾ＠ ｩｾ＠ i mpresses one ｷｩｾｨ＠ a  st range ｳ･ｲ･ｮｩｾｹＮ＠ T he  yel l ow-

ish pal e br own of  ｾｨ･＠ wo o d， ｾｨ･＠ pal e yell owi sh gr een of  ｾｨ･＠ ｭ｡ｾ＠

surf aces f ri nged ｷｩｾ ｨ＠ bl ack ri bbon， ｾｨ･＠ ､･ｬｩ｣｡ｾ･＠ c r eme yel low  of  

ｾｨ･＠ sl i di ng screens，--- ｾｨ･ｳ･＠ are all neut ral  col ors ・ Mo r e over，ｾｨ･＠

ｴｲ｡ｮｳｬｵ｣･ｮｾ＠ paper  panes oF sl i di ng sash， ｾｯｧ･ｾｨ･ｲ＠ ｷｩｾｨ＠ ｾｨ･＠ deepl y 

hangi ng eave， di FFuse a  del i cat e i ndi red ｬｩｧｨｾ＠ all over  ｾｨ･＠ ｩｮｾ･ｲｩｯｲＮ＠

T he  paper  for ｾｨｩｳ＠ pur pose is superi or ｾｯ＠ any ki nd of  gl ass in ｾｨ･＠

｡｢ｩ ｬｩｾｹ＠ of  ｬｩｧｨｾ＠ di FFusi on.  O ne  ｾ｡ｫ･ｳ＠ hi s  ｳ･｡ｾ＠ upon a  cushi on whi ch 

is pl aced di redl y on ｾｨ･＠ f l oor mat. C hair s  are ｮｯｾ＠ ｾｯ＠ be f ound 

and ｯｾｨ･ｲ＠ ｦｵｲｮｩｾｵｲ･＠ is hel d ｾｯ＠ mi ni mum.  

AII  f or ms are c ompos ed of  ｳｴｲ｡ｩｧ ｨｾ＠ l i nes and ｲｩｧｨｾ＠ angl es.  Cur ves  

are al so used ｢ｵｾ＠ rar el y;  ｾｨ･ｹ＠ are oFt en consi dered ｮｯｮＭｾ｡ｳｾ･ｆｵ ｬＮ＠



In this， t he composi t i on oF strai ght  l i nes and ri ght angl es domI nat es 

t he subt l y cul cul at ed proport i ons whi ch do not  admi t  any al terat i on 

even t hough in t he sl i ghtest  degree.  AI I  shoul d be obedi ent  t o 

order.  But  s ymmet r y  is del i berat el y avoi ded.  A t  any rate， t hese 

ri gorousl y geomet r i cal  For ms l ose thei r sharpness in a  di ml y suFFused 

l ight. It all combi nes i nto a  st rangel y ori ent al  coexi st ence oF cl as-

si ci sm and romant i ci sm!  

In t he Fa写ade oF a  J apanese dwel l i ng house， compar i ng it t o its 

i nteri or ， t he a比iFicial is not  so conspi cuous but  restrai ned.  ( Fi g.  

9) .  Namel y， Facade is qui t e obedi ent  t o i nteri or wi t h regard t o 

composi t i on.  It tel l s oF a  modest l y symbol i cal  rel at i on bet ween t he 

i nteri or and t he garden.  T he  rel at i on bet ween a  bui l di ng and t he 

surroundi ng l andscape in t he ｾｵｲｯｰ･｡ｮ＠ mansi on， For exampl e a  

Fr ench mansi on， is oFt en in t he cont rast  oF arti fi ci al  and nat ura l. 

But  in J apan t he arti Fi ci al s are not  accent uat ed but  di ssol ved i nto 

nature.  Pl ai n woods， mud wal l s and rooF ti l es oF dul l  grey col or 

cont ai n not hi ng whi ch oppose nat ure.  Any one  who ent ers t he gat e 

oF a  J apanese dwel l i ng wil l  see， in t he t i ny Fore- garden encl osed 

by t he Fence in whi ch ma y  be pl ant ed a  pi ne t ree or ot her  green-

ery， and in whi ch ma y  somet i mes  be set  a  st one l antern， and in 

t he Facade oF t he house， how t he natural  and arti Fi cial  are combi n-

ed in happy uni son.  ( Fi g.  7  &- 8) .  

Such aest het i c t ast e， i mmanent  in t he J apanese c ommon dwel l i ng 

house --- several  cont empor ar y J apanese ar chi t eds are endeavour i ng 

t o real i ze thi s in steel  and concret e ( Fi g.  10) 一 had been put  

Forth gradual l y f r om t he el event h cent ury and was  conFi r med in t he 

si xt eent h cent ury .  It owes  its Fi xed For m t o t he pal ace oF t he 

past  ari stocrats or Feudal  l ords perhaps， but  pri mari l y it owes  its 

emot i onal  cont ent  to t he tea- pavi l i on ( chashi t su) ， a  genr e oF archi -

t edur e pecul i ar to J apan.  Fi g.  1  1  s hows  an exampl e oF t he For mer ， 

an audi ence hal l  oF t he Ni j o Cast l e in Kyot o bui l t in t he l atter 

hal F oF t he si xt eent h cent ury.  

A s  For t he t ea house， t hough it ma y  be oF i nterest  to ｾｵｲｯｰ･｡ｮ＠

archi t eds， it demands  mor e space t han is avai l abl e t o expl ai n i L 

( Fi g.  12) .  It is Fo山 nat e t hat  ｾｮｧｬｩｳｨ＠ readers are abl e t o k now it 

t horoughl y f r om Kakuz o Okakur a 's 川 T he Book  oF T  ea"  publ i shed 

in Amer i ca s ome Fi Fty years ago.  In short ， t he t ea- house is a  mer e 

el ement  oF a  synt het i c art cal l ed chado i.e. t ea cer emony ---

synt het i c art viz.  synt hesi s oF pai nt i ng， pot t ery or ot her  mi nor  

arts， Fl ower ar r angement ， poe m， art oF i ncense， et i queHe， conver-

sat i on …・・ and Ar chi t edur e --- so it does not  bel ong to gr and art.  

T he  t ast e i mmanent  t o it is an ext r eme， whol l y  ori ental  reFi nement  

whi ch seeks perFect i on in t he i mperFec:t. Thi s t ast e， bei ng t ransl at ed 

in mor e i nt i mat e For m， has been t ransFerred t o t he dwel l i ng house.  

W e  ment i oned previ ol l sl y s ome as peds  oF t he J apanese archi tec-

m 9 図 八 勝 館 客 室 部の 7 アサー ド. 名古屋，1950 

繍ロ捨巳作

ニれは旅館として建てられたものであるが. 良い

邸宅のフアサードを示すものといってもよ L ・。これ

は主正而ではなく庭園側正面である。敷地の高低を

利用して床が広々と婦げられている. (写真 建 築

文化〉
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第 10図 ある郊外住吉，MI 京，19S4，消京消作

この小さい近代的コンクリート住宅には，隅々ま

で日本のモドウルスによるI l l : に適った秩序が支配 し

ている. ( 写真新旭築)

，. 10.  1 0  R E.・ I Oe: N CI! I N B U B U R B .  T O K Y O .  

γ H l s  B MA L L  M O O E R N  C O N C RIl γ E  H O U・" H A・
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第11図 京1: 11ニ条城大広on 十六又は十七世紀

日本における 封uw主の居館の l泣も形式的で濠準

な一例。正面に11左にトコ ，右にタナが見える。床

の間の援も. 右側に見える 昭島 も. すべての壁面は立

派な絵画で飾られている。格天井もまた全面的に装

飾されている。( 写真 座右宝刊行会)

F I O.  "  。肉E A T H A L L  0 ，. N I J 。白・ C A・γ L It. K Y O T。
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第12図茶室の一隅，京都，誠弁厚ニ作

これは住宅附属の茶室の一例である。構成は必ず

しも形式にこだわっていな¥. 。 トコの床は上げられ

ていなL 、。室と床のIHI の笠間ははっきりとは分けら

れていな L 、中柱には少し曲った自然木が用いられ

ている。天井11磁を編んだも の。飾り気のない，静

かな，明るい / ( 写真雄弁)

F l o.  1 2  O N E  C O R N E R  O P  Yli. A  C E R E MO N' Y 問。0. . . .
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第13函 伊 勢 神 宮 正 殿

日本建築の純粋な古典的オーダー。材料は高貴に

して耐久的な性質をもっ桧。屋織は' 立の厚い層で苛

かれている。( 写真 国際文化振興会)

.. 
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tural  geni us， and we  have seen at  t he s ame t i me a  l ack of  t he 

sent i ment  of  monument al i t y whi ch bel ongs t o a  gr and art cal l ed 

Archi t ect ure as  k nown t o West er ner s.  T he  aest het i cal  sent i ment  

s hown in J apanese domest i c archi t ect ure， is compl et el y oppos ed t o 

monument al i t y.  J apanese archi t ect ure， does  she not  k now monumen-

tal i ty? Yes !  Ise- j i ngu ( Fi g.  13) ， a  shri ne of  an i ndi genous rel i gi on 

Shi nt o， has hel d and cont i nues t o hol d its monument al  charact er  

duri ng mor e t han one t housand years wi t hout  change.  Its cl assi cal  

styl e， wel l  measur ed accordi ng t o J apanese modul us， is sober ， state-

Iy and di gni f i ed.  Anot her  exampl e:  Feudal  cast l es of  t he si x l: eenl: h  

cenl: ury ma y  be  c ompar ed in thei r monume nl: al i ty t o Wi nds or  cast l e 

or  Fr ench cha l: eaux on t he Loi re wi t houl: shame.  ( Fi g.  1斗) .  

Abov e  all ， il: was  Chi na of  si xth or  sevent h cent ury ー- Chi na of  

t he mos t  ci vi l i zed Tang  dynas l: y  - - - whi ch ki ndl ed a  f l ame of  

archi tectural  monume nl: alit y  in t he sent i menl: of  J apanes.  J apan has 

l earned t he I: echni que of  bui l di ng Buddhi st  T  empl es， t ogel: her  wi t h 

its rel i gi ous dog ma， and has been abl e 1: 0  mai nt ain  t he or t hodox  

mel: hod of  cl assi cal  composi t i on.  It has been real i zed in t empl e 

｡ ｾ ｣ｨ Ｚｴ ･｣ｴｵ 児 Ｈ ｆｩｧＮ 15) .  Thi s st i mul at i on f r om C h:na has di ed oul: 

si nce I: he f i f t eent h cent ury.  To- day  we  J apanese archi t ect s are 

endeavor i ng onc e mor e t o ki ndl e a  monument al  f l ame in t he ne w 

f or m whi ch wi l l  c ome f ort h f r om our  o wn  tradi t i on， bei ng st i mul at ed 

by Eur ope thi s t i me.  

Mos t  of  t he touri sts f r om t he f orei gn count ri es who n o w l and 

at T  okyo ai rport  or di sembar k on any sea port  in J apan wi l l  be 

di sappoi nt ed l ooki ng at  t he wor k  of  ci vi c reconst ruct i on whi ch is 

now in progress on t he terrai n s wept  by  heavy bombar dment s， now  

bei ng done in Wes t er n styl e.  Rat i onal i zat i on and i nt ernat i onal i zat i on 

in archi t ect ure is a  wor l d- wi de t endency t o司 day. T he  pr esent  si tua-

t i on of  J apan urgent l y necessi t at es t hat  she put  her  archi t ect ure in 

t une with t hat  of  Wes t er n count ri es .  But  t he eHor t s  of  certai n 

J apanese archi tect s in t he f ut ure wi l l  s how a  ne w bui l di ng whi ch 

has combi ned t he tradi t i onal  heri t age of  J apanese archi l: ectural  

expressi on of  thei r ancest ers wi t h t hese ne w i nf l uences， a  sui tabl e 

bl end whi ch I: hey wil l  hand down t o thei r descendant s not  onl y in 

domest i c archi t ect ure but  in ever y "fi el d of  archi t edure.  

MOR I T  A  Kei i ti  

Dr.  of  Techni qne 

Pr of. of  Kyot o Uni versi t y 



日 本 建 築 の あ る 相 森 田 慶 一

このような小文で、 U 本建築の全領以にわたって述べることの不可能なことは1切

らかである。

アジア大陸の* の海に点在するいくつかの島々 に， ともかくも，建築とし、し、う

るような芸術作品がっくりだされるようになったのはやっと六世紀になって から

である。この時日本は先進文化国で・あった シナからこの芸術を学んだ。そしてそ

の後もたえずシナの影響を受けつづけてきたことは事実である。 しかし，多くの

西洋人が考えている ようには，日本建築は決して予ア建築の一流派ではない。モ

γ ス γ 性湿潤気候としづ特殊毅筑において， 日本建築は独自の道を歩んで発展

し，それ自身の伝統をつくり保って，今日に及んでいるのである。ここではそう

L づ特殊性のいくつかの面についていおうとしている。

日本建築に個有なものが住宅に保持 されていることは極めて自然である。 日本

住宅で，まづ気付かれる特殊性はそ¢建築的空間の取扱い方である。西洋では，

住宅を構成する各室空間が，その機能に従って，堅い壁と堅固な錠によってそれ

ぞれ独立し，それが並置的に館員められて一つの住宅に 構成されてきた。 ところが

U 本では，それぞれの機能笠聞は，住 ・寝 ・食 ・料理 ・イt妊などと分イヒはしてい

るが，それは決して堅い壁で，必要以上には，仕切 ε れることなく ，白18に相互

員人している。われわれは建築の素材としての空聞が，現代の欧米fi

C

包に:k いて

も，ブラ γ タ・ロイド ・ライトの天才によって，その相互貫入を見事に笑現して

いることを知っている。 しかし，日本建築はこれを自分の仕方で古くからおこな

ってきたので・<l oる。

こういうような空間処理の相遊は，勿論，物的な住様式の相遊によって説明さ

れうるであろうが，根本的には日本人の家に関する 「内」 と 「外」 との考え方に

根ざすものであろう。西洋では，し、わば街路が家のなかまで質入して廊下とな

り，各々は戸の闘をまたいで. はじめて私の空間に身を置いた気易さを感ずる。

しかるに. 日木人は家のポ入 口をはいって履物を脱ぐや否や はっきりと 「内」

を意識する。各室がでなく家が一体として「内」を形成し，その「内 」は. また

婦と門でかこまれた庭園にまで延びるのである。庭園は，それが質素な住宅のせ

いぜい ＲＰｾＳＰ 平方ヤードのものであっても Ｎ 象徴的には一つの建築空間である。

家は一体として 「内」を形成し それが門および塀でかこまれた庭園にまで延び

るのである( 第1図〉。

だから . 表現素材としての空間の取扱いは， 日本住宅では，極めて複雑で，一

つの室は一つの室としてまとまりを見せながら，常に移動隔壁を開放することに

よって他室と空間的に係り合いをもっているのである。

第 2 図は京都の大徳寺のー僧房の客室の庭園に面する側面である 。方形の室の

一辺は完全に外に向って開放され，室の床より低められた木の橡と紙障子で庭園

と物理的に一一象徴的にではなく 一一境されている 。紙障子は二つの空間を分け

てはいるが. それは室の笠間を孤立させてもいなければ. 庭園の空間を排除して

もいない。

第14関 姫 路 城 ， 十 七 世 紀

迫J i l には松の木の繁茂した丘の頂に五層の天守が

そびえている。この天守は城の級徴であるばかりで

なく，封辺都市の象徴でもあった。械壁， 櫓，域内

および姻がニの中核を取り巻き，それを守護してい

る。全体 ｉｾ 記念的性格の美しい風奴をつくり ｉｕ して

いる。 (3写真姫路市役所)

F I G.  1 4  HI ME J I "  C A S T L E  1 7 T H  C a: N "r O R Y .  

F R O M  O I S T A N c E  O N E  C A N  8 8: 匡 F l v E S γ O R V  

C A S"T' L E  T O W E R  S H O O T  U P  I N  T H &  S K Y  T相 R O U G H

γ H  I C K E T  o f "  P  I NE  T R E E S  O N γ 判1 : H I L L γ O P .  

γ H l s  C A S T L E γ O'N E R  I s  N O T  O N L  Y γ H E  S Y MB O L  

O P γ H E  C A ST L E . 自 υ Y .t. L S O  A  S Y MB O L  O F  F E U D A.  

L  I T'f ｾｆ＠ T H E  T O W N.  

C A S T L E  WA L L .  T U R R E T .  C A S γ L E  QA T E .  A NO  

)，4 0 A'r B U R R O U N O I N G  A N D  Q U A R D 1 N G  I T .  W H O L E  

C O MP o s t T l o N  C R E A T 1 N Q  A  0 1・T I NOU( : ; H l N a  S H.l. U .  

γ I F U L  S C' EN &  

;r，15図山捌提寺金堂，奈良，八世紀

これは ν ナのオ ーダーに属する 日本の古典建築の

完全な標本である。正面は木造円柱の柱廊になって

いる，その夜には僅かなエンタ ν スが見られる。

( 写真影国社)

F I G.  '15 T O S H O::l A l J l γ E MP L E .  MA I N  H A L L .  N A R A  

8 T H  C E Nγ 。R V

' r H l s  I s  T H E  F I NE  E X A MP L E  O F'  C L A s s l c  J A P A -

N E S E  A R = H l γ E C T U R E  B E L O N G  " ' 0 C H I N E S E  OR D E R .  

' r H E  F R O"NT  t s  R OU N D  W O O: l E N  C O L U M N  O F  

C O L U M N  G A L L E R Y  

O N E  C A N  S E E  L I T T L E  E Nγ A s l s  l N T H E S E  C O L U -

M N S  
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日本人の私宅に客となったことのある西洋人は誰でも

日本住宅の各室がいづれ も規格化された小さい室である

のに驚く。すなわち ， 室の床面積は ＹｾＲＰ 平方ヤード

で，この方形または短形の床は 4. 5，6， 8枚の厚い5ii!)J

のある長でできている。この畳のよ見絡寸法は約 3' x  6' で

ある。天井高は凡そ 8' である ( 第 3 図)。

この全く単純な立方体の室は、 もしそれが主宅でゐれ

ば. そのー側には . 原則として， トコ . : ! < ナと称する純

粋に美的円的のみを有する 凹所が設けられる n それに隣

るー側，一般に南側. は狭い橡をへだて，庭闘にrm放さ

れる。他のー側は隣室又は廊下に述り，その側の半中高以

上は襖で区別され， いつも開放 しうる状態になってい

る。庭闘に面しては，橡との間にとれ透明の紙貼りの+ 弘、

降チが建て込まれる。さらに橡の外縁には，今円では，

一般に硝子戸が建て込まれている。天JI ーは美しい. f J E1J 又

は杢自の薄板でできている。天井板は紡lい竿紘の上に平

行に配置され る ( 第4，5， 6図)。

この立方体の室は木の角柱とそれを上下て・結ぶ水平材

の軸組構造で- きわめて単純に組み立てられている。壁の

ある側では柱数は増される。水平の構造Mは天井褒およ

び床下にかくれるが，柱はすべて露出していて，構造材

はそのまま装飾材となる。関口の鴨居および敷居が柱を

結んで面を区劃jする。すべての木材の面は素肌のままで

ペイ γ トやワニスをかけなし、。

室の最も重要な側は凹所のある側である。この凹所は

普通丸柱と半壁によってトコおよびタナと呼ばれるこ部

分に分たれる。分割の割合は一定していないが，ほほ悩

ＳｾＶ 尺にとられ，奥行は Ｒｾ Ｓ 尺位である 。トコの床

は室の床より少し高められ， 畳が敷かれることもある

が，多くは木の磨仮が佼われる。奥の壁面に古i凶の隠を

かけ，床には陶: I ! i その他の花器に{ I : : がf漏られる。 占ナで

は，床はやはり磨いた板で，: i i & 判な比例を保った高さに

棚が一段又は数段水平に設けられる。この棚iこは陶器，

金物などの工芸品が飾られる。このタナの床上又は天井

近くに低い戸袋が設けられることがある。災にこの凹所

はもはや物的生活の場ではなく， ミューズに捧げられた

美の 'IR聞である。トコ とタナを分ける床住はその材質 ・

色 ・艶 ・香さえも吟味されるの凹lfr の日さは耐と調和し

なければならぬ。同口の上を限る縦し掛の厚み，棚板の

厚さや悩，なと' fi 微妙に他の寸法に釣り合わなければな

らぬ。ここ，この特異な空間におし、て. 建築 ・絵 l血i . [  

芸および白然( ，/ D が静かな，実に静かな， I:!担当集出iを奏

でている。粗末な材料を用いて，この空間に小さし、がし

かし完全な美の世界を如何に実現するかが日本の主婦の
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日々の関心事である。

木はすべて素肌のまま用いられるから，その工作は飽

かけから仕口に到るまで繊細に行われ，それは古典ギリ

シアの石工術にも比せられる程である。室全体の感じは

現代の欧米の室内より幾分l扇いが，形容し難い明るさを

印象づける内水肌の淡黄渇色，畳の淡緑色，それを縁ど

る黒いへり，襖のデリケートな卵色一 ー これらのすべ

ては"1'1生色であるn その上，半透明の紙貼障子は i.来い

朝: の出とともに，室内いっぱいに微妙な光を溢らせるの

これにmいられる紙は光線の拡散能) J におし、て，いかな

る種類の硝 j こよりも優秀である。人は畳の上に立接に置

かれた (/ ';J ショ γ の上に坐るから，椅子はなく，家具. と

いわれるものは段小限に止められる。

あらゆる j診は沿線と凶角でできている。山線も稀には

用いられるが，たいてい野暮なものとしてよろこばれな

い。 この直線と出角の構成にはきわめて微妙に計算され

た比例が支配していて，童話末も変更を訴さな L 、。すべて

は絡に従わなければならぬ。しかし左右相称は故意に

避けられる。そして，このような厳格な幾何学的な形態

は薄い溢光のうちにその鋭さを解消している。古典主義

と浪漫主義のふしぎな東洋的混清 ! すべてがこのなかに

結合されている。

日本住宅の外観は，内部にくらべると，技巧的なもの

が顕わで・はなく，抑制されている( 第 9図〕。 すなわち，

外観は内部造型に奈ー直に服従している。それは内部主庭

園との聞の象徴的関係を控え日に物語っている。ヨーロ

ツパの邸宅一ーたとえば ブラ γ スのーーにおける建物 と

周囲の風景との関係はしばしば人工と自然の対比の形で

示されるが， 日本では人工は，己を強調することなく，

口然のなかに没入している。素肌の木材，土壁，鈍い灰

色の粘土瓦は臼然と対立するものをもっていなし、。 人

は， LI 本の家で門をはL 、ると ，堺でかこまれた，松やそ

の他の庭木の結わった，また時に石燈簡の宛えられた，

小さいがI庇に如何に自然と人工がうまく協調しているか

を見るであろう( 第7，8図〉。

このような日本の市民住宅に特省な趣味一一現代日本

の建築家の幾人かはこれを鉄とコ γ F リートで実現しよ

うと試みている( 第10図) ーーは! . 一世紀頃より も?ミ 均に芽

生え，十六位紀にほぼ確立した。それは，その形式のI百でー

は，過去の i立政やj 主m君主の邸主にねっているが. 悩緒

的な lui では，さ らに多くを 1l.4三に特有な総築のージヤ γ

ノレである茶室に負っている。 第11図はがI者の一例で，十

六世紀ぷに建造された京都の二条城の大広聞を示す。

茶室については，それは充分凶洋の建築家の興味をそ



そるに足るも のであると信ずるが，それを説明するには

さらに多くのぺ{ グを必要とする。 幸にも英語国の読者

はそれを岡倉覚三の「茶の本」から充分に知ることがで

きる，この本は50年程前にアメリ カで出版されたもので

ある。要するに，茶室は茶道という綜合芸術ーーすなわ

ち，庭園 ・絵画 ・陶務その他の工芸 ・生花 ・詩歌 ・香道

・作法 ・会話 ・- ー・および建築の綜合一ーのー要素に過

ぎず，それ自身独立した大芸術 というものではないが，

それに内在する趣味は不完全のうちに完全をもとめる東

洋的な洗練された趣味で，それがさらに身近な形に翻訳

されて住宅に大きな影響を与えたのである。

以上，われわれは住宅のなかに日本建築の特質をみて

きた。そしてそこに欧米人が Archi t ect ur e と呼ぶ大芸

術に個有な記念性の感情の欠除をもみた。日本住宅に現

れた美的情緒は全く記念性とは反対のものでｾる。日本

建築は記念性を知らないのであろうか? 否，日本個有

の宗教である神道の神社である伊勢神宮 (第13図〕はそ

の記念的性格を千年もの間不変に持ちつづけてきた。日

本のそドウノレスによってよく度を保ったその古典様式は

飾り気なく，堂々として，威厳にみちている。も一つの

例を挙げよう。 十六世紀の封建城隠は， その記念性に

おいて. Windsor Castl e やロアル河畔のブラシスの

Chat eaux と肩をならべることのできるものである( 鱒

×  ×  

x  

14図〉。

しか し，何 といっても，日 本人の心に建築的記念性の

火を点じたのは六，七世紀のシナ，文化の段盛期にあう

た唐朝のシナ， であった。 日本は， 仏教の教理とと も

に，仏寺建築の技法を学び，正統的な古典的造型法を持

つことができた。それは仏寺建築に実現されて来た( 第

15図)。

このシナからの刺戟は十五世紀頃から弱まった。現代

の日本の建築家は再び，今度は欧米の刺戟によって，自

分たちの伝統に根を置く新しい形で，記念性の火を燃し

続けようと努力している。

今日東京飛行場に着陸した，あるいは沿岸の諸港に到

達した，外国からの旅行者たちは，爆撃によってー婦さ

れた土地に，欧米風のやり方で進行しつつゐる都市復興

の工事をみて失望するであろう。しかし，建築における

合理化と国際化は今日世界的な傾向である。とくに日本

の現在の情勢はその建築を西洋のそれと調子をあわせざ

るをえないさしせまった状態に置いている。しかし幾人

かの日本の建築家の努力は，幾年かの後に，単に住宅に

おいてのみでなくあらゆる建築に， われわれに伝えら

れ，また子孫に伝えていく日本建築の表現の伝統的な遺

産を，新しい欧米の影響と ともに，正 しい形に具体化す

る で あ ろ う 。 ( 筆者 京都大学教授〉

×  ×  

×  x  ×  
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板の間・廊下にすべらぬ白木艶出ケントク

固型白木艶出

290円 半 ポ γ ドで

約 5 坪みがけます。

白 木 液 水

490円 1  :11官置で

約 15坪みがけ ます。

"  .. 1- 司
大阪北区桜楠 産経ピノレ前電話@3507
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J APANESE ｇａｒｄｅｎｾ＠ by MORI  Osamu 

1. Cha l' actel' istic featul' es of J apanese Gardens 

T he  Engl i sh ｾ･ｲｭ＠ J l gar den，" ｾｨｯｵｧｨ＠ ｩｾ＠ is ｴｲ｡ｮｳｬ｡ｾ･､＠ ｩｮｾｯ＠ J apanese as J l Tei en"  or J l Ni wa"  

pri mari l y si gni  fi es a  pl ace reserved for t he ｣ｵｬｾｩｶ｡ｾｩｯｮ＠ of  f l owers， frui t ， ｶ･ｧ･ｾ｡｢ｬ･ｳ ，＠ and shrubs of  

any ki nd， as wel l  as l awns， ｾ｡ｬｬ＠ t rees and vari ous ｯｾｨ･ｲ＠ sceni c ｦ･｡ｾｵｲ･ｳＮ＠ ｂｵｾ＠ in J apan， J l Ni wa"  

or 川 T ei en"  is ､ｩｦｦ･ｲ･ｮｾＮ＠ F r om ｡ｮ｣ｩ･ｮｾ＠ ｾｩｭ･ｳ ，＠ J apanese peopl e ai med ｾｯ＠ r epr oduce ｮ｡ｾｵｲ･＠ in t he 

J l Ni wa"  or J l Tei en"  by  arti fi ci al  means， in symbol i zed t ypes， and thi s was  devel oped f r om thei r 

deep l ove of  beaut y in nat ure.  Thus， t he J apanese gar den is a  branch of  art ， whi l e gar dens of  

f orei gn count ri es ma y  be sai d t o bel ong t o t he real m of  hort i cul ture.  Ther e are gar dens in ot her  

count ri es in whi ch nat ure is r epr oduced for t he sake of  its beaut y， creat i vel y by di ggi ng ponds， 

conduct i ng st r eams， bui l di ng up arti fi ci al  hills， pl ant i ng t rees， and t he pl aci ng of  rocks.  Such a  

gar den ;s cal l ed ｊｬ ｮ｡ｾｵｲ｡ｬｩｳｾｩ｣Ｂ＠ styl e in Eur ope， and it bel ongs ｾｯ＠ a  ｱｵｩｾ･＠ di f f erent  ｣｡ｾ･ｧｯｲｹ＠ f r om 

ｾｨ･＠ J apanese J l Ni wa"  or  J l T  ei en"  descr i bed above.  

z. The Rel ai i onsni p be! ween Gal' den an.j  J ¥l' c:li tectul' e  

T he  J apanese gar den is ｩｮｾｩｭ｡ｴ･ｬｹ＠ ｡ｳｳｯ｣ｩ｡ｾ･､＠ wi t h ｡ｲ｣ｨｩｾ･｣ｴｵｲ･ ，＠ especi al l y in t he case of  ｾｨ･＠

dwel l i nghouse.  T he  gar dens and houses are i nseparabl y connect ed at t he pl ace of  ｣ｯｮｾ｡｣ｴ ，＠ in t hat  

Mast erpi eces 01 J apanese Gardens ( Expl anat i on 01 Pl a! es)  

Fi g.  1. S c e ne r y  of  Os a wa  P o n d  of  Oai kakuj i  T e mpl e， K y ot: o  大党 4i: 大沢池 ( 京都) 平安 l時代

T he  ｳｩｾ･＠ of  t he For mer - Det ached Pal ace of  Ex- Empeoor  Saga ( 8 7 6) .  Ther e is a  l arge pond 

and a  ｷ｡ｾ･ｲｦ｡ｬｬ＠ si te， J l Nakosono- t aki ，" about  whi ch many  J apanese poems  have been wri t t en.  

Fi g.  2.  Ol d  P o n d  of  Mo o h u j i  T e mp l e  ( 1117) ， Hi r ai z umi ， I wat: e  Pr e f e dur e  

毛越寺大泉池( 平泉) 正長以l I !jf¥;

F r om thi s l i vi ng exampl e we  can i magi ne ｾｨ･＠ ｴｲ｡､ｩｾｩｯｮ＠ of  Shi nden・zul くuri styl e gardens.  

Fi g.  3.  T h e  Ga r de n 。干 Tenr yu- j i T e mpl e  3. 天竜寺庭園( 京 都〉

O n  t he si te of  Ka mey a ma  ｄ･ｾ｡｣ｨ･､＠ Pal ace， duri ng t he Kamakur a Per i od， a  ｾ･ｭｰｬ･＠ named 

T  enryu寸i was  est abl i shed in 1  3斗 1. T he  gar den was  l ai d out  on t he ｷ･ｳｾ･ｲｮ＠ si de of  t he J l Hoj o" ， 

superi or' s quart ers， uti l i zed a  dwel l i ng r oom of  t he Iくi t adono of  t he Pal ace.  Thus  t he gar den 

of  thi s ｾ･ｭｰｬ･＠ is a  l i vi ng exampl e of  ｾｨ･＠ Shi nderト zukuri tradi t i on.  A  l arge pond st ret ched al ong 

to t he f oot  of  t he hill ， f ormi ng a  wat erf al l ， ( now dry )  wi t h a  spl endi d groupi ng of  rocks.  

Bri ef  Personal  Hi st: ory of  Wr i t er  

Ful l  Name Osomu Mori 

Date of Bi rth August 8.  1905 

Academi c Career Morch. 1932 groduoted from Tokyo Universit y. 

Dec.， 1953 grdnted Tはle oF Doclor  of Techni que  

Present Posi t i on:  T  echnicol OrFicer of Ministry of Educat;on 

Chi .F oF Archιcc'.ure  Room of Nora Nat;ondl Institute of Cul tural Pr oper tIes 
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J apanese houses are nearl y al ways sur r ounded by  a  corri dor， ver andah， or t errace used as a  

out door  r oom， f r om any part  of  whi ch t he gar den is di rect l y enj oyabl e in any season.  Such a  

f eat ure is not  t o be f ound anywher e in t he worl d.  

In t he cl i mat e of  our  count ry， as t he years pass， t he house， a  wooden bui l di ng， and t he gar-

den gr ow ol der t oget her， under  pr oper  mai nt enance， t hey turn i nto a  paradi se， wi t h t he beaut i f ul  

pat i na of  age all over.  Especi al l y in t he gar den， t he fol i age gr own t hi cker and t he rocks 

cover ed wi t h mos s， creat e a  char mi ng scene.  T he  si ght seer will  f i nd in Kyot o and Nar a， vari ous 

mast erpi eces of  J apanese gar dens of  di f f erent  styl es， connect ed wi t h f amous  ol d exampl es of  

archi tecture.  

3. Out l i ne Hi story of the J apanese uarden 

W e  ma y  not e t hat  t he general  t ype of  t he J apanese gar den was  al ready est abl i shed by t he 

5t h cent ury.  But  t hey must  have been pri mi t i ve， and we  can not  be sure of  thei r f orm because 

i nsuff i ci ent evi dence.  Thes e devel oped i nto t he gar den of  nobl eman' s mansi ons， cal l ed " Shi nden-

zukuri " styl e， ( ref er to Fi g.  1・2) in t he Hei an Peri od.  ( 7 9斗ー 1152) .

In t he Hei an Per i od， t he gar dens wer e l ai d out  in f ront of  t he mai n bui l di ng or Shi nden.  They  

cont ai ned a  pond wi t h many  i sl ands， arti fi ci al  hills wi t h waterf al l s and a  l evel  pl ot  wi t h meander -

i ng st reams.  Pavi l i ons at t ached to t he Shi nderり named " Tsur トdono" ( hangi ng pavi l i on or angl i ng 

pavi l i on)  and ケI zumi - ya" ( seat s for enj oyi ng t he cool  air in s ummer  t i me)  wer e pl aced al ong a  

Fi g.  4 .  T h e  Dr y  L ands c ape of  Sai hoj i  T e mpl e  函Ｇ［ｾＧ :j' 庭園枯山水( 京都〉

T he  gar den of  Sai hoj i  t empl e was  ma de  by  Mus o- Iくokushi at  t he end of  Karr. akura Per i od 

( 1339) .  T he  f amous  Zen Pri est  hi msel f  supcrvi sed t he const ruct i on of  t he l empl e bui l di ngs and 

di rect ed t he l ay out  of  t he garden.  T he  nat ural  t opogr aphy is wel l  ut i l i zed， "1くaresa nsu i " ， a  so 

cal l ed Dr y Landscape bei ng creat ed on t he hi l l si de by an artful  groupi ng of  rocks.  

Fi g.  5.  T h e  Go l de n P o n d  of  Sai l、。ji T e mp l e  商芳ι 庇 ぼ 黄 金 池

A t  t he f oot  of  t he hill ， a  pond cal l ed Oogonc hi  ( Gol den Pond)  was  dug out ， to suggest  or 

symbol i ze t he charact er  of  t he Paradi se of  Zen phi l osophy.  Ma n y  smal l  pavi l l i ons wer e laid out  

al ong t he banks of  t he Pond.  Thi s gar den won t he di st i ncti on of  bei ng t he most  cel ebrat ed in 

t he capi tal  at t he begi nni ng of  Mur omac hi  Per i od and was  copi ed by  di f f erent  arti sts t hr oughout  

t hat  Per i od， for exampl e in J i sho・ji ( T  empl e of  Si l ver Pavi l i on)  by Yoshi masa， Vl l l th Shogunat e 

of  Ashi kaga.  Vi si tors to thi s gar den will  be deepl y i mpressed by t he at mospher e of  t he ol d 

pond and rocks cover ed wi t h thi ck moss， whi ch adds muc h t o its beaut y and charm.  

Fi g.  6.  T h e  Ki nk ak u ( Go l de n Pavi l i on)  鹿兆寺金閣 室町時代

T he  Gol den Pavi l i on is t he name of  t he t hree st oreyed pavi l i on of  at t he edge of  Rokuonj i ， 

o吋 inal l y a  villa of  Yoshi mi t su Illrd. Ashi kagu Shogunat e ( 1397) .  It is t he ol dest  and mos t  

beaut i f ul  gar den pavi l i on， havi ng been bui l t not  onl y beaut i f y  t he gar den but  to af f ord a  pl ace 

wher e a  spl endi d bi rds- eye vi ew coul d be enj oyed.  Unf ort unat el y t he pavi l i on was  dest r oyed by  
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st r eam， a  pond or  a  spri ng.  T he  peopl e enj oyed out door  l ife duri ng t he day and ni ght ， especi al l y 

in s now， moon， bl ossoms， and mapl e season.  Thes e scenes are pi ct ured in ol d scrol l s and de-

scri bed in l i terature mor e or l ess cl earl y， t hough onl y f r agment ar y evi dence actual l y r emai n on 

t he si tes ( ref er Fi g.  1  ・2) . Accor di ngl y， t he art of  gar den- maki ng whi ch had al ready r eached 

great  hei ght  of  devel opment  in thi s per i od， ma y  be j udged f r om t he magni f i ci ent  wor k  on t he 

subj ect ， t he "Sakut ei ki "  ( Ol d Recor d of  Gar denmaki ng)  publ i shed in t hat  peri od.  

F r om t he end of  Kamakur a Per i od t o Mur omac hi  Per i od， about  f ourt eent h cent ury， t he t ast e 

and t he wa y  of  life changed and t he styl e of  t he dwel l i ng house al so gradual l y changed f r om 

Shi nden- zukur i  t o Shoi n- zukuri .  T he  styl e and f or m of  t he gar den al so changed somewhat .  T he  

gar den of  Hei an Per i od， in short ， wer e pi ct uresque， whi l e on t he ot her  t he characteri st i c f eat ures 

of  t he gar den of  t he Mur omac hi  Per i od wer e pl asti c or scul pt uresque t hrough t he ski l l ful  t ech-

ni que to handl i ng of  rocks and t r eat ment  of  trees.  In t he Mur omac hi  Per i od， when t he i nf l uence 

of  t he Mi ng  Dynast y of  Chi na was  fel t even upon our  gar dan- maki ng， but  thi s ef f ect  was  onl y 

t empor ar y and t ransi tory， and t he art of  t he gar den soon revert ed t o t he ol d J apanese t ype， 

most  of  t he ol d gar dens now in exi st ence dat e f r om t he Mur omac hi  Per i od and t he subsequent  

per i ods， as t he Shoi n- zul くuri styl e ( ref er to Fi gs .  3，斗， 5，6，7，8，9，10) ， or Dr y Landscape t ype 

whi ch si mul at e a  wat er  scene.  ( ref er t o Fi gs. 斗，7，8，9，10) .

T he  9伊ar denm

fi re in 1950， but  a  repl i ca is now under  const r uct i on.  

Fi g.  7 ・8. T h e  R o c k  Ga r de n 。干 Dai s en・i n ( D ait: ok u・ji ) 大仙院枯山水 室町 時代

Havi ng no arti fi ci al  hills nor even a  f l ow of  wat er， thi s gar den is const ruct ed of  rocks and 

t rees， an eHec t  t o creal e t he at mospher e of  a  hi gh mount ai n and a  rapi d， in a  nar r ow， very 

l i mi ted area.  T he  mos t  i mport ant  characteri st i c of  thi s gar den is t he successf ul  appl i cat i on of  t he 

rul es of  perspect i ve in its const ruct i on.  T  wo  l arge rocks， and t r i mmed t rees behi nd t hem， al: t he 

nor l: heast ern corner  6f  t he gar den， suggest  a  wat erf al l. 8el ow thi s wal: erfal l ， l: he i magi nary sl:r e a m 

bei ng represent ed by whi l: e  sand cover ed wi l: h  thi ck moss， is ma de  l: o  gush down and t umbl e 

over  rocks， fi nal l y dashi ng agai nst  l: he rocks al ongsi de t he corri dor of  l: he Shoi n.  
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Per i od ( 157斗・ 1603) ，when " Ch a・no- yu" ( T e a  cer emony)  f l ouri shed among  t he peopl e in gener a l. 

For  thi s occasi on， smal l  but  el egant  gar dens wer e devel oped accordi ng t o t he creat i ve taste oF 

t he desi gner， and at t he s ame t i me， anot her  t ype， muc h l arger in si ze， k nown as t he " Kai yu・

shi ki ，" pr omenadi ng styl e， whi ch harmoni ousl y combi ned and t horoughl y mast er ed t he essent i al  

Feat ures of  t hese smal l  gardens， c ame t o be wi del y Favoured.  ( Fi g.  1  1句 12) . Thi s t ype oF gar den 

on l arge scal e was  creat ed For a  number  oF Imperi al  pal aces， and vi l las For nobl emen or f eudal  

l ords in t he E do Per i od ( 1603- 1  8 6 6)  ( reFer to Fi gs.  13，14，15，16，17，18，19) .  80t h t he f amous 

gardens oF Iくat sura I mperi al  Vi l l a and that  oF Shugakui n are t he mast erpi eces of  Edo Per i od 

gardens and are typi cal  exampl es  oF thi s t ype.  Tak e t he case of  t he Kat sura gar den， whi ch has 

l ong been r egar ded as t he out st andi ng exampl e oF our  l andscape art.  

Recent  wor ks oF gar denmaki ng in J apan， af t er t he Mei j i  Rest orat i on ( 1868・) ，ma y  wel l  be 

r egar ded as onl y t he i mi t at i on and appl i cat i on oF Eur opean gar den styl es.  Thus  we  can not  di s-

cover  in t hem t he pur e J apanese tradi t i onal  spi ri t ， or  even a  moder n sense oF ori gi nal i ty.  

O n  t he ot her  hand， it ma y  be ment i oned t hat  J apanese gardens are bei ng i mi t at ed in gr owi ng 

number s  in Eur ope and t he U. S. A.  8ut  oFt en t he real  t ruth concerni ng J apanese gardens has 

not  been t horoughl y under st ood， and t he resul t  oF mer e i mi tut i on has l eFt muc h to be desi red.  

W e  hope that  t he  day ma y  soon c ome  when t he t rue wor t h oF t he J apanese '. gar den will  wi n 

compl et e recogni t i on t hr oughout  t he ci vi l i zed worl d.  

Fi g.  9 ・10. T h e  R o c k  Ga r d e n  of  Ryuan- j i  竜安寺枯山水 5rIl IJ 時代

A  remarl ゐle rock gar den of  l he mi ddl e- oF Mur omac hi  Per i od ( 1斗9 9) . N o  t rees or grass can 

be seen， onl y Fi Ft een 町 kspar r anged in Fi ve gr oups oF t wos， t hree and Fi ve on l evel  whi t e sand.  

It apparent l y s hows  t he gar den in its ori gi nal  condi t i on undi st urbed by  t he gr owt h oF l i vi ng 

pl ants.  I-l avi ng appl i ed t he pri nc; pl e oF t he gol den sect i on， t he pl an oF t he gar den shows perFect  

bal ance in its desi gn.  

F i g . I I - 12.  Oai go・ji S ambo- i n 三宝院庭園 桃山時代

It is r ecor ded t hat  I-l i deyoshi  T  oyot omi ， conquer er  duri ng t he Mo mo y a ma  Per i od， hi mselF vi si ted 

thi s pl ace in t he spri ng oF 159E， and di rect ed t he l ayout  oF t he garden.  8ut  unFort unat el y 

I-l i deyoshi  di ed a  F ew mont hs  l ater， and Gi yen J ugo， t he Mo n k  oF t he t empl e， FulFi l led I-l i deyo-

shi ' s wi shes and compl et ed t he wor k Fi f teen years l ater.  Duri ng t hat  t i me he succeeded in 

gat heri ng Famous rocks and beaut i Ful  t rees Fr o m vari ous gardens in and ar ound Kyot o， such as t he 

cel ebrat ed rock "Fuj i t oベshi " and weepi ng cherry bl ossoms.  Thi s is a  good exampl e oF t he 

gor geous gar dens oF t he Mo mo y a ma  Peri od.  
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日 本 庭 園 に つ い て

1 . 庭 閣 の 路 義

英語の “ Gar den" を日本では庭園 と訳しているが，

これは果樹や花弁や瑛菜などを裁培する目的で作られた

ものからはじまり，後に芝生や点景物などを設けたもの

て¥日本の、にわ、とは違う 。 日本の、にわ、は元来人

工をもって大同然の風22を象徴的に造り出し，自然の美

観を楽しもうとする心持から発達したもので，物質的な

面から生活需要を充たすのが主目的ではな L 、。 即ち臼本

の、にわ、はー磁の芸術であるのに比し，諸外国に発達

した整型式の庭園はむしろ一種の園芸であると 評 しても

よいであろう 。但し外国にも自然の風景を模倣して仮山

を築き，他をうがち，樹石を配置したものもあるが，こ

れは中岡では林泉と称し. 欧州にもこれに類したものが

あるが，やや写生にすぎるため芸術とはいえないと 評さ

れている。 ここでは便宜上一般の例にならっ て日本の

、に打、を庭園 と称することにするが，日本庭園はこの

森 誼

ように世界に独特の芸術である。

2. 庭園と建築との関係

日本庭園の特色には色々あるが，先づ建築と実に密接

な関係がある点を特筆したい。殊に住宅におし、ては，庭

園は家居の延長であるといってもよいであろう。即ちど

この国でも同じであるが殊に日本では，住宅に庭園がな

いとその機能を発僚することが出来ず，美観上から見て

も如何にも物足りないものがある。 日本の住宅では庭園

に臨んで縁側をめぐらし，縁側のどこ か らでも庭園に出

入することが出来，建築と庭園のこの接触部分に於て，

各季節を通じて，楽しい屋外生活や，自然観賞を果すこ

とが出来るのである。利用の面のみならず庭園と建築と

はその形態の土からも完全に調和し，庭園は建築のもと

めに応じて設計され，建築の姿は庭園によってー照美化

されているのであって，これは世界に類例のないことで

ある。

Fi g.  13・16. K ai:sura I mperi al  Vi l l a 
桂離宮庭園 江戸時代

In the begi nni ng of  "I:: do"  Peri od， Pri nce T  oshi hi to of Hachi j o・r. o・mi ya had a  villa const ructed 

at the west ern suburbs of Kyot o， of whi ch he hi msel f  desi gned the pavi l i on and garden.  Illus-

trated in this pi cture ( Fig.  13司| 斗 ) is 川|くoshi yose" or Pal anqui n I:: ntrance approach of the villa. 

Thi s approach， t hough it is onl y a  narrow vacant  space， through whi ch runs a  flat st one- paved 

path wi th steppi ng stones cut in rectangl es and vari ous i rregul ar pent agons in formal  styl e， l eads 

f rom the mi ddl e gat e to the steps of  the ent rance， wi th whi ch it f orms an angl e of 7  10
• The 

level  ground where the path is laid out  is covered wi th a  beauti ful  carpet  of  moss not a  si ngl e 

shrub bei ng pl anted in it ， but  standi ng to one si de of  the path is a  stone l antern.  On  the 

other si de， a  stone wash- basi n stands at the vista through the mi ddl e gate.  Such a  si mpl e 

t reat ment  of the front approach reveal s tbe i ntel l i gent pl anni ng and careful  for t hought  whi ch 

anti ci pated the pl easi ng contact  wi th the i nteri or of the pal ace， whi ch itself is ve，y  refi ned.  

In the mai n garden of the Katsura Villa， is a  l arge pond- a  site rel ated in l i terature to the 

T  ales of  Genj i ， and the fol l ow ing four tasteful  pavi l i ons， desi gned for tea ceremony， and si tuated 

in appropri ate pl aces in the garden so as to be sui tabl e for enj oyment  at di Herent  season:  

Shokat ei  for use duri ng spri ng， Sho・i -ken for summer， Geppaィo for aut umn， and .  Shoki ntei  for 

wi nter.  Al ong the shore are stepping stones exqui si tel y pl aced， rocks of i nteresti ng f orm ele-

gantl y grouped， and monol i thi c bri dges of  vari ous shapes excel l entl y di stri buted.  Thi s part of  the 
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日本庭園の材料は稀に加工した材料を主としたものも

あるが， 多くは自然の樹石を主として使用するのであ

る。そしてそれらの一本の樹木の校絞り，一石の形や色

の魁 l沫を総合して作り上げる妙味は，他同に類を見ない

もので・あろ。一つの大きな相違は‘ 建築が。凍れる音楽

。と呼ばれるに対し，庭園の方は。生長する音楽。と呼

ばれるように，樹草は生物であるから時々刻々絶え間な

く生長し，長年月の聞に姿を改めるものであるから，創

造当時の姿を永く保存はすることは困難でゐる。そこで

" i 初] の美しい姿を後の代に完全に伝えようとすれば，全

然樹木を植えないのに越したことはないが，多少樹木を

植えるにしても，人工的に刈込んでしまう稿山水という

やり方も考案されたのである。しかしいづれの場合にも

せよ‘ 日本の気候では，年月の洗車I l を経て来ると，縞物の

生長により最初の比例が多少変化することはあっても，

樹草がうっそうと茂り，地表や石には苔むしてきて，一

種いうにいわれぬ風格を帯びて来ることに大きな特色を

有する。

京郊や奈良には数多くの日本庭園の優秀な作例が，そ

の苦， それぞれ由緒ゐる建築に| 苅述して作られたもの

が，今日なお残っていて，国際観光の対象となっている。

3. 日本庭閣の変遷と種類

gar den is a  cons ummat e mast erpi ece.  

日本庭園の発達の歴史をこのような限られた紙数で叙

述することは困難でるるが，日本庭園の様式が確立した

のは平安時代を遡る ( 10世紀〉の頃と認められる。それ

は寝殿造の中心建築の前面に広庭を置き，中島をもった

池を設け， 泉を穿ち， 遺水を引き，仮 1LI を築いたもの

で，絵巻や文献によって略明瞭であるが，僅かながら京

都郊外や平泉などに巡践が残っている( 第1，2図) 。現

在京都に見る名閣の遺構の多くは，室町時代以後の もの

であるが，平安時代には「作庭記」のような立派な造庭

法秘伝告さえも著述されているのであるから， その頃の

技術が既に非常な進歩を見せていたことが知られる。鎌

倉時代から室町時代の中頃にかけて，中国の宗や明国の

文化が頻りに日本に移入され，庭園もまたその感化を受

け， 111墨山7] <のjilij 織に倣った時代もあったが，それも暫

時のことで，忽ち日本化され，就中，桃山時代から江戸

時代のはじめにおける茶道の普及と相まって，茶庭即ち

露地の小規模ながら，幽遼閑雅な純日本的小庭と， これ

らの幾つかを他の周辺に配置 し苑路を以て結んだ廻遊式

庭園とが普及した。京都の郊外にある経縦宮と修学院離

宮とは，それらの代表的作なるが故に若名である。江戸

時代も漸く rl ' *を降るに従って，この様式はいよいよ流

行し皇室や諸侯の宏大な廻遊式庭園即ち中国における

林泉風のものが地万にも現われて来た。そして明治以降

T he i l l ushat i on s hows  t he whol e vi ew of  Shoki n- t ei  ( Fi g.  15)  and t he space under  its deep 

eaves.  ( Fi g.  16) .  T he  ver andah is qui t e nar r ow， l eavi ng t he great er part  of  t he space for an 

eart hen f l oor wher e st eppi ng st ones are l ai d and pebbl es st rewn.  Thi s f orms a  connect i ng l ink 

bet ween t he gar den and t he bui l di ng， t he spati al  har mony bet ween t he t wo bei ng exqui si tel y 

graded.  In its conshuct i on are used natural  l ogs wi t h t he bark l eft on， for pi l lars and beams -

t he natural  surf ace is left exposed.  Cl ay cooki ng st oves， bui l t i nto a  smal l  pl at f orm at t ached t o 

t he verandah， are si mpl y desi gned at bef i ts a  mount ai n r eheat. 

Fi g.  17・19. Shugak ui n I mper i al  Vi l l a 修学院離宮上御茶屋 江戸時代

。 rl1御茶原 。

。 下御茶尾 。

T he  Gar den of  t he Shugakuin Imperi al  Vi l l a was  conshuct ed in t he Mei r eki  era ( 165斗・ 1658)

under  t he E x- Emper or  G o minoo・ It has spl endi d surroundi ngs， l ocat ed on a  sl ope wi t h Mt .  l-1iei 

servi ng at its backgr ound.  It consi sts of  t hree separat e gardens:  Upper  garden ( Fi g・17 ) ，

Mi ddl e  gar den ( Fi g.  1  e) ， and L ower  gar den ( Fi g.  19) .  T he  Upper  garden was  pl anned on a  

mudT great er scal e wi t h a  l arge pond， cal l ed Dr agon  Bat hi ng Pond， and creat ed h o m t he dam-

mi ng up of  many  hi l l si de st reams.  It covers t he great er port : on of  t he upper  garden.  Compar ed 

to it ， t he L ower  and Mi ddl e Gar dens  are muc h smal l er in scal e.  Thes e gardens， so expert l y 

pl aced and desi gned， are regarded as model s  for l andscape gardeni ng.  
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欧米風の庭園の影響を見るに及んで，今ゃいよいよ雑然

として，多種多様の個人住宅又は公共的庭園が至る所に

出現しつつまbる。庭園の意匠構想は，上代においては簡

索であったが，時代の変E主主共に，漸く複雑となり ，模

倣の繰返しによって健全なる創造精神は見失われ，遂に

俗慈没趣味なものに惰していこうとしてるのはやむを得

ぬところである。

日本庭園は古今を通じてその種類は多いが，地形の方

から見ると，平坦なる地形のものと，高低のあるものと

がある。叉材料の方から見れば樹革本位のもの，石本位

のものがあり，更に* を巧妙に使用しているものと，全

く水に縁のないものとがある。構想の方から言って，渓

流とか海岸 とかいう自然風景を題材としたものと，頗る

人工的のもの，中には甚だ建築的手法をもったもの，更

に両者を巧妙に混交したものもある。使用目的からいえ

ば，建築に附随して家屋の延長として活用するものと，

建築には従属せず， 壮大なる風景を構成し むしろ庭

園建築をだ・長物として配置する庭園本位のものさえもあ

る。その他種々の類別はあるが，とも角も庭園は人生の

往生活上絶対に必要な場所であり，殊に都市の密住生活

が強いられるようになると，せまい空地に一株の溜木を

植え，一塊の石を添えて楽しもうとするものである。 日

本人が持つ自然愛への結晶が，このような芸術的庭園を

生む最初の動織を作ったものであろう 。

庭園の意匠構想は専ら実用的である。建築にくらべて

見ると，観質的であるがため，一定の型式によるもので

はないが，それでいてー質した根本精神がある。 それは

自然の現象に! 臨Eすることで，不自然な構想を試みたも

のは必ず失敗に終っている。およそ 日本庭園の如き自然

風景式の庭園については樹石の配置は器械的であっては

ならなし、。それは少くとも日本圏内で見られ る大自然に

は左右対称の配置はないからで‘ ある。従って均整をさけ

ながら変化のうちに均衡を求めるのである。姿の異る大

小各種の樹石を趣味的にしかも活気横溢せしめるように

布置するのである。泉水はその輪かく曲線に工夫を要ーす

るし，その周辺適当な所に風雅な橋をかけ，添景物の燈

舗や，茶亭などを配置することは最も効果的であって，

桂縦宮の如きは，その最も成功せる実例である。

近来外国にも日本庭園の愛好の風がおこり，築庭趣味

が流行しているけれども，その模倣はまだ表面的で本当

の日本庭園の精神を理解するに至っていない。本当の日

本庭園の正しい姿が理解され，日本に負けないような象

徴的自然風景，庭園の出来る日の来らんことを希望して

やまない。1955. 6. 15. (筆者 奈良古文化財研究所)

Fi g.  2 0 .  Shi nj u- an of  Oait: okuj i  
真珠庵庭園江戸時代

The f ront garden of  t he I--I oj o， pri nci pal  quart er， of  Shi nj u- an is a  flat space wi t h onl y one 

pi ne t ree in t he mi dst  of  t he area， whi ch is coverd wi t h charmi ng moss.  In compl et e cont rast  t o 

this sout h garden is t he east  garden whi ch occupi es a  narrow space bounded on one si de by a  

t r i mmed hedge and on t he ot her si de by t he corri dor of  I--I oj o.  Mer el y f i f teen smal l  rocks in 

t hree groups of  7 ，5 ， 3， are arti sti cal l y l ocat ed， t he rocks at the nort hern end bei ng t he l argest  

and t he ot hers gradual l y di mi ni shi ng in si ze t owar d t he ot her end， thus hel pi ng t he ef f ect  of  

perspect i ve.  By  t he successful  use of  t hese met hods， this smal l ， narrow garden is made to l ook 

muc h wi der  and mor e ext ensi ve t han it actual l y is. 

Fi g.  21.  Koho- an of  Oait: okuj i  
孤 蓬 庵 庭 園 江 戸 時 代

The  Iくoho- an was  ori gi nal l y bui l t as a  pl ace of  ret i rement  for Iくobori Enshu， a  f amous archi tect  

of  Momoy ama- Edo Per i od， but  af ter its deshuct i on by fire in 1 7 9 0， it was  r econshuct ed by 

Mat sudai ra Fumai ， a  f eudal  lord.  A t  that  t i me t he ori gi nal  pl an of  t he Bos en- t he r oom of  tea 

cer emony- and t he l ayout  of  t he roji ( st ep st one)  on t he west  si de of  Bosen， was  fai thful l y 

reconst ruct ed by successor l ord Fumai .  T he  i l l ustrati on shows t he rel at i onshi p of  t he garden wi th 

archi tecture.  Whe n  t he paper  screen is opened， t he beauti ful  si ght of  Roj i  present s i tsel f l ike a  

screen wi t h a  beaut i ful  pai nt i ng on it. It seems l ike a  terrace because t he st eppi ng st ones are 

hal f - buri ed in t he paved f l oor;  and al ong t he corri dor and under  t he eaves t he l evel  gr ound is 

cover ed wi t h pebbl es， no eart h bei ng exposed.  
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General Surveys on the American Modern Architecture 

William Alex. 

- L ec t ur e， del i ver ed at  C.  I. E. Me e t i ng  o n  29t h J a nua r y  1 9 5 5 . -

T  0  begi n !:o unders! : and moder n archi ! :ec!: ure in !:he Uni ! : ed S!:a!:es， i!: is perhaps necessary !:o 

revi ew shor!:ly ! :hose fac!: ors con! : ribu! : ing !:o i!:s grow! : h and presen! :  s!:a!:e. Whi l e i!: is !:r ue !:ha!: 

!:he Uni ! : ed S!:a!:es is essen! : ial ly !:he hei r of  Europe in i!:s archi!:ec!: ure， !:he fac!: is in!:eres!: ing !:o 

no!:e !:ha!: bef ore !:he begi nni ng of !:he 20! : h cen! :ury in !:he Uni ! : ed S!:a!:es， ! :here had f l ouri shed for 

a  shor!: ! : ime and !:hen di ed ou!: ， a  dynami c movemen! :  whi ch， in its concept i on of a  rchi!:ec!: ural  

pri nci pl es and in many ac!: ual bui l di ngs， embodi ed the charac!: eris!:ics of moder n archi !:ec!: ure as we  

know i!: ! :oday.  I  speak of !:he Chi cago School  of Archi ! : ec!: s  of  1880- 1900， speci fi cal l y of  archi -

!:ec!: s  like Loui s Sul l i van， J ohn Roo! : ， and t he you! :hful  Frank Ll oyd Wr i ght  who may be sai d !:o 

be carryi ng on in !:he spiri!: of  !:he Chi cago School  and of  Loui s Sul l i van who was his ! : eacher.  The 

hi story of !:his uni que and ori gi nal  movemen! :  is bei ng taught  in !:he archi ! :ec!: ural  school s of ! :oday， 

no!: so tha!: studen! : s may  copy !:heir wor k， but  !:hat ! :hey may be remi ned of !:he pri nci pl es behi nd 

it whi ch are e! :ernal l y ef fec!: ive.  

I-l owever ， !:he bul k of  !:he moder n i nf l uence on !:he Uni ! : ed S!:a!:es came f rom Eur ope and f rom 

!:he many archi ! :ec!: s  who made !:heir reputa! : i ons in Eur ope and have come to the Uni t ed States 

!:o prac!: ise and ! :each.  wi!:h ! : hem came !:he new meani ngs in archi tec!: ure.  Wi ! : h Wal ! : er Gropi us 

came !:he 8auhaus background wi!:h i!:s ful ly intel l igen!:  accep! : ance of !:he i ndus !:r ial age and con-

sequent l y a  new syst em of  educa! : i on for desi gners- Iearni ng not  out  of books， but  ac!: ual ly ex-

peri enci ng the condi ! : i ons of thei r future wor k- coopera! : i ng in!: ima!:ely wi!:h i ndus !:r ial organi za! : i ons-

a!: ! :emp!: ing !:o express a  new way  of life cl eary and hones!: l y.  8u!: !:he 8auhaus i nf l uence was no!: 

onl y i mpor! : an! :  in accep! : i ng !:he soci al ， i ndus !:r ial and economi c fac!: ors in archi ! :ec!: ure， bu!: because.  

in addi ! : ion， ! : hrough Gropi us ! :here has been es! : abl i shed a  new di sci pl i ne and phi l osophy  for archi -

!:ec!: ural  s! :uden!:s whi ch gi ves ! : hem prac!: ical encour agement  and provi des ! : hem wi th a  val id di rec-

tion.  The fu! :ure genera! : i on of archi tec!: s  in the Uni t ed Sta! :es will be highl y  i ndebt ed to Gropi us.  

I-l e  has sacri f i ced much in becomi ng an educa! : or rather than a  prac!: i cing archi tec! : .  I-l is monument  

may  no!: consis! :  of actual  bui l di ngs in !:he Uni ! : ed States bu!: in provi di ng much of the gr oundwor k 

for the fu! :ure of archi tec!: ure.  

A  second fac!: or deri vi ng somewhat  f rom !:he ori gi nal  8auhaus movement  in Europe， is !:he wor k 

of Mi es  van der Rohe and his fol l owers.  Mi es  s! :ands as !:he beacon of s!:ruc!: ural  puri ! :y and 

essenti al  f orm.  A  thi rd i nf l uence， whi ch， toge! : her wi th the first t wo al ready men! : i oned， can be 

combi ned under the general  headi ng of !:he "rat i onal 川 or " f unc!: i onal i s! : " school ， is LeCorbusi er.  

The meani ng of  t hese words will bec ome cl earer duri ng !:his di scussi on.  LeCorbusi er  and his group 

combi ne a  bel i ef in the machi ne age materi al s and met hods wi th many of the qual i ti es of abs !:r ac!: 

pain! : ing and scul pture.  I-l ere archi tec!: ure becomes an art to be enl i vened wi th texture， f orm， 

col or， composi ! : i onal  effec! :s， and other fac!: ors whi ch con!:r i bute to a  dramat i c expressi on.  Every! : hi ng 

done by Le Corbusi er is very careful l y wa! : ched in the Uni t ed S! :ates.  

Rei nf orci ng !:he i nf l uences al ready  ment i oned is the fac!: tha!: a  great  many archi ! :ec!: s  f rom 

Europe emi gra! : ed to the Uni t ed States.  These i ncl ude men like Neu!:r a， 8reuer， Lescaze， 8el l uschi ， 

Mendel sohn， Cher mayef f ， and many others.  They came as prac!: i sing archi tec!: s  and as educators.  

Ma ny  of ! :hese men wer e rel ated to t he "ra! : i onal " school ， but  many wer e i ndi vi dual  crea! :ors in 

thei r own righ!:. 
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T he  ot 九er maj or  t rend in t he archi t ect ure oF t he Uni t ed St at es st ems basi cal l y f r om one 

ma n- - Fr ank Ll oy d Wr i ght - t he prot agoni st  oF 川 organi c I J  archi tecture.  T he  cont ri but i on by  Wr i ght  

to moder n archi t ect ure t hroughout  t he wor l d has ext ended over  a  l ong per i od oF t i me and has 

been enor mous.  Si nce t he begi nni ng oF t he cent ury， aFter he had served his apprent i ceshi p in t he 

Chi cago School ， he has cont r i but ed many  oF t he pri nci pl es to moder n archi t ect ure- a  ne w f r eedom 

and Fl exi bi l i ty in t he use oF space， t he use oF For m t owar d personal  expressi on， a  coher ent  re司

l at i onshi p oF i nteri or and ext eri or space， a  ne w respect  For natural  mat eri al s and that  whi ch is 

Wri ght ' s o wn- t he pervadi ng sense oF organi c uni ty.  T he  list is muc h l onger， and has i ncreased 

wi t h each oF Wr i ght ' s ne w bui l di ngs .  Hi s i nFl uence wil l  be Fel t For many  years.  It is doubt Ful  

whet her  anyone in t he near  Fut ure wil l  be abl e t o bri ng t o archi t ect ure such vi tal  i magi nat i on.  

Her e w e  have a  br oad general  f r amewor k oF t he backgr ound oF archi t ect ure in t he Uni t ed 

St at es .  Let  us now be mor e speci Fi c:  

Concer ni ng space- its organi zat i on and encl osure i nto a  Funct i oni ng ent i t y is t he basi c pur pose 

oF archi t ect ure- everyt hi ng el se Fol l ows f r om this.  Ther e are many  ways  in w  hi ch thi s can be 

done but  l et us consi der one exampl e.  Thi s woul d be a  pure space as perhaps concei ved by  

Mi es  van der  Rohe.  It woul d be made  up oF ever y ki nd oF puri tyー in t he pl anes whi ch deFi ne 

it ， in t he st ruct ure whi c: h  support s it ， in t he mat eri al s whi ch encl ose it and in t he craFt smanshi p 

that  bui l ds it .  Wi t h Mi es， thi s ki nd oF space is made  For l arge as wel l  as smal l  bui l di ngs.  T he  

space is i nt ended t o be compl et el y Fl exi bl e in t er ms oF t he vari ed Funct i ons t hat  can t ake pl ace 

wi thi n it. It al ways retai ns its pr i mary i dent i ty as a  pure space.  In t he hands oF archi t ect s l ess 

ski l l ed t han Mi es， thi s can bec ome an exampl e oF archi t ect ure For archi tecture' s sake， not  For t he 

sake oF shel ter.  T he  For ms resul t i ng f r om this ki nd oF archi t ect ure are very cal cul at ed， preci se， 

and uni Fi ed， whi l e t he pl an ma y  t end to be s omewhat  ri gid.  Mi es' s at t empt  t o Fi nd a  cl assi cal  

and endur i ng sol ut i on is si gni Fi cant For t he Uni t ed St at es wher e it is now t rue t hat  bui l di ngs are 

no l onger oFt en repl aced in 2 0  or 3 0  years as had been t rue beFore.  Bui l di ngs are wi t h us For 

a  l onger t i me and we  must  l ive wi t h t hem.  In usi ng t he product s oF an i ndustri al  age Mi es  tri es 

to Fi nd cl assi c For ms whi ch wil l  not  short l y bec ome obsol et e as do styl i sti c sol ut i ons.  T he  essent i al  

di FFerence bet ween Mi es  and LeCor busi er  is t hat  wi t h Mi es  t he real i ty oF a  bui l di ng is its For m 

to whi ch t he Funct i on is subservi ent  and secondary.  Wi t h LeCor busi er  t he Funct i on is pr i mary and 

a  bui l di ng mus t  t ake its For m as t he di rect  resul t oF its basi c archi tectural  purpose.  But  t: oget her  

wi t h Mi es， LeCor busi er  wor ks  in Full accept ance oF t he i ndustri al  age usi ng t he s ame mat eri al s 

but  in di FFerent  ways.  LeCor busi er  ma y  be sai d t: o  be t he mor e arti sti c oF t he t wo and， as one 

can see in his bui l di ngs t he mor e Fl exi bl e oF t he t wo.  H e  combi nes a  soci al  sense oF archi t ect ure 

wi t h a  mast er y oF pl asti c Form.  A  rat her unusual  combi nat i on but  very t i mel y.  In creat i ng a  ba 司

si cal l y Funct i onal  bui l di ng he i mpart s to it a  ri chness oF surFace eFFect s in l i ght and shade as wel l  

as composi t i onal  and scul ptural  qual i t i es wher ever  possi bl e.  

Thes e t: wo， Mi es  and LeCor busi er  mak e up t he mai n current: s  oF t he I J  rat i onal " school  whi ch 

is t he most  i nFl uenti al  in t he Uni t ed S t: at es .  They  are rat i onal  in t: he sense oF bei ng Formal ， 

geomet r i c， s omet: i mes aemost  mechani st i c， and rat her absol ut e.  But  we  must  r emember  what  t hey 

had t o over c ome in t he wa y  oF a  st agnant ， dead t radi t i onal i sm whi ch hel d Wes t er n archi t ect ure 

in its ecl ect i c gri p For so l ong.  

A t  last we  c ome to Fr ank Ll oy d Wr i ght  who is t oo oFt en t aken For gr ant ed in t he Uni t ed 

St at es.  N ot: oFt en r emember ed is his great  i nFl uence on Eur opean archi tects duri ng t he earl y years 

。F t he 20t h cent ury when t hey wer e Formul at i ng thei r i deas.  Not  onl y has he been t he great est  

i nnovat or oF many  oF t he i deas oF moder n archi t ect ure but  he is still vi gorousl y addi ng t o t hese 

i deas as he cont: i nues t o pr oduce at t he hi ghest  l evel  oF archi tectural  creat i vi ty.  Wha t  are t he 

characteri st i cs oF his art ? It di FFers great l y f r om t hat  al ready descr i bed in t he I J  rat i onal "  school. 
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It is cal l ed "organi c. " Thi s wor d must  serve as a  descri pti on because W right cannot  very easi ly 

be put into any other category.  Each bui l di ng that he does is a  new experi ence of space that 

is mar ked wi th an unmi st akeabl e and compl ex i ndi vi dual i ty.  In his case， space， f orm， and structure 

are so i nti matel y i nt erwoven that it is very di ffi cul t to separate t hem for the purpose of analysi s.  

T o  i solate one factor woul d be al most  like tel l ing the story of a  leaf wi thout  ment i oni ng the tree 

on whi ch it grows.  One  can onl y at t empt  a  general  descri pti on.  One  may begi n wi th his l ove of 

nature and of  the materi al s whi ch it makes avai l abl e and whi ch he uses wi th compl et e understand-

ing. There is his abi l i ty to create a  space whi ch is fluid and flexible.  There is his understandi ng 

of the rel ati onshi p of  i nteri or to exteri or space.  There is his techni cal  vi rtuosi ty in structure 

whi ch he demonst rat es when desi rabl e.  Ther e is his personal  vocabul ary of f orm whi ch he can 

adapt !  to any set of condi ti ons.  f-I e  is the ideal  archi tect in many， many ways， but  especi al l y in 

the ｾ ｡ｹ＠ that he can express human di gni ty and a  spiri tual  qual i ty in his bui l di ngs.  It is very 

､ｩｦｦｩｾｵｬｴ＠ to be a  fol l ower of W right ， and it is unf o山 川e that onl y he can mai ntai n his own 

standard.  But  he i nf l uences many archi tects who try to fol l ow in his footsteps.  

1  am afrai d that 1  have been gi vi ng you the i mpressi on that modern archi tecture in the Uni t ed 

States is onl y the resul t of  works by great  archi tects， but  this is far f rom the truth.  The great 

body  of archi tecture in the Uni t ed States is done by men who have very careful l y and intel l i gentl y 

absorbed f rom these broad trends that whi ch they find val id and useful  to thei r own works.  They 

combi ne this wi th thei r own personal  expressi on to produce works whi ch are sui tabl e to the con-

di ti ons whi ch face t hem.  

In spi te of the above- ment i oned vari eti es of archi tects and of  di f ferences in the Uni t ed States 

of cl i mati c condi t i ons， bui l di ng materi al s， and di f ferences in local  condi ti ons， it is surpri si ng that 

the product i on of  archi tecture in the Uni t ed States shows the consi stency or homogenei t y that it 

does.  It is now an archi tecture not  in revol uti on as it was 2 0  or 3 0  years ago but  in consol i dat-

ing the gai ns whi ch have been made and is sol i di fyi ng a  good tradi ti on.  

In spi te of all the achi evement s in moder n archi tecture t hroughout  the worl d as wel l  as in the 

Uni t ed States the unf ortunate fact remai ns that one qual i ty is absent  f rom this archi tecture whi ch 

prevents it f rom taki ng its pl ace al ongsi de the other great  archi tectures produced duri ng the hi story 

of West er n civi l i zation， in cul tures like the らreek，the Roman， the Got hi c， the Renai ssance， and 

so forth.  Our  archi tecture is potent ， practi cal ， and even powerf ul ， but it is not  spi ri tua l. It 

general l y does not  express the basi c i deal s of man's  aspi rati on if such aspi rati on exists.  Wi t h the 

possi bl e except i on of one or t wo in archi tecture there are f ew who can recogni ze what  these 

espi rati ons are and still f ewer  who can create an archi tecture to express t hem.  

Thi s is especi al l y true in l arge bui l di ngs whi ch are l arge but  whi ch are not  monument al  and 

have little meani ng beyond thei r functi on.  And agai n it may be di fficul t to di scern what  mi ght  

possi bl y be spiri tual  about  an offi ce bui l di ng， a  bank， a  radi o studi o， or a  factory.  Al t hough a  

spiri tual  qual i ty is usual l y i denti f i ed wi th rel i gi on it need not  al ways necessari l y be so・ It is， 

however ， i nti matel y rel ated to cul tural  i deal s and bel i efs whet her or not these exi st wi thi n a  re-

l igious f ramework.  It is a  di ffi cul t quest i on， and every archi tect is in some way concerned wi th 

it. A  hint at its practi cal  sol uti on，comes， i nteresti ngl y enough， f rom the di recti on of engi neeri ng.  

In the work of men like Pi er Lui gi  Nervi  in Italy and Buckmi nst er F" uller in the Uni t ed States， 

and others of  thei r stature， we  can see the creati on of great  spaces whose dramat i c and emo・

ti onal  content  conf i rm the new possibi l i ti es for archi tecture.  And， for West er n archi tecl: ure the 

great  space wi th its monument al i t y- the anci ent f-I alls of Karnak in Egypt ， the Part henon of Gr eece， 

the Pant heon and the great  baths of Rome， the らothi c Cat hedral s， and so forth， are those whi ch 

have most  f requent l y expressed the aspi rati ons of men.  It still remai ns for the archi tect al one to 

di scover and appl y the c ommon classic qual i ti es t hroughout  the ages that have made great  archi -

tecture.  
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ア メ リ カ 現 代 建 築 概 観 ウヰリアム アレツクス

一一アメリカ女化センター講演 昭和30年1月29日一一

アメリカにおける現代建築を理解するには，その成長 しい宗派と哲学とが完成され，そこでその実践運動に勇

に寄与した種々の要素と，その現状とを簡単に一覧する 気と確固たる方向が与えられたということで，より重要

ことが必要であろうと思う。アメリカが，その建築にお なのである。まことにアメリカの建築家の将来はグロピ

いては，本質的にヨーロツバの後継者であるということ ウス! こ負うところ甚だ大なるものがあるであろう。彼自

は確かである。しかしながら今世紀 (20C) の初頭，そ 身は実践的処築家とはならず，教育者として I1 らを犠牲

の娃策理論においても，また災際に建てた建物において としたのである。彼のアメリカでつくったぷ念、同は，現

も，今日われわれが現代建築の特質として知っていると 突の他物ではなくて，建築のための将米の地均しをした

ころのものを，すでにして身につけていたような ) J 強い という点にあるのであろう。

建築運動がアメリカに起り，それはしばらくは盛んであ ドイツ; こたける& 初のパウハウス運動に，なにがしか

ったが，やがて消滅していった，ということは興味ある のつながりをもっところの第二の彩響には， ミース ・フ

ことがらである。一一一それは Ｑ ＸＸＰｾＱＹＰＰ 悶のシカプ派の 7 γ ・デノレ ・ローエとその追随者迷の作2 1がある。ミ-

ｾ築家，就中ノレイス ・ サリパ γ ，ジョ γ ・ ノレート ，それ スは純粋榊迭と本質的形態とに向うピーコ y であるの第

と当 11副首青年建築家で、あったブラ γ タ・ロイド ・ライト 宍のjjd管，これはすでにお話ーを したこつのもの ，つまり

などの姥築家である。そのライトこそ今 nやはりシカゴ バウハウスとミ { ス，この二つのものについてもいえる

派の精神，すなわちその附ノレイス ・サリパ γ の精神を笑 ことであるが，この第三のものも合理主義又は機能主義

践しているものといえるのである。今日の建築学生諸君 と呼ばれる一派の '1' にいれることができるのであるが，

はこのユニ - 9 な，このオリジナノレな，建築運動の隆史 それはん ・コノレピュジェの影響でゐる。一一 この合理主義

を数えられているのであるが，それは勿論彼らの作品を もしくは機能主義云々とし、う 言身長の意味は，このディユ

コピイするためにではなく，その作品の背後に在ーってし カ y ショ γ の進むにつれて明らかになっていくであろう

かも永遠の其理であるところのもの，その指導原理を想 ーーノレ ・コルピュジェとその仲間は，機械化製品又は機

起せんがためである。 械化的方法と，宇佐象絵画又は抽象的彫刻と，この両者を

しかしながらその後アメリカへはョーロ y ノくから，或 結びつけたのである。ここにおし・てその建築が，その伎

はまたヨーロ y バで名を成してのちアメリカに渡りそこ 用材料? とよりその形態により，その色彩により ，そうして

で実際の建築に従事し，または教育界に人って来た沢山 これらのものの綜合的効果により，それからまたドラマ

の悠築家迷，そ ういう人速によって実に大きな影響が与 チ，; ; 9i t.$:. 現に役立つその他のプアグ安ーなど，これら

えられたので・ある。彼らとー絡に建築における新しい解 のものによって息吹きを与えられる，そうし、う芸術とな

釈も入ってきたのである。例えばワノレター ・グロピウス ったのである。ノレ ・コルピュジェのすべての作品は，ァ

とともにパウハウスの新精神，つまり新興工業時代の甚 メリカにおいて頗るもｾ重にみまもられているのでーある。

だ知的な理解，したがってまた設計教育のがf しいシステ さてこれらの影響を一層大ならしめたものにはこの外

ムが入ってきたので・ある。ーーその設計の新しい方法と に多数のョーロ y バ建築家のアメリカへの移住が為る o

b うのは， S 物によって学ぶとし、うのではなくて，学 これらの巾にはノイトラ，ブロイア- レスケ戸ズ，ベ

ｾＮ述の将来の設計活動の諸条件を身をもって経験させる ノレスキ，メンテソレゾ- /' ，チエノレメエイニ 7 その他があ

ということ 一一産業団体と密接に協力すること ー一一そう る。こ れらの人速は建築家として，又は教育者としてア

いうことによって新 しい生活}j 法を明確に，誠実に表現 メリカにやって きたものである。そうしてこれらの人達

しようというわけで、ある。しかしこのパウハウスの影響 は多くは所調合理主義派に関係しているが，しかしいず

は建築に社会的，産業的，経済的 7 7 タターを導きいれ れも独自の創作家なのでもある。

たということだけのために重要なのではなく，それ以上 アメリカ建築界のこのほかの大きな傾向，それは根本

にグロピウスその人によって建築を学ぶ人遠の聞に，新 的にただ一人の人間か ら溢れ出たもの，それはそれこそ
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ブラ γ F ・ロイド ・ライト，合後悠築の主唱-1J i ライトそ

の人の影響である。アメリカだけではなく全世界の現代

位築に与えたライトの影響は，その ｾｾｉ 聞も頗る長期に宣

り， したがって甚だ大きなもので、あった。

今世紀の初J め以降， Ji! Oち彼がシカゴ派で建築を学んで

以来，現代建築の諸原理ーに甚だ多くの寄与をなしとげた

のである。 一一空間に於ける自由度とブレキシピリティ

の発見，建築形態に於ける偲性友現，建築の内部と外部

との連関，天然材料の重視，それからこれこそライトの

特権であるところの有機的統一，こういう諸原理を現代

建築に与えたので・ある。ここに並べたこういうリストは

いくらでも長くするこ とができる，そうしてしかもそれ

はライトの一作ごとに新しくつけ加えられてきたもので

あった。彼の影響は今後猶，長年に豆勺て消滅しないで

あろう。近い将来にその建築に，ライトがやったような

力強い幻想を何人が与え得るであろうか。

さて私達はこれでアメリカ建築の極く大雑把な展望を

試みたわけである。つづいてその詳細に人りたいと思う。

まず空間についていえば一一建築空間の組織と，それを

機能的な全体への線めあげとが，建築における基本的目

的であって，その他のことがらはすべてこの事実に伴う

ものである。こに組織と軍事。めゐげをやるには多くの方法

があるが，ここでは一例について考えて見ることにした

いと思う。それはミ ース ・ブァ γ ・デノレ ・ローエの場合で

ゐるが， ミースは多分おそらくそれを純粋な空間とした

のてーある。ミースの空間は，あらゆる純粋なものモ組立

てられている様に思う。 一ーその建築空間を限定してい

るところの各国も ，それを構造している骨組も，その空

間を構成 してい る材料も，それからその建築を造りあげ

た職人の技術も，これらすべてが甚だ純粋なのである。

ミースはこの種の空間を ，大小いつれの建物にも実現

している。彼の空間はその建築でしばしば起きる用途の

重複に応ず る完全なブレキシピリティをもっているので

ある。したがって空間そのものは，純粋空間としていつ

までももとの様相を保っているわけである。ミ ースのよ

うに卓越した建築家以外の人がこれをやったならば，そ

れはシェノレター，すまいとしてではなく，姥築のための

娃築となってしまうものであろう 。ミ ースのようなそう

いう建築では，その形態は真に計算され，精密となり，

統ーをもち，そうしてまたその面が甚だ強いものになる

のでゐる。ミースのこのようないわば古典的な，不減の

解決は，建物というものがもはや，かつて，そうであっ

たようには， 20年や30年の聞に，そうたやすく取替えら

れるものではなくなって きたアメリカにとっては甚だ重

要な意味をもつものである。建物はこれまでも長い間，

私達とともに歩んできたのであり，これからもまた私達

はそれとともに歩んでし、かねばならぬのである。 ところ

でミースは新しい工業製品を用うるに叶って，その古典
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的形態ともいうべきものを追求した。ミ ースの占典的形

態というのは， ) 彰式主強者のやる，あのすぐにふるくさ

く恩わせる様なそういう形態のことではないのである。

ミースとノレ ・コノレピュジェとの本質的な相呉は， ミー

スにあっては， ｾ主築のリアリティというものは何よりも

その形態にあるのであって，機能はその形態に随うとこ

ろの二次的なもので為った。一方ノレ ・コノレピュジェにあ

っては，この機能が第一義的であって，建築形態はこの

建築の根本的な目的の直接的な結果でなければならぬと

考えるのである。がしかしそのミースとノレ ・コノレピュ

ジェとに共通なことは，いずれもこの新しい産業化時代

を十二分にうけ入れたことである 。その素材は閉じであ

るが，ただそのうけ入れ方が違うだけでおる。ル ・コノレ

ピュジェの方がより芸術家であったといえようか，ノレ ・

コノレ ビュジ ェの作品の方がよりフレキシフソレであると見

ることもできる。彼はその建築において，住築の社会的

意味と造型芸術とを結合せしめたのである。それはむし

ろ特異な結合ともいえようが，頗る時機にかなったもの

でもあったn 線本的には，そのように機能的なピノレデ ィ

γ グを創作しながらも ，ノレ ・コノレピュジェはその構成 Ifu

のコ γ ポジ ショ γ ，それから彫刻性 (造型性) を頗る強

調するとともに，その光の陰影によって，そこにゆたか

な表面的効果を倉11 りあけ' たので・ある。

これらのこ人， ミースとノレ ・コノレピュジェとのこの一

人が，アメリカ姶築界に，もっとも大きな; 形響を勺えた

ところの合理派の主流をなすのである。彼 らはその作品

が形を主としていること，幾何学的であること，時によ

っては殆んど機械的であり，むしろ冷酷であるとし、う点

で合理的なのである。しかし私達はこれらの二人が当時

打破しなければならなかったのは，ふるくからあったヨ

ーロツバ建築界の撰択主義，つまり陳腐な，魂の抜けた

保守主義で‘ あったということを忘れてはならない。

そこで最後にブラシグ ・ロイド ・ライトである。ライ

トについてはアメリカにておいは，議論の余地のないと

こであろう。しかしながら忘られ勝ちなことは， 20世紀

初頭ョーロ ァバの建築界がその新しい建築観を公式化し

つつあったその時に，ライトが彼らに重大な影響をりえ

たという事実である。彼はかつて，現代建築の多くのア

イデアの偉大なる考案者であったのみではなく，今 H な

お，その最高級の建築作品をつくりあげるごとに，新し

いアイデアをどしどしと加えつつあるのである。才皮の芸

術における特徴とは何であろうか? というのは，彼の

建築は今いった合理派の建築とは，全く途ったものであ

る。それこそ Hオノレ; げニッタ H と呼ばれるものである 。

この ρ オノレガニ- ; ; tt ρ という言葉は， ライトの説明に工

会のいい言紫であって，ライトははそれ以外のどんな古

楽で片ずけることもできないのである 。彼がつくったど

の建物も，彼の誤りない，正確な，しかし後雑は倒性の



やき印をおされた，そういう空間の新しし、開拓なのであ

る。彼の作品にあっては，その空間，形態，および構造

が完全に綜合さ れていて，それを分析しようとしても，

これらのものを別々に考えることがすでに甚だむつかし

いのである。

それらのものの一つだけを取り出 して見ることは，大

木の葉っぱ一枚だけを取りあげて，その大木については

何ごとも 諮さないのと同じことなのであるの したがっ

て，ごく大雑把な解説のほかは，ここではできないので

ある。そこでまず彼の自然に対する愛情，材料について

の愛情，彼はその材料の性質を知りつくした上で，それ

を建築、こつかったのであるが，そうしづ材料についての

愛情をあげることもできる。また彼の流動的な，フレキ

シプノレな空間を創作した才能を挙げることもできるのま

た建築の内部と外部との空間的関係への理解ということ

も，時によってはその構造体に表現されている技術的認

識，それから条件次第では変幻自在の彼の 7 オームにお

ける個性的なグォキャプラリィの豊富さ，などを列挙す

ることもできるのである。しかしながら，何にもまして

後はその作品に人間の尊厳と精神性とを表現することの

できたl ' T ( ! . 想主義的建築家なのである。このライトの後継

者をもって任じることは，何人にとっても困難なことが

らであろう。しかも，この彼の建築についての規範を彼

だけがもち得るということも，甚だ不幸なことであると

いえよう。しかし彼は，彼の足跡をたどろうとしている

多くの建築家に， なお多くの影響を与えているのであ

る。

ところで私はこれまで述べたことから，或は皆様方に

アメリカにおける現代建築がこれらの数人の偉大な建築

家逮だけから，専かれたものであると考えられはしない

かと，それを心配するのであるが，事実はそうではな

い。アメリカにおける建築の最大多数はこれらの種々の

傾向の流れから，信じ得べきもの，自分にとって有用で

あるものを，掴み取りつつある慎重な，理知的な建築家

迷によって，実現されている。これらの建築思潮に，彼

ら自身の個性的表現とを織りまぜて，彼らの当面する諸

条件に迎合するような作品を彼らは作りつつあるのであ

る。

またこれまで述べた通りの建築家の種々な傾向，それ

とアメリカ各地の気候の差異，態築材料の相異，地方的

条件の相異，こういうものにも拘らず，アメリカ一般の

建築作品が首尾一貫しており，また一様であるというこ

とは驚くべきことである。しかし20年か30年前の様な革

命としてではなくて，その間見出してきたところのもの

を強固にし良にすぐれた伝統をつくり上げていくとい

うところに今日の建築の問題がある。

このような現代娃築のあらゆる成功にもかかわらず，

アメリカにとって ，また広く世界にとっても，不幸なこと

は，これらの建築にただ一つの性質が欠けていることで

ある。そうしてそれが欠けているために，現代建築が，

ギリシヤ建築やローマ， プシ 7 tr ，ノレネ y サ y スの建築

などのような， ヨーロ ツパ文明の歴史的過程で・っくり あ

げられた偉大な建築と屑をならべることができないので

ある。なるほど私達の時代の建築は，たしかに力強くも

あり，実際的でもあり，それは逗しくもあるが，しかし

残念ながら料神的で、はないので・ある。それらは板本的な

人間精神の理想， もしもそういうものがあり得るとす

ると，それを表現していないのである。なる程一，二の

建築には，そういうものをもつものもあるかもしれない

が，殆んどの建築家が精神などというものは考えてもみ

ないし，またそれを表現しようなどと考える建築家はさ

らに少いのである。

これらのことは特に大建築についていえることであっ

て，通常大建築はそれが大きいばかりで何ら記念性をも

っていないのである。ただその機能をもっているという

だけで，それ以上の意味はないのである。しかも例えば

オフィス ・ピノレディシグとか，銀行とか，放送局とか，工

場とかで‘ この精神性などというものを，どの様に考える

かということも甚だむつかしいことがらではある。もち

ろんこの精神性というものが，しばしば宗教と混同され

てはいるが必ずしもそうでないことはいうまでもなし、

それは文化的な理想とか信念とかそういうものとは，干存

接なつながりをもってはいるが，それが宗教の粋の中に

あるかどうかかとは関りないものである。これは甚だむ

つかしいことであるが，建築家であるならば，誰でも何

らかの方法でそれにぢかに血けLている筈のものであるの

ところでこの精神性についての実際的な解決のヒ γ ト

は. 面白いことには，技術そのものの側から与えられた

のである。例えばイタリヤにおけるピエール ・ノレイジ ・

ネノレグィとか，アメリカのパツグミ γ スター ・ブーラー

やその他の綴な人達の作品に，私どもは，建築の新しい

可能性を示すドラマチィグな， かつ情緒的な，偉大な

空間の創造を認めることができるのである。ヨ ーロ ツパ

建築にとって，記念性をもっところの偉大な空間という

のは，すなわちエヂプトのカルナ タの古代神殿，ギリシ

ヤのバノレテノ γ ， ローマのバ γ テオ y や大浴場，プシ y

p 寺院，その他こういうように，人間精神の力強い表現

をもつものにほかならぬのであったのそれ故，如何なる

| 時代にあっても通じるような，そうしてそれによって偉

大な建築芸術が達成されているような ，そういう古典性

を発見しそうしてそれを使いこなすということ，これ

がなお建築家のみに残されたことがらであゐうと思うの

であるの
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建築の毛デュールシステムについて

MODULE SYSTEM OF ARCHI TECTURE 

今迄日本に参りまして， しばらくの間二三の日本建築

について経験する機会を得ましたので，今日は私の演題

を狭く，いわゆるティブィテューノレに限ってお話をした

いと思います。

1 . 規準寸法の決定

日本の建物は 「間J という一つの典形的な規準によっ

て設計されている事は御存じの通りであります。色々の

部分が皆根本的な規準をもとにして，それにのる様に設

計されているのでまb ります。

ドイツにおいては，こういう規格寸法という事を正に

日本の経験をもとにして展開してきました。只その寸法

をドイツ人の体格に合うようになおしたのでゐります。

即ち我 h の方では足の長さを規準にして割出したのであ

ります。 第 1 図に示すように，足の長さを 2 つ合わせる

と， 62. 5cmとなり， ドイツ，プロシヤあるいはデ γ マ

- t1， プイ γ ラ γ ド等ドイツ系統の大部分の人の足の大

きさであります。 その 2 倍 1. 2 5 m がすべての寸法の規

準になるのであります。ドイツの古い百姓屋の平而にも

基本の柱と柱の距離が 1. 2 5 m あるいはその倍の 2. 50m

という寸法を見出すことができます。

2. 規格化へ

今日行われている工場生産の組立構造におきましては

実際の各部寸法が始めから正確に決められている事が重

要になってくる。 第 2 図に見られる如き何れの部分も結

局全体の巾と同じ長さ高さが必要になってくる。 これは

木造であろうとコ γ F リ{ ト造であろうと全く同様であ

ります。そういう材料を使う場合は設計それ自身が各部

の寸法を正確にし誤差がないような注意深さを必要とし

第 2 図
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ます。後雑な場合でも 第 3 図のように，叉厚さ の異る号主

体の場合は第 4 図，に見るような構造にすれば，ぴった

り正縫且簡単に， しかも同じ原則によって施工すること

ができます。

この事は外壁のみでなく間仕切でも，屋根でも，すべ

て組合せでできますが，柱のn心の寸法をとらないで‘ ，

柱の内法寸法を必要とすることは，了度日本の畳の一定

の大さから柱間が ｾｊ 出されるのと同様であります。

色均この規準寸法が用いられるようになれば，何処に

でもこれが当てはまるのであって，例えば 1250mm を

規準にたてておくと ，その半分とか，倍とかの長さをも

って非7品川こ異なる大いさの建物にも用いられる事になり

ます。 タソスの ようなものから，便所，風よけ i洗面所

浴室，階段或は1 # . 等あらゆるものに利用できるのであり

ます。第 5 図，第 6 図. 第 7 図及び第16図Iこ見られる巡

りです。最初この寸法を用いた|侍は，室の大さが大きく

ならざるを得ないとの批判を受けたが，私は却ってこの

規格寸法を用いるならば建築家はその設計に当って各室

の隅々迄も出来るだけ正確に，有効に使うにはどうすべ

きかを考えるようになるだろうと主張してきた。第 6 図

は最も小さい浴室の例であって ，1. 50m x  1.  37 5 m の大

きさの中に必要なもの全部を設けてあり，筒使うのに何

等不便を感じないのであり ます。

又色々の扉，窓等を初め，あらゆる部分品を規準寸法

により作っておいて ， しかも色々変化のある平面や立面

を持つ建物を作る事ができますが第 B図は敷地迄もこの

規準寸法で割出された例であって，もっと大きく都市計

画に迄応用でき，場合によれば，法律によって定める rjJ

を決める事ができるのであります。

この基準寸ー法によって碁雄日を作り，その中にてiス而を

第 3 図
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初め色々設計 していくのがラスターシステムであります

3. 諸外国のラスターシステムの例

第 5 図

島

中

井

一

引

紘

一

一

早

々

山

¥

，

A

吹

い

可

申

凶

J

a

ル

仇

U

M

h

S

，

叫

M

J
書

割

引

い

開

第

一

同

v

m

b

E巨

n
U

同

1

4

ヱ

自

…

u

…
…

このような規準寸法によって材料が作られている場合

にのみマスプ ロが可能であり，ひいてはコストをも下げ 第 6 図

る事ができるのである。

この同じ規準す法は戦後プイシラ γ ドが戦災を受けた

家の再建に，又 ロシアから逃げてきた人達のために集団

住宅を建てる時にそのまま用いたのであって，同ーす法

の材料を使っても色々変化ある建物ができた事は前述、し

たてl J と同線であります。

イギリスにおいても，今次戦争が終ってから，学校建

築等でラスターシステムが利用されたが，その規準寸法

は我々と同線， 2. 5 0 m(8' 3りであります。しかして，日

本における経験や我々ドイツにおける経験と同様，基本

的構造が規準寸法によっているという事は，そのことを

始めから知っている人でなければ決して解らない程，変

化に富んだものができているのであります。

第 9図はドイツの規準寸法を使った二階建の最初の学

校建築である。

アメリカの良家をみても規準寸- 法が佼われている事がわ

かる。それは 4feet であるから略々 1. 25m と見る事が

できるの F . L. Wr i ght も立函図を作るのに 4 角の碁盤

日を依った事は御承知の通りであります。

この綴に住宅とか学校建築とか，始終起ってくる設計

の必要ある建物にはラ スターシステムが設計の一つのよ

い方法である事を了解 して頂いたと思います。

4. ヱ渇建築への応用

次に工場建築の場合を説明しよう。 第10図，第11図は

見られる通り外観は違っているが内部構造及び材料が規

第 4 図
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準寸法でできています。第12図は梁の一例であって，規

準寸法( この場合) . 25mでなく ，2. 50mが使ってある〕

に従って色々の大 きさのものを用意しておけば，その組

合せで大 きさの違ったものをいくつでも造る事ができ

る。この場合の規準寸法は 2. 50m以外に 3. 00m，3. 50m 

のもの等色々やってみたのであるが，組立構造として最

も経済的であり， かつ合理的であるのは 2. 50mだと L ・

う結論に達したのであります。 30m，50m， 100m とい

う大きな梁にも用いられる。 スメ γ 20m迄はリトムス

部分にな あ規準は2. 50mであるが40m迄は5m，80m迄

は10m，それ以上は 20 mという風にすべて 2. 5 0 m或は

その倍数でいっている。だから全体の大きさとそれを造

る部分々々の大 きさや長さ はいつも釣合がとれていま

す。そしてこの規準の鉄骨は細かい且正確な計算のデー

ターを，接合部等のあらゆる部分についても，用意され

てあるので設計上甚だ便利であります。このような規咋

化は，それが色々な部分にそのまま使えるとしづ可能性

が始めから計算されていなければならない引は勿論であ

ります。

同じ事が窓のサ y シュについてもいえる。ドイツでは

2. 50m の2 つ書J，3 つ， Ｔ つ Ｕ つＺｊ［ ｾｊ 迄が佼われている。

この場合連窓の間柱がY sm Cオグタメ { ター〉を規格に

した寸ー法で: . ; J oる事が大切であります。

規格化という事は，建物のプラ γ を決定する処から，

既にラスターシステムによって捕かれてなければなら

ない。さうするとあらゆる可能性の為る部分品が予じめ

計算しておく事ができ，その規格品を作っておくと，必

要な規模の所要材料の数量と価格が直ちに合計される様

な表が作れる。そうし、う表や図を{ 9 : ! えば，設計を頼んで

くる依頼主に対 して建築家は直ちにどういう span を侠

第 10 図 第 11 図

第 9 肉

えばあなたはどれだけの賀川がし、るか，叉どちらが経済

的であるかを出ちに示す司王がで きるの であり ます。

これは施工にぎl つては非常に簡単である事はし、う迄も

ない。従ってドイツでは住宅から工場迄総てこの規格21

を使う事が流行しているのであります。

鉄筋コ γ F リー トの建物はその工法が非常に困難な場

合が多いが，それだからこ そ規準化という事は益々有利

になる。一番' l 5 : 用のかか るのは シャ ーレ構造で、あるが，

これもシャーレの大 きさに規準を作っておくと，結局同

じ大きさのものが沢山使われる為に作る費用が安くなっ

てくるのでゐり ます。

5  オクタメーターの特徴

それには先程一寸申上け't.::. ラスタ{ システムが必要で

あるわ現在は工場，事務所建築，福祉施設等すべての建

物がラスタ{ システムにより ，全部同じ規慌て、建てられ

ているc 材料の万からいえば，規準寸法は極く小さな.

伊l えI! 煉瓦，瓦に至る迄統一されているのであります。

煉瓦については，従来ドイツでは 25c mであったが，

これを 24c mに改め 門地 1c mを入れて合計弘m にな

る織に改められた。コ γ タリートプロッタは一番大きい

ものを 1 m とし，半分が 50c m，25c m，その聞に 75c m

があり，これに 12. 5cmを加えると， 87. 5cm， 62. 5cm， 

37. 5c m，一番下が 12. 5c m となる。 この数は 1 m の実IJ

切れる数であってオグタメーターシステムよいっており

ます。

ラスターの一円をこのオグタメー ター CYs m) にする

と平面図が非常に色き安く，しかも部分と全体の割合が

はっきりしてくる。平面ばかりでなく ，断面図において

もこれをもとえば，塁ま，牧，腰板，窓，扉等総て単純化さ

れかつ煉瓦割との関係がうまく 一 致する。階段から床ｾ
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第 14図

今迄述べてきた事は何も新しいことではなく，昔ーから

プu ポー ショ γ を創りだすためにラスターシステムが佼

われてきた古い経験なのであります。即ち，エヂプトの

人像がそうであり，叉ギリシヤの神殿や人体の各部分が

黄金分別からなっている 'Jf はドイツのシ γ ケノレという建

築家が允凡した 'Jiであります。 日本の烏居も一つのモデ

ューノレによって全体が規正されて美しい 7 ' u ボーショ γ

6. ラスターの発展

を持っておりますn

、Ｚケんはニドリシャのｾｾ長が ｬ￻ も ｐｉＡｾ 凶作 ｪ な上場介にプス

ターシステムになっているといったので

ンャの ｩｴｾ 誌が ｬ 此もイテ γ ーノ レ ， γ ヲスティ y シュ・である

のは ｼ司 じ ＱｾＱ 分が何度も総 ｨｩ して現われる時である」とい

ってお りますの

日本や中 ｬ 司の典型的な模織を比ましても ｉ ，ｾｻ浪で第 Ｇ［Ｓ 図

第 15図

の如く 100 % ラスターシステムによっている。後最1 E な模

織でも機械的な Ｉｪ 法と手順によって純Ｎｾｾｾに作られている

とL 、う事で理解されます。その一例として第14図を見て

みましょうのこれは印刷に使う網目を豆ねて作られる模

様であります。 2 枚の角度を変化させる 'J1によって色々

の横織になります。 これはネグタイとが普通の布の模織

でよく御存知と思いますが，所 ｾｉｾ 芸術的な創作というの

でなく織機の糸のズレによって織械的に現われるもので

あります。 第15図等も全く機械的に作ったものでありな

がら自由に空想によって占いたものよりも強L、印象を与

mo閉口門閉同国同園

:11日: 三二二三:rr

ＴｉＢｉｾ 巨主 主

節目図

(ピミミぺとこ

吉
:雲E茎言i lj;云.--:，- i-シ=ι ミ-て:

亡 主品品二ヨ平ニl戸区弓主一

第 12 図
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第 17図

え，強いハーモニ ーを示して居り ，しかも無数に可能な

のであります。

7. 私の住宅を例にとって

最後に私が設計 した私自身の家をお見せして，はっき

りした具体的な例としたいと思います。則ち規絡す法を

使えば何となく物足りない印象を与えるだろうとお考え

になると思われ ますが，決してそうでありません。自由

に設計 したものと全く違っていない事がお解りと思いま

す。

平面図は極めて厳格に 1. 2 5 mを一辺としたラスター

システムによっています。玄関及び庭に面した4綴草な大き

な入口は 2.5叩O mで

つ第18図に示 します。

第19図は玄関にいく階段ですカ湯t上 12.5c mo この大

きさは向うと Ｚｪｦｾｾ古にハーモ ニ ーがよいというのはこの ｲ ｾ ｊ

さが煉瓦 ( 勿論新 しい規準です) の倍数になっているた

めにぴったりとしているからです。

第17図は庭への F グリでありますが鴨居のせいが煉瓦

と同じですから，外壁にぴったり当てはまり，又地面か

らの高さが全部通してあり ますから壁の高さがずっと一

つになり ，統一の感じをだしてあります。このことは内

部の取付ものに於ても同様で即ち，装飾とか，棚とかの

寸法をすべて規準寸法にしてありますから，部分々々 が

ア ン サ y フ‘ ノレとしてうまく全体に合って全体の構図を作

りだしております。炊事場も勿論皆ラスターシステムで

できておりましてあらゆる調度が始めからぴったり当は

まる織になっています。

その他すべて必要以上に規準寸法が' ，jーられてし、る 綴 こ

みえるのでありますが，多くの部分は組合せる事が必要

【編集追記】

以上は本年 4 月18日大阪市立大， ｻｾ理仁宇部において学生のために行ね

れた特別講演である。 2 時nnにわたって 100 枚余 りのスライドを依って

説明されたものを録音 L たのを込磁 として，同γ 一部大学院ナ一生河原; [ 蝉

11に，翻訳を頼るに控理 L てもらい，それを又 5 頁の紙帽に圧縮してし

まった。従って編者の独断で取捨選択 L てあ口，却ってノ イフェルト教

綬に1: 1: 御迷惑な L べ、まわしの個所 b で企てしまった事を，恒I教授に. X

読んで頂く方々にお詑 びしてお< I ' たい。文:':1は編者にありま九

なのであります。結局ある部分の長さが計算できめてあ

りますと，全体のハ{ モエーが安定する効果があるので

す。

8. 結 び

今迄rt 上げた事から，部分が余りに規格化されすきrて

いるとの印象をあたえたかと思いますが，こうしづ同じ

経験を長〈続けてし、かれる と遂にはこれは自明の事とし

て ラスタ ーシステムを佼わないて、は設計したくないとし、

う風になるだろうと思います。こ れは技術的にも経済的

にもそして又，おとらず芸術的にも，長所美点をもつも

のであります。

およそ独創的な人というものは，創造的活動をつづけ

てまいりますと，その人はやがて自分の仕事を一定規却

の上にのって作らないではいられないようになるので

す。それは単なる技術とか建築とかいうのではなく，凡

そ創造的独創的な仕事に亘って当てはまる機会だという

事であります。

この間の以裂を次の虫nく表現したドイツの詩人ゲ ーテ

の言集をかりてこの講演の結びと致します。

「およそ束ばくを持たない， しばられない精神というの

ものは，空の高みの完全を求めて努力を重ねるのである

けれども，しかしそれは空しい努力である。

何人であっても偉大なる ところのものを欲する人は，

自らをきびしく律し発ぶんしなければならなし、。一定の

制約のあるところに始めて偉大なるマイスタ{ はその点

価を発揮する。

そして援のみが彼に本当の自由主あたえ得るのでーあ

る。J

第 18 凶
第 四 図
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8 日 午後 3 時半一一 6 時 於朝日ピノレ

伊東副会長外 8 名 事務局 Ｒ ＱＧ ＮＺ Ｑ Ｇ ，ｪ ｬ ｩｾ

議事 Ｈ ｬ Ｉｾ 日夕ノレ ＭＷ ・ ｾｾＡｎＺ ｉｩ ｉｊ ＺｊＺＺの ｦ ｬ は ， ｲ ・旬Ｇｴ ､ｾ ｬｩ Ｚ して

原京ノ ｊｸ ｾ ＮｴｊＮ Ｗ Ｎｫ山 (3) I1I It! i J J ，¥'}j ll与をn会 ( 似初、〕“世i試の1'1は

こ れずＡＺＭｾ段目することに決￭Ｇ ￉ (3) ポ務日職n UUjJt 'j 支給

の1' 1はl以後通り J氏出決山 (4) 入ill 全将詮衡のf ' j ".'iI '; ，淡のi灸

報{'; "fiJli として， 万l肉司慰霊塔l懸E低t従汽"町笠

委品会終i泊的， φj!; J ;対i ?? ，退任役[ lへHr: 山己注:J 山の必:匠に

ｴｊｬ， ｪ する こ とな ど を事務ｽｩｉＩより判 ｬｦｴ した の ｾ ｬｴ 事終了後会飴

ｲｩｾＺ 泊について ［ 忘Ｚ比の 交 撚があり， ｈｩ 均 ｈｬＧｈ τ ｪｩ かｾ Ｉ Ｍ ./1'1'1，下-1' 1'

制した会i ! i¥II '交m文1 : 楽について詳細川lリlがあったのなお当

1111':;': 脇九州x・部長がJ 阪の序を以て米llif 暫 く徽; 炎され

ｴｾ 。

. . 蚕員会

4 目 今後 1 時一一 41時半於朝日ピノレ

浦辺委員長外10名 事務局 3 名山市

新委員の初会合であるので浦辺委員長から一応従来の

編集方針並に経過を説明報告 した後，出席者一同臼己紹

介を兼ねて. 雑誌に対する意見や希望を述べたの次いで

7 月間際号の割付について小委員会を作って行うことを

決定し 8月号企画として，前に工場建築号と決定 して

いたのを10月に廻わして 8 月は普通号とすることとし，

作品作原湘，スケ ッチ欄，本文などの予定を決定した。

なお技術講座に適当な内容の選定に関して各人から種々

な題目が挙げられた。 9 月号以降の方針については， 9  

月号を建材特集， 10月号を工場. 生産特集， 11月号を附

帯設備特集， 12月号を近代建築史，その解釈と将来の見

通しとすることに一応決定した。

25目 午後 1 時一一 4 時於朝日ピノレ

浦辺委員長外12名，外に建材審査委員 2 名，

事務局 3 名出席。

8 月号企画として作品作風欄に梅田ピノレ外，スケ y チ

プ ';/ tI 欄に安井武雄氏の作品集，本文に座談会記事その

他を，技術講座に坂博土のリミ y トデザイ凡なお本号

より新たに支部および会員グループの動きの欄 2 頁を設

けることに決定。次ぎに 9 月建材特集弓に| 刻して HI) 市の

也材審査委員と共に協議した結梨，大出品の具体案を決定

した。x 出版委員会および教育委員会からの各関係7 = J ' f

l仮掲il車l初出の件について検討審議したが，委員長用務退

席のため段終決定は保宿 した。なお神戸大学烏同教授を

委員として追加委嘱することを決めたn

住宅寮員会

1 目 午後 3 時半一一5 時 於 朝 円 ピ ル

中野委員長外11名 事務局 2 名出席

各自自己紹介の後中野順次郎氏を委員長に推薦j，幹事

は事業方針を検討の後決定することと した。委員長から

六十九作度の続j白線ff ，があって， IJ I i 委日会からのrli 送り

τ ｪ ｦｊｪｈｾ 混次 ｉ［ｾｉ り ｬ してこれを水平日立市たとしてと ＱＩ l'げる

か刊かをぬ討し た。 ローコストハウスおよびIl:t、 ) j の研

タ'El.t) 1，にとり| ナrてj 、し、が， J: ｾｊ＠ J凶の焦点を絞る べきであ

るとの必 Ｇ ｾ，ｾ で ， /7，1"1，この点について検討することとな

るn 又耐風耐火打むにI対する 'j1l;-]1 ，昨の/1¥1以も竹! 戊である

が先ず1i J f究を完成すべきであるとの芯見多く，家政のた

めの教科 1?のようなものの 111版については更に検討する

こととなったn なお%l rfjij に砕象的な文ぷーをヲ'tf!:. すること

については科人のf 11戊を得た。次いで新作成の新しい事

糸について? を人から初々の案がIl J されたが更に検討する

こととなった.

17日 午後 3 時半一一 5 11!f 於朗 nピノレ

中野委員長外 9 名 事務局 2 名出席

IJIi 図の審議事項について，一層具体化するよう都高める

ため更に検討を続けた。(1) ローコストハウスの研究につ

いては，何をローコストするかtこついて問題があるが，

これは住宅委員会の活動態度によって決めねばならない

のではないか。先ず前委員会で研究された資料について

説明を受けた上，この資料を整理して一応締め、くくりを

つけたい。(2) 住い方の小委員会で作成した索引は更に新

しいものを追加整理して線める。(3)新事業として提案さ

れた優秀住宅の推奨，住宅展覧会，座談会の開催などそ

の他新事業実についてはその実行方法を夫々審議決定し

t.: 。なお委員長より，上林委員に委員長支障の場合の代

理を委嘱し一同諒承した。

災害委員会

3 目 午後 3 時半一一 5 時 於 朝 日 ピ ル

横尾委員長外10名 事 務 局 2 名出席

委員長に横尾義貫氏を推薦して議事に入る。委員長か

ら前年度委員会の経過報告があり，柄座委員から，協会

が老朽住宅に対する対策の陳情舎を出した後に大阪府が

採った措置について報告があり，更に同委員が担当して

いる戸障子の携みについての実験に関して報告する処が

あった。次いで木作度の事業企阿として委員長から火災

の問題を採り上げたい旨の提案があり 一同賛成。各委員

か ら，火災発生原因の調査に関して種々発言 があり，竹

口，中村両委員から第一生命 ピ/ レのダグ ト火災に関する

説明があった。結論と して火災に関する資料を集めるこ

ととし，鉄筋 コγ F リ{ ト 建造物の火災に関 して中村，

竹口の両委員，漏電に関する火災に関 しては，市消防局

府，市，損保関係等に於て夫々資料を緩めて蛾くことと

した。
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15日 午後 3 ｜ｉ ｾｪ 一一 Ｕ ¥1与於制 11 ピル

横尾委員長外 9 名 市 消 防 局 員 2 名 事 務 局 2 名

(1)漏電に関 して中村，西脇， 刑座各委員から夫々資料

について報告があり，次いで氏原市消防局員から，大阪

市に於ける火災統計につい て税明があった。漏電による

火災は年・々減少の傾向にあるが，電気に関する火災はま

f': 1' H、ν1な件数であるn なお漏電によって火災の起る場介

を: x 例について詳細沿1 I ) j し， ＷＱ 扇Ｇ唱による火災防 ｉｉＧ ， ｾむにつ

いても意見な述べられた ｮ 結 ｊｮＩＱ 日 ｊｊｾ に，漏 ｅｌ ーによる火災

の場合を HDj(: るだけ挙げて良い，これが対策を建築' がと

して研究することに決定したの (2) ダグト火災に関して 111

ｉ ｈ 委員からその実例の説明があり，主主附 ､￯￬ 消防尚 ｾＱ から

第一生命ピ ルの火災について詳細報告があったの各委日

からも夫々これについて恵比の発表があり. /1-: 1'1も叉森

IH氏に ダF ト火災に対する注怠事項の資料を悦11¥闘い，

之を委員会で検討することとした。なお須' f ( 委目はダク

ト保温材の不燃化の問題を研究することとなる。追って

次回委員会には漏ｾに関して ［志見を聴くためな気工 ｔ ｴＨ ［ｊ住

者の出席を願うことにした。

法銭安員会

6 日 午後 4 時半一一 6 時 半 於 朝 日 ピ ノレ

中沢委員長外 9 名 事 務 局 2 名出席

委員長に中沢誠一郎氏を推薦し，幹事は委員長一任と

なって，委員長から島田儀氏を指名された。議事に入っ

て本年度の事業企画を審議したが，前年度委員会からの

申送り事項と関連があるので. 常務理事からこの申送り

事項を説明報告した。申送り事項の中，直に実行出来る

ものは之を実行に移し，その他のものは委員の分担を定

めて検討の上案を作成することとなった。なおバーキ γ

グエリアの問題は本委員会に於て検討することとし，資

料と して，市望書交通課の川畑係長の談話を聴くこととし

た。又都市美の問題に関する検討は別に特別委員会を設

置 して審議 して貰うことを決定 した。その他委員の追加

に関して意見の交換があった。

23日 午後 31時一一 5 時半於朝日ピノレ

中沢委員長外 9 名 事 務 局 2 名

委員長から法規委員会は今後建築士会の基準法委員会

と合同 して開催することに士会と了解を得た旨の報告が

あった。本 日は市警川畑係長から，市の交通査を，バーキ

γ グエリヤの実状などについて淡請を聞 く子主じであった

が，出席された川畑係長が突然の公務のため送! 品された

ので. 同氏の持参された資料を一同で| 司悦』しむ見の失敗

、合1 i ったn その結束，外部から米る取の! J 1 j ι( ，上場の|悶組は

除外して， ビノレ内会社の保釘車禰合対象に L t.:: ))j -j:.. I(l場の

問題受検討審議することにiたたしたn

教育小委員会 (鍛計コンクールj

位

7 目 3 時一一 5 時 於 建 設 会 館f

寺岡主査外 4 名 事 務 局 2 名出席

Ｈ ｬ Ｉ ｟ｉ ＺＨｾｪ 二［ 没 ｾｉ コ γ グーノレにｼ民 ｬ して凝議した品リ ｬ ，呉川 ｬ

休暇を刺用して毎年課題を変えて実施すること，本年は

課題を「住宅」とし，募集規定，審査員その他必要事項

について実施具体案を決定 した。 (2)若い建築家の設計コ

γ グ{ ノレの企両について審議、課題を「アメ ー トJ とし

て ー Ｎｾむの Ｓ 長女作Ａ戊したがＮＺｦ￭Ｚ余の額などについて実施に

難点があり. ' i'l :1111に11' : と令融公庫の111木氏の; 蒜見などん

耳州、て更に研究することとなったn

教育小委員会 ( 建築計画務習会〉

8 目 ' 1"ijij l 0時、r一一12時 於 大 阪rti k  

川'1' ｊＺＮ合Ａ笹川 ｾｬｩ 事務川 1 g: H貯』

f，lij 人で利¥- ' - < 怠見を交撤した結原: . 実施について! ムく名

層の人々の蓮見を燃くこととし. j! : i : く集会をもつためそ

の人選について thf"議したの

教育小餐員会 (建築計画講習会〕怒談会

138 3  ｜ｉ Ａｪ ｾ ｉＧ，Ｍ 6  ¥1寺 於朝 FI ピノレ

111 '1'主査外 7 名 事 務 局 2 名出席

新しい建築計i i ! ! iの講習会災施について，各プJ 而の人の

: 芯見を聴くため参集を願った。凹中主王立から主旨を説明j

各自主主見交換の結果，この種講習会の必要性を確認し，

次いで問中主査立案の科目と講師に関して一同で検討審

議し，一応の予定案を作成した。

教育小委 員 会 ( 鮫計コンクール〉

14日 3時一一 5 時 於朝日ピノレ

寺岡主査外 5 名 事 務 局 2 名出席

方い建築家を対象とするアパ{ トの設計コ γ グ{ ルに

ついて，実施についの難点に関し参考意見を聴くため，

特に住宅金融公庫の山本建設課長補佐の出席を請うて一

同審議した。結局本年は実施困難との結論で，この旨本

委員会に報告することとなったが，なお近く設立予定の

勤労者住宅協会などと連絡をとり，本企画iの実現に勉め

ることとなった。

教育委員会

27目 3 時半一一 5 時半於朝日ピノレ

鷲尾委員長外 8 名 事 務 局 2 名出席

各担当者から小委員会の経過について報告した結果，

(1) ::1 y  tJ リート技能講座は，講義一実習一試験一終了証

書授与と一貫することが望 ましL 、。本年は昨年のア γ ケ

{ トの紡果に基いて，講義主実習を分離して別箇の講智

会として余画されているが，これは本旨でないから，砂1

I ，f . 以降はー-fI した企阿のものとして実施すべきであると

の結論になった の ＨＲＩ 設計コ ｙ ＿ｉＭ ノレ は工 ￯ｾγ 主対 象のもの

は，小委員会案を多少修正の上災施することに決定。な

Id小委n会に於て決定した入選作の別刷党頒布する企国l

は ‘ こｾＱＮを ＱＱＩＨＱＱ ジ〉ることとしずよ れ

ｹ［ｴ 、ぇ［主築家対象の ものは，木年 ｴ よ実施， ｾ ，止の小委員会

報告を了及。刷新しい建築計画講習会は小委員会の報告

を了承したが，本企画は，講習会よりも座談会又は討論



会の形式で災施するプj がより効巣的ではないかとの主主凡 必袋がある。なお巡動期間は 9，10， 11 の 3 ヶ月とする

があったが結論は出なかった。 ことにした。刷会費滞納者の処置に関しては，紹介者叉

出版委員会 は知人を通じて滞納会費の繋理方法を協議して復活の便

7 目 3時一- 4 時 半 於 朝 日 ピ ル 宜を計つてはどうかとの意見が多かった。 (6) 1 建築と村

奥烏委員長外 6 名 事 務 局 3 名出席 会」の委只会テレピ欄の執筆に関して協議 したのなお小

委員長に奥島委員の再選宏決定し，幹事の選任は必棋 を日会主賓合若い人々との意見が lれたが決定たみなかつ

ある時迄保留することにして議事に入る n 先ず丙烏委員 t::. .， 

から前年度から引継ぎの「法規索引表| 出版の経過につ 建材審査委員会

いて報告があり. 本年度の企画について各委員から夫々 本委員会 3 日 4 時一一 7 時 於建設会館

; 窓見や具体案の存在表があったが. 経費の問題も関連して 霞権委員長外13名 事 務 局 1 名出席

決定案を得ることは仲々困難であったn なお次回迄に事 寝食中の(1) 後藤ラスの件は，他のラスと同一条件で現

縮局に於て従来の出版物の成絞に関する調ft?を作成. 又 喝施工を行L 、その経過をみることに決定，実施は竹内主

委員に於ても更に適当な案事と勘考することになったn 白角問委員，事務局一任となる。 (2) ウオータイト B 号

24目 3時一一 6 時 於 朝 日 ピ ル の件は. 唱さ鳥委員より試験の結果優秀品と認められる 旨

奥烏委員長外 5 名 事 務 局 2 名出席 の報告があって，委員長よりー聞に諮った上，優良証明

前回に引き統き各委員から穐々な案が ｾｈ されて検討さ ［Ｑｾを発行することに決定した。次いで新規に審査受付の

れたの父既伐の出版物も大体一. 千部以上のものは黒マーで (1) ポロ γ ，シリコ { γ 防水刻。 (2) 三星ピニリユ{ ムの審

あることが事l り参考となったn 存議の結果，新らしい感 伐を開始し，夫々関係者から説明を司王け質疑応答の後，

覚をもってみた肯建築の優秀な写れの編集，これは近鉄 名々分科委員会に附託することとなった。終って間島応

とタイア Ｇ［Ｑ Ｗ ・ して長期に頁って実現を ｊｾｉ すことの χ バ γ I11化T . 製作のピニロユ{ ムのカラースライドを級覧した

ブレ y トとして/ 干n工事指針のけ¥1坂を企iifij することとし ポロン審査分料会

これが具体化を関るため，次同名向夫々資料を持ちよる 7 日 4 時半一一 6 附 於朝日ピノレ

こととなった。ｾ終局主炎外 Ｓｾ 号 事務局 2 1". 11'，席

会努小委員会 奥尚主智正より，ウオータイト B 弓と同時に本品も試験

288 3 時一一 51時 半 於 朝 日 ピ ル したが，その成績は表に示す通り良好の結果であった旨

回中委員外 3 名 事 務 局 2 名出席 報告があった。なお狩野博士の報告古もあるので参考に

(1牒来からの懸案である関西建材会員に対する建材小 なるが，本委員会独自のテストをする必要もあるので，

量特価販売要望の件は，なお一応常務理事から建材会幹 改めて現品を提供させて，奥島，布施両委員に於て各別

事長へ要望することとなった。 (2) 会員に対し娯楽関係の に試験をすることになった。結局耐久性が問題であるの

催物に対する特典供りの件は，事務局の調査結果を報告 で，約六ヶ月位の経過をみて，その結果を持ち寄ること

しなお今後事務局に於て研究することとした。又開碁， となった。

将棋など趣味の会に関しても意見の交換があった。 (3) 多 ピニリウム審査分秘会

数会員の参加するような納涼会の企聞を，若し、委員に委 22目 4 時一一 811寺 於和泉正従業

嘱した。刷会員増加j 迩動については，在来会員の職場を 竹内副委員長外 2 名 事 務 局 1 名出席

基礎として強力に推進すべきであるが，事業内容に魅力 一同同品を使用 している和泉沌業の現場を視察，使用

を持たせねばならぬ。力強いキャッチプレーズを掲げる 状況の説明を受けて質疑応答の上約一時間の後辞去， J市

杭

説明書及び防潮

鵠・上、盛土地帯

に於ける実践表

進呈

l一 武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭 基 礎 工一一一一一一 |

特 許 | 日信三角 裂鉄筋混凝土杭基礎工 |  

|  コγ ボジツト 、バイノレ( 長尺継杭〕然破 1て l  

測量 ・地質調合1・地耐力視11定純 1.

特 砂 利 光 撲 に よ る 特 殊 胞 じ 法

長 支持力強大。仁王II 迅速の 1. 後依師匠

株 式 会 社 武 智 工

取締役社長 福 留 並 喜

務

大阪市西区西長灘北通四丁目 - 0 細野ピル主六月

電話新町⑧九九五 ~ 九 九 八

所
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てと改めて委n会をfHj 催 して意見の交換を行 った。大休良

好と泌められるが，使用度の相当激しい箇所に施工して

耐久力などを検討したいが，近く更に分科会を開いて，

本自の所見を発表 して他の委員の批判を附くこととなっ

た。

第 2回コンクリート技青t講 座

日日大阪建友会館に於て，ｪ 討をの ｾ， ｙｪ 師 ｪ ＧＱ 企会すピ ｪｪ い 、

伐の |司釈で治沼会を尖施した，、

会 均人 ｉ ｾｾ 0 ¥汲会飴

lI !i 間 今 後 6 1l ，'f - 811!i

H  ＱＮ Ｑ と ｾ ， ｙ￬ r: m 

10 fl セメシト・ Ｇ ｉ ｾ 材 郎ぬーr，，:';j 教 諭 侃) G反ki f:氏

BI I  試験)j 法 阪， ，大'/ 教f専 授二l: 奥向 j [ - ・氏

1511  ノ Ｇ ｬ ｾ 混 和 剤調介 人; Jホ 制 作 11尚武氏

1711 ，，:  j 、林 車 ｉｬ 管 ｉｈＢｾｾＧ 革氏

20 11 こ1: r); がj A< iili ｾ生余了 ＱＵ 氏

22 n  コシグリ { ト ［ 神 戸 ｾ ＧｦＺ 大学 ｬ 事教ド 正 伴

プ ロ y グ: 仁 二t
書記氏

241 1 試 験 611与一一一 71時

3011 終 誠 式 611与こド

聴講希望者が大変多かったが， 会場の都合で収容能力

終; 持者rt; 止に終了 ii lE ［ｉｾＺ を ｊ 受 ＱＵ し ， 祝町として建築家と し

ての覚悟と講習を目出たく終えた喜びの辞を述べられて

式を終った。式後昨年十月から本年初め迄欧米を巡遊さ

れた大成建設の稲田芳郎氏に r最近の欧米の建築事情

」の演題で講演を して戴き ，更に同氏作成のスライ ドを

E吹央マ

lは仁不"J 能となり; 鴻持が脳i1.だJ けになつたこと lは工t絢向にf伐長念であつ

f仁_，内， ./後長主刻リ邸;2主;fEカ:活sあ〉γdつJ て、 小川・ ＱＱＱ セメ γ ・トｾＡｬ ｬ 舶のスライド

l セイ γ ト| 作映' びして. 八時過ぎ散会 した。

建材説明会

ドリ、/ ール説明会

10日 21時一一 5 1時 Ｉｪ ｙｾ 縞 グラプ

ドリソ‘ {ノレL t 廃材木細川 {( 化学処刑! して鉱物化し，也

メγ ト--:a毘介して硬化させたれ量不燃性の建築材料で，

ユイスで始めて製作されたものであるが，この度スイス

のドリゾ ール軽量建築資材 K Kの技師ェ ーガー氏が来日

したのを機として，木会，学会支部，建築士会，設計fdL

:Pl; 協会支部，建設業協会の共催で同品の説明会を催した。

エーガー氏は同品の特長とスイ スに於ける使用実例，ス

イスと口木の気候風雨など自然条件の比較によって白木

が小さく，漸く 109 名迄申込を受付けたが，大勢の方に に於けるuJ . ! mも支障ない旨などを説明，三好陣土がこれ

お断りしなければならなかったのは，巴むを得ずとはい をirli; J ( して要領説明された。講演後同社製作のドリゾ ー

え大変お気の懇で泊 に遺憾であった。本年は始めての試 ノレの製作並に各磁用途別製品の施工状況の映同を吹 しデ.

みとして，講師の方々が作製された，材料，試験，工法に 好博士が更に之を解説された。当円のllm衆 約 130 ?，'，に_I '，

関するスライドを講義に併用したが， 聴講者には講義の った。

内容を理.解するに便であったことと思う 。なお小野田セ 見 学 会

〆Y ト会社の御好意によって，同社製作のセメシト製造 トルコセンタ一見学会

工程に関するスライドの寄贈を受けることになっていた 15日 午前10時半一一 11時半

ので，これも講義に使用する予定で‘いたが，当 日間に合 大阪初のトノレコ風呂とアノレサロを兼営 している新築

わなかったので，代りと L て態々白セ メγ トの製造に関 トルコセ γ タ{ の見学会を関係者の御斡旋で行ったが，

する狭間を提供 して裁いてこれを観覧に供 し，予定のス 一向は設計者今西茂雄氏と施工者あめりか屋高橋正俊氏

ライ ドは終諸式の自に吹写した。受講者の出席率は毎 日 の説明を承わった後に建物内を一巡見学 した。トル コ風

80% 位で，暑い折にも拘わらず仲々熱心であった。試験 呂の部分は将来ホテノレに改造で きるよう 設計 されている

の結果94名の者に終了証書を授与することとなり， 30日 出である。比学終了後広閣で，関係者の御好意によるジ

午後 6 時半から大阪建設会館で‘ 終諸式をすj った。当 日は ユースの繁泌を受け，'iiV務理事謝辞を述べた後散会した

会長，教育委員長，各講師も列席されて，先ず鷲尾教育 。参会者の 中入; 部分の人身が，特別剖引によるトルコ風

委n長が， 木講座の趣旨を説いて今後主主々各人が研究に 日の爽りと日本を満喫 した模織で<l oる。参加者 61'y，。

励まれんことを希望 して挨t_gi とされた後，竹l媒会長から

大 会事長
合 防 耐 採 はを

割
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理

錆

震

用 日 [ま
. 市 的
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耐

下 進 軽 軽 切
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正 会 員 末 広 実 蔵 君 の 卦

11m可130年 6 JJ 23日公11末出来政11; 忽然として逝去されました事は寒に焔

悩に耐えません。おはlリJi 台30年 9 月2411 1¥J 内東淀川区加島町に生れ大正11

年凶野田工業高等学校建築科を卒え，直ちに大阪造幣局営繕課に奉職昭和

20年同課係長に昇進今日に至っていました。君資性温厚人に接するに懇切

誠に親しみ深い方でした。由来建築協会と造幣局との交渉は久しいもので，

先年物故された部j の営繕課長中村角之助さんもお役人としては珍ら しい丁

寧な方で現造幣局建設のため菅の庁舎が取鍛される直前この建物は英人技

術の設計になるもので，と当時我国設計・の司Iから造幣指導を受けた云々説

明後，記念に協会誌に掲載してはと勧められ正門其他撮影したり力を致さ

れた事がある。( その建物は今泉布館として一部保存されている〕叉当時

金貨や勲章等の製造状況見学の手引や名物巡り抜け桜見学など協会員のた

め多大の便宜斡旋された等々の事があったが，同氏亡き後は王手ら末広さん

にお世話になり会員章調製知五周年記念牌など僅かな注文にも何時も快く

引受けられ自ら製作課に案内頻る懇切に指導協力され，見学なども何回と

なく非常に使宜を与えられ感謝に耐えないところであり ます。

今後ｾｾ協会のため会員のため何かと君に 期する所が多かったのに病Ｈ聞

編) のため51才を一期と して他界された事は惜しみても余りある次第であ

ります。

至宝に君ありし口の温容を掲げ謎而哀悼の窓を表し御冥福を御祈り申上げ

ます。

略 慶

大正11年 3 )j 内野間工業高等学校建築科卒業

I"j 年 4 )j 造幣局営繕1系に勤務

日付有120年 2 月 造幣局総務部 ･ｅＱＧ 絡係長 ｮｾｾＯｾ LI にJ). ぶ。

正 会 員

西 尾 寛 治 君 の 掛

ＮＮｌｾ 討 ｉｊｴｪ 尾寛治 ｾ Ｇ ｌ ｊＺＮｬ、ゐ ＳＰｾ ｲＮ 6 月191: 1脳出 lllU-=' より逝去さ れましたη こ己

にその巡彬と略慌てピかかげで， " 並んで哀悼の怠を ji l ，その街l冥福をお ilI

1)l tl L 上It ま J二

略 歴

明治42年 3 Jj 兵庫県立工業学校建築科卒業

川 "1.4  ]  J  Ｉｾｩｬｉ＼Ｚ市役所常総況判向， i11立桃山病院. 天王寺勧業館主

ｉ＿ ｉＺ ｉ ｾ＠
1111. 1 1  

J、)¥: . (j "1  2  JJ 1了下 I忠仁U' j ' 字十治事務I'Jr 勤務， 乙占'屋市明治銀付各支

出現場主任，* 京:f オ本銀行震災復| 同工事現場主任

1I(州 12 "ド1 )j 大蔵省営繕管財肋工務部勤務，標準仕様沓作成，議事笠:

建築工事仕様作成主任

11封和14{1二1).] I:l 産土木株式会社工務部勤務，参事， 目立製作所各工場

施工

昭和20年 建築工事設計監督事務所自営

11 2却9査年rド:. 1 )凡] 卜. 元連主事}}1'j務括!所沢2弱勤d拘j 務， ｾ点 ｈ 洋手 ｪ大 ｩぐ ，予 ‘

今日に及ぶ。
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編 集 後 記

本号は「凶際せJ として，わが建築協会が， ｾｕｪ のよ ｫ

めに応じて，カナ〆建築協会ならびにフィリ y ピ γ の建

築雑誌「レコ ード」誌に送った論文を中心 に編集した。

カナダ建築協会へは， 外務省の仲介を通じて，日本の

代表的作品 ( 写よりと 日本建築 ( 庭園を含む〉の概去と

をiさったが，その後，jLプJ よりなお詳しいのがほ しいと

いう 返事か ら，森田教授に頼んで i Some Aspect s of 

J apanese Archi t ect urej ， 森喜E氏に頼んで i J apanese

Gar densj を執筆 してもら い， 先方へ送った ものであ る

フィ リy ピγ の i Recor dj j 誌へは， 東京の Phi l i -

ppi ne Mi ssi on を通じて，優秀な臼本建築家を推薦紹

介してほしいとの要望から，村野藤吾氏とがj川園児氏の

Ｒ 人を推 ｉ 拘し，その代点的作品と ｾ｜ｬ 伝を送ったものであ

る。

これらの国際的な交流一一日本建築 ・庭園および日本

建築家の紹介一一ーに際して，竹腰会長はじめ， ):盟事 ・委

員 ・関係者各イ立になみなみならぬ御協力をたまわったこ

とをここに感謝いたします。

そのほかに， Wi l l i am Al ex 氏のアメリカ建築に| 対す

る論文を紹介した。以上いずれも失文 ・和文の両 ) j で編

集してみた。なお， ドイツのノイブエノレト教授が来日し

た際，大阪市大理工学部でz滞在ij した要旨をも合せて集録

した。このほかに， rメキシコ建築の国際性と胤土性j と

いうテーマで，東畑謙三氏を通じて遠くアノしベノL ト・ア

ライ氏に原稿依頼していたが， これは実現しなかったの

はまことに残念の至り 。

ともまbれ，以上の諸論文をけいさいして，海外にもこ

の「建築と社会」を紹介したいと恩い， i 国際号」と銘打

ったわけだが，もし，この国際号が会員諸兄の御期待に

も応え，また日本建築の国際的注円と進山へのより大き

な一つの条件を生みだすことができれば，われわれ編集

障のi { : びとすると ζ ろである。

昭 和30年 度 委 員 会 委 員 名 ( 追 加〉

Ｗ 月 ＱＳ 日のＺｌＭＧｬｊＮ ｾ ｾ会で下記の通り特別委員会委員と編集

委員会，法規委員会の追加委員立f;_臨時委員の委胴を決定

しましたので，ここに御氏名を掲赦致します。

都市美持別委員会 ( 敬祢略 . M不hi J)

安; .L1 1ミ ti i;i 沢 l' 、1  
「勺

委 よ4 料 出 治

悶 足 立 孝

同 山 本 手Jj 雄

同 問 稲 作 太 且日

同 佐 々 オミ 保

|司 )11 正

l'iJ 笹 )11 と手 メ;

1， d  鈴 "f-.: 末 I'(:i  

I，-，j  LU Lb 兵 12

I，;j  
村ー

ｾＡｓ ，＠ ノ'"、ニー 孝

IojJ  よ2 木 望 太 心11

同 7i 1i 辺 鋲 太 虫11

同
，tJ  EL，' S  }ゐ 久

，じ

IPl 弥 hl  毅

|司 j長 チjニ 五念

I;-;J 111 111 
d，b }， 、

顕

I"J  
桐 本 楠 ｾｾ＠

|斗 波 1.[ 1':( メょ

lo:iJ  jAJ 孝

1;司 ｾ］Ｎ＠
1" 1  ｮｬｾ＠

|斗 五 百 i点 治 lリj

Ipj  Jij.j 止| Ａｊｾ＠

編集委員会追加委員 ( 敬称略，陀1ィ、Joi J)

委 t:i. ，民主 IE  家 ヲム

同

一
沢 ↑事 ;本

法規委員会交代並臨時委員

〈敬称略，順ィ、Joi J)

:愛 !--l 武 国 従

臨時三会μ )11  畑 庄 太 自11

発 行 所 社 団 法 人 日本建築協会大阪市北区中/ 応 3 ノ 3 朝日ピノレ

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 9 番

建 築 と 社 会

第 3 6 瞬 ・ 第 7 号
編集発行人 沖 田 誠 振 林 口 F巨 大 阪 3 9  9  7  5 番

先伽 1 ｦ，Ａ Ｑ Ｑ ＵＰ 円 ・ 送料 ｊｾ

昭和 30 "p 6 刀25 日印刷

昭和 30 年 7 月 1 日発行
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建

設

井

上

組

岡

組

鍵

仲

建

設

長

谷

川

組

水

野

建

設

火

砲

会

事

務

所

藤

森

工

業

大

阪

城

口

研

究

所

大

阪

電

気

商

会

斉

久

工

業

斉

藤

省

三

商

庖

三

機

工

業

須

賀

工

業

西

原

衛

生

工

業

所

建

材

社

栄

興

商

会

三

晃

商

会

第

一

工

業

高

砂

熱

学

工

業

東

洋

キ

ャ

リ

ア

工

業

近

畿

電

気

工

事

工

藤

電

気

浅

海

電

気

産

業

朝

陽

電

気

中

央

電

気

工

業

野

上

工

業

所

明

正

社

東

京

鋼

板

工

業

内

外

工

業

不

二

製

作

所

大

日

本

硝

子

工

業

日

本

シ

ャ

ッ

タ

ー

製

作

所

岩

元

工

業

内

外

土

木

建

材

社

亀

井

日

本

サ

ッ

シ

ユ

田

中

屋

本

庖

東

海

電

気

土

木
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村

商

会

三

高

製
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所

汎
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製

作

所
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本
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築

設

計

計

算

事
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所

吉

田

芳

雄
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庖
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庖

岸

田

塗

工

届

佐
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木
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大
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庖

樫
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平

田

タ

イ

ル

大

正

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

福

屋

工

業

正

輿

商

会
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邦

商

会

金

剛
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会

高

野

ア

ス

フ

ァ

ル

ト
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岸

窯

業

栗
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板
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子
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杉
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組

協

栄

大

仏

組

大

阪
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工

業

大
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物

産

麻

村
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ッ
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奥

山
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業

耐

酸

化

学
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化
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業
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ト
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置
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本
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子

三

菱

レ

イ
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ン

ダ

イ

ハ
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業

旭
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成
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業
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化
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社
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メ
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ト
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所
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日
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業
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ニ

ワ

瓦

谷
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所

三
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業

関

西

機

械
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社

大

島

応

用

化

学
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業

福
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庖
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l
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